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箕輪田追跡発掘地区近景

箕輪田遺跡発掘地区近景（圃場整備後）



住居址発掘状況（F・G地区、南側から）

住居址発掘状況（F・G地区、北側から）



1．発掘地区遠景（圃場整備前） 2．発掘地区遠景（圃場整備後）
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3．発掘地区全景

4．哩戻し保存状況（南側から） 5．埋戻し保存状況（北側から）



箕輪田遺跡地質トレンチ

箕輪田追跡のある北組面は、お

よそ3万年前に天竜川が浸食して

生じた段丘面である。その証拠と

して、地表から2．5mほど下に天竜

川が運んできた丸い礫が堆積して

いる。

やがて天竜川はさらに下方へ浸

食し、この面を流れなくなったた

め、それ以後に水や風で運ばれて

きた砂や火山灰などが面の上に堆

積している。

礫層の上の土壌には御岳の火山

灰や、九州の火山から飛んできた

火山ガラスが混じっている（箕輪

田遺跡トレンチ柱状図参照）。

トレンチ下部の礫層
川で運ばれて丸くなった礫は、天竜川上流の砂岩・粘板岩・チャート緑色岩などである。



1．御岳第1テフラの軽石（美里）
北組の東方山地に見られる。長径1～5cmの黄色の粒

が約10万年前の御岳の大爆発によって飛来した軽石であ

る。風化して粘土化が進んでいるが、発泡した軽石の形

態を残している。（スケールは5cm）

3．御岳伊那テフラの軽石（美里）
御岳第1テフラ層の20cmほど上に堆積している。約8

万年前に御岳火山から飛来した橙色軽石の粒は御岳第1

テフラの軽石より小さく、3～7mmほどである。

（スケールは5cm）

5．手取沢河床の花崗岩

標高およそ590mの手取沢河床で、堅い花崗岩が滝を
つくっている。滝の上にはポットホールがある。

2．御岳第1テフラに含まれる鉱物

褐色一黒色で六角形の鉱物は黒雲母、黒色で長柱状の

鉱物は角閃石、黒色粒状の鉱物は磁鉄鉱である。また白

色～半透明ですじの見える鉱物は火山ガラス、白色一半

透明で不規則な形の鉱物は長石である。（白線は1mm）

4．御岳伊那テフラの鉱物
褐色柱状の鉱物は斜方輝石、黒色粒状の鉱物は磁鉄鉱、

白色～半透明の鉱物は長石である。（白線は1Inm）

6．坂戸橋下の黒雲母片麻岩

黒白の縞状構造が発達している。



1．発掘調査地（発掘前）

3．発掘作業風景（第1号住居址）

5．発掘作業風景（第6号住居址）

4．発掘作業風景（A地区）

6．伏蛮発掘状況（第4号住居址）
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復原住居模型（第1号住居址、平安時代）　　　　　設計：友野良一　制作：（株）トリアド工房
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本報告書は、中川村が県営中山間総合整備事業北組工区圃場整備事業を実施するにあたり、こ

の工区内に、指定されている箕輪田遺跡を記録保存するため、緊急発掘調査を実施した記録であ

ります。

発掘は、圃場整備予定地のうち約1，0∝hfを平成8年4月5日から、5月15日まで実施しました。

調査の結果、この遺跡は検出された遺物により、縄文時代早期から中世までそれぞれの時代にわ

たる複合遺跡であることが明らかになりました。

その中で特筆すべきは、第1号住居跡であります。平安時代の竪穴式住居跡で、硬く踏み固め

られた床面、4箇所に柱穴吐、カマドが東北側の奥に石芯粘土式のものが造られており、壁外に

は母屋柱を支える柱穴があり、遺物としては素焼きの土師の碗や皿、灰粕陶器の碗、段皿、碧、壷

などが出土し、更に縄文時代早期の大変重要な押型文土器のほか、縄文中期の土器も出土するな

ど縄文時代の遺跡の上に平安時代の住居が造られたことがわかりました。この住居牡は火災にあ

ったとみられ、多くの建築材が焼け落ち、炭化した状態で残っておりました。これを基に、友野

良一先生に復原設計図を作成していただき、一時は現地に実物を建設しようという思いもありま

したが、将来の維持管理の困難さを考え、10分の1の模型にして残すことになり、専門家の手に

よって見事に完成し、歴史民俗資料館に展示することができました。

さらに、大変貴重なことは、「土偶」3体が発見されたということであります。時代は縄文中

期復業とされ、完全な形で発見された1体は高さ9センチ、最大幅5．5センチ、顔は正面から見

ると逆三角形型で神秘的な表情をしており、頭の頂上に小さな穴が三つあいている、胸に膨らみ

があり女性を形どったと見られ、苅谷原遺跡から出土した土偶に次ぐ貴重な資料となりました。

今回の調査にあたり、県営中山間事業土地改良組合をはじめ地元の方々のご協力をいただき、

試掘から本発掘、出土品の整理、復原、報告書の作成にご尽力いただいた調査団長の友野良一先

生をはじめ、調査団、作業員の皆様、関係各位に、報告書の発刊にあたり深く感謝申し上げます。

平成10年3月

中川村教育委員会　教育長　湯　沢　幸　雄



例　　　言

1．本書は、長野県上伊那地方事務所長と中川村教育長との委託契約に基づき、平成8年に中川村教

育委員会が実施した県営中山間総合整備事業に伴う埋蔵文化財の緊急発掘調査報告書である。

2．この発掘調査は、中川村教育委員会が委託した中川村遺跡調査会が当たっている。

3．本報告書は平成8年に発掘調査を行い、検出した遺物の整理や参考資料等検討し、平成‾9年度に

報告書を作成することとした。

4．各遺構の図面の縮尺は1／40、遺物の縮尺は1／3を基準としたが、一部そうでないものもあり、

縮尺は各図に示してある。遺物のうち、大型のものは1／6とし、小型や重要なものは原寸または

2倍、及び2／3にしたものもある。

5．本報告書の執筆及び図版等作成者は次のとおりである。

○　本文執筆者　　　　　友野良一　寺平　宏　平沢和雄　米山正克

○　遇構図　　　　　　　矢沢敏子　米山節子　下平敬子

○　遺物の洗浄・注記　　矢沢敏子　米山節子　下平敬子　斎藤正子　古沢みち江

○　遺物の実測・拓影　　矢沢敏子　米山節子　下平敬子

○　遺物の復原　　　　　鈴木　岬　和田武夫　下平敬子

○　写真の撮影・図版　　友野良一　米山正克

6．本報告書の編集は教育委員会が行なった。

7．遺物及び実測図類は中川村歴史民俗資料館に保管してある。
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土器等
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第I章　発掘調査の経緯

第1節　発掘調査に至るまでの経緯

県営中山間総合整備事業地区内の遺跡の調査は、同事業圃場整備地区内に埋蔵文化財包蔵箇所があ

るので、事業実施に先立ち平成6年9月26日、県文化課と上伊那地方事務所、中川村教育委員会の三

者で事業の全体計画について事前協議を行い、平成7年10月2日中川村役場において同三者にて発掘

に関する協議を行なった。その結果、平成7年度に試掘調査を行なうこと！こなり、平成8年1月5日

上伊那地方事務所長と中川村教育長との間で埋蔵文化財試掘調査委託契約書を締結、友野良一団長以

下9名で発掘調査団を編成して、1月8日から18日の間に試掘調査を実施した。調査は2メートル四

方のグリットを40箇所設定し、バックホーで表土をはぎ取り、以下人力掘削を行なったところ、縄文

時代、平安時代の遺物が発掘された。そのため、工事着手前に本格的に発掘調査を行ない、記録保存

する必要性が生じたので、平成8年度早々に本発掘調査を実施することになった。

平成8年4月4日に上伊那地方事務所長と中川村教育長との間で埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契

約書を締結、又、同日中川村教育長と中川村遺跡調査会長との間で同発掘委託契約書を締結し、箕輪

田遺跡発掘調査団が発掘業務を遂行することになった。調査団は友野良一団長以下9名で編成、4月

5日に教育委貝、文化財調査会、土地改関係者、調査団、作業員等が参集して鍬入式を挙行し、発掘

調査を開始した。

第2節　調査会の組織

○　中川村教育委員会

教育委員長（前）

〝

同職務代理

委　　　員

〝

教育長

中　塚　道　雄

湯　沢　正　範

米　沢　虞　明

大　場　道　子

松　村　　　進

湯　沢　幸　雄

生涯学習課長　　　　市　瀬　英　治

同　文化係長　　　　米　山　正　克

○　箕輪田遺跡発掘調査団

団　長　友野良一（日本考古学協会員）

調査員　寺平　宏（日本第四紀学会員）
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第3節　発掘調査の経過

年月日 作　　　　業　　　　日　　　　誌

平成8年

4月　5日

8日

11日

12日

15日

17日

18日

19日

22日

23日

24日

25日

26日

30日

5月　2日

4日

8時15分から発掘式を挙行。

9時30分、友野団長から発掘の概要説明を受けた後、発掘作業開始。

El・E2・E4グリッドをバックホーにて上土除去後、掘下げ。G4グリッド荒掘り。

二D5・G5・E6－E7グリッド周辺を掘下げ。G5グリッドから灰粕陶器2片出土。

石芯粘土窯跡や炭化物が出、住居地と思われる。D5グリッドからも灰粕陶器1片、又、

矢尻2、カメの底部等出土。

G4グリッド遺物取上げ。D5グリッド掘下げ。G5グリッド東西にベルトを残し掘下げ。

G5グリッド少し掘下げ、取上げ。タタキも出たことから第1号住居地とする。G4グリ

ッド南へ拡大、掘下げ。東西へベルト残す。D5グリッド取上げ。

G4・G5グリッド拡大、掘下げ。G5グリッド写真撮影後、取上げ。柱の炭化物出る。

地質調査のためバックホーにてトレンチ掘りを行う。有線放送の取材あり。

G5グリッド、清掃後、写真。カマド、サブトレンチ。G4グリッド土壌整形。

第1号住居祉ベルト横断図取った後、掘下げ。カマド先から天日碗片出る。G5グリッド、

図化始める。G4グリッド土壌1－4号掘取り完了、写真撮る。

G5グリッド図化。清掃後、写真。G4グリッド、ベルト外し、取上げ。正・副議長見学。

G4グリッド西へ拡大。南北ベルト外し、取上後、掘下げ。G5グリッド図化。炉掘出し、

写真。E5グリッド掘下げ。G4グリッドは第2号住居牡と第4号土塊とに変更。

G4グリッド取上げ、清掃、写真、図化。G6グリッド掘下げ、取上げ。E5グリッド掘

下げ。

G6・G7・D5グリッド掘下げ、拡大。G4グリッド図化、写真。東小5・6年生見学、

及び体験学習で発掘作業。村長見学。

G6・D5グリッド取上げ、拡大、掘下げ。G7グリッド掘下げ。G6から伏襲出る。

文化財調査委員見学。

E5グリッド掘下げ、取上げ。浮石実測後取上げ、掘下げ。G5－G6グリッド間掘下げ。

G6グリッドを第3号・4号住居祉とし、G7グリッドを第5号住居牡とする。それぞ

れ取上げ後、清掃し、写真撮影。G3－G2の聞及びG1、g②グリッド、覆土除去後、

掘下げ、床面を探る。E5を第6号住居牡とする。

第4号住居祉図化。伏ガメ取上げ。第5号住居祉図化。E5グリッド拡大、取上げ、清掃。

g②、Elグリッド掘下げ。東小2年生見学。

Elグリッド掘下げ。第7号住居祉とし、図化。第3・4号住居地図化。第6号住居祉

堀下げ、整地後、図化。Gl・E2・D1－2・B2・A3グリッド、バックホーにて

覆土除去後、床面までの掘下げ始める。

A3グリッド取上げ、掘下げ。木柵出土。E2グリッド掘下げ。第1－5号住居地全体

写真撮る。全体測量。Elグリッド取上げ、図化。全員写真撮る。終了後、中間慰労。

D6グリッド掘下げ、拡大、取上げ、図化。炉が出、第8号住居牡とする。A3グリッ

ド堀下げ、取上げ。見学会準備（清掃、整地、ラベル作り等）。

見学会。第1回9：30－10：30、約100人、第2回10：30－11：20、約50人。

－　2　－



年月日 作　　　　業　　　　日　　　　誌

5月　7日

8日

10日

13日

14日

15日

5月20日

l
11月1日

11月　2日

平成9年

11月　2－

30日

A3グリッド取上げ。土偶出土。B2グリッド取上げ、図化。G3グリッド清掃。G2

・Gl・g②・グリッド拡大、掘下げ。第3号住居祉伏碧、土器取上げ。第2号住居地

理賓、カメ取上げ。土壌、カメ取上げ。D5グリッド取上げ。A3－B2グリッド拡大

してつなげ、A3に統一。同レベルに掘下げ。全体測量。

各住居祉写真撮影。第1号住居址炭化物取上げ。A3グリッド遺物、木柵取上げ。G2

・3グリッド取上げ、図化。第1号住居地石芯粘土カマド掘下げ。E2グリッド掘下げ。

A3グリッド拡大、掘下げ、取上げ。ロームマウンド出、トレンチ。第1号住居地カマ

ド実測、写真。G2グリッド掘下げ。

A3グリッド取上げ、図化、ロームマウンド図化。G2グリッド取上げ、図化。G4グ

リッド配石、図化。E6グリッド拡大、図化、取上げ。終了後、打上げ。

E2グリッド取上げ、図化。A3グリッド図化。片付。午後、調査打合会。

g②取上げ、図化。現場作業終了とし、片付。　　　　　　　　　　．

出土遺物の整理。

出土遺物の整理作業完了。

報告書作成のための整理作業開始。

中川村歴史民俗資料館特別展「古代のロマンー箕輪田遺跡発掘展」

＜発掘調査に参加された方々＞（順不同・敬称略）

藤川義実　石見忠司　中川英男　寺沢長五　浜崎義実　宮島一夫　福井秀男　斎藤定治　富永吉国

米山節子　下平敬子　矢沢敏子　斎藤正子　古沢みち江　橋沢　環　福井定義　石見キヨ子

北沢康美　井出清之助　初鳥茂　山本一義　柳生千秋　半崎節子
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第I章　遺跡の環境

第1節　遺跡の位置

箕輪田遺跡の地理的位置は、東経137度57分03秒、北緯35度38分24秒に位置し、長野県上伊那郡中

川村大草北組地区字五月神田といわれる地籍他に所在する0遺跡に至るにはJR飯田線飯島駅から国道

153号線沿いに約6．7km、坂戸橋から天竜川を東へ渡り0・9kmの地点に当たる0遺跡付近は、大谷沢と

和見沢とに挟まれた段丘上で、標高563m前後の範囲に広がっている遺跡である。

本遺跡の付近には、北側の和見沢と手取沢の間の山地に城山遺跡（縄文中期）があるが、山頂には

ぁら城（城山）跡があり、麓の飯沼か飯田田地区にいた氏族の山城であったのではないかといわれて

いる。南東には外県神社遺跡（先土器時代）があるが、神社では建御名方神を祀り、御柱祭を今に伝

ぇている。東側は美里地区から陣馬形山に続く山地を控え、西側は天竜川を隔てて片桐地区一帯はも

とより上・下伊那を見通すことができ、又南駒ヶ岳から中央アルプスの山々を一望することができる

眺望に優れた地に位置している遺跡である。

第1図　箕輪田遺跡の位置図
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第2節　地形及び地質

1、地形・地質の概略

箕輪田遺跡周辺には、天竜川によって形成されたおよそ三段の河岸段丘が発達している。かつて天

竜川に沿って南北に細長く形成されたこれらの段丘面は、その後、大谷沢・手取沢・和見沢などの支

流の侵食によって分断されている。遺跡は、天竜川の河床から約60mの比高をもつ中位の段丘面で、

大谷沢と手取沢に挟まれた面上に位置する。

段丘の基盤は、日本の地質の大きな区分では「領家帯」と呼ばれる花崗岩や変成岩が分布している。

これらの岩石は東方の山地、及び天竜川やその支流沿いの崖で観察される。

段丘面を主とする地形面は、その比高および面上の堆積物などによって表1・第2図のように区

分される。基盤岩及び地形面については以下に説明する。

2、基盤岩

前述のようにこの地域の基盤の岩石は領家帯の花崗岩、及び縞状の黒雲母片麻岩を主とする。この

地域で最も古い岩石は黒雲母片麻岩で、およそ2－3億年前の海底に堆積した砂や泥が長い年月の間に

岩石になり、それが熟や大きな圧力で変成岩となったものである。この岩石は黒と白の縞状構造が発

達しているため「縞状片麻岩」とも呼ばれている。坂戸橋東詰めの岩盤はこの黒雲母片麻岩であり、

川岸では、天竜川によって削られ、縞目がはっきりした岩石を観察することができる。この岩石は、

外県神社東方の山地にも分布している。

遺跡の東方の山地の岩石や北方の基盤岩は花崗岩を主とし、所々に黒雲母片麻岩が小分布をしている。

花崗岩は「マグマ」が地下深いところで、ゆっくり冷えて固まってできた岩石である。この岩石ので

きた年代は、放射線を出す鉱物を用いた年代測定から、およそ6千万年前から9千万年前までの間と

されている。はじめは深いところにあったこの岩石も、土地の隆起に伴って、上部の岩石が侵食され、

地表に現れたものである。手取沢中流の標高およそ590mの地点では、花崗岩の堅い部分が削り残さ

れて滝をつくっている。またこの滝の上の河床には、ポットホールも見られる。

3、地形面

本地域の地形面は天竜川河床に近い下位の「氾濫面」から上方に「養命酒面」「北組面」「山麓崖

錐面」「荻平面」「中組面」と名付けて区分する。（第2図）

（1）中組面

この地域では最も高く、面上に御岳第1テフラなどの火山噴出物を乗せる段丘面を中組面とする。

標高は590～600m、天竜川からの比高は約100mである。中川村役場や東小学校の位置するこの面は、

花崗岩を主とする基盤岩の上に、数mの礫層を乗せ、その上には2m内外の御岳火山の火山灰や軽石

が堆積している。礫層の礫は砂岩・粘板岩・チャート・花崗岩・片麻岩などを主とし、まれに安山岩

や石灰岩などを混入している。これらの岩石は天竜川によって上流から運ばれてきたものである。礫

層を覆う火山噴出物のうち、最も古いものは御岳第1テフラと呼ばれる軽石で、およそ10万年前の御

岳火山の軽石が、西風に乗って飛んできたものである。この面はその頃から以後、天竜川が流れるこ

となく、段丘化していたので、御岳第1テフラの噴出以後も引き続いて活動した御岳火山の軽石が積

み重なって堆積している。この様子は役場庁舎建設の基礎工事や最近の下水道工事の際に観察されたが、

近くの美里地籍で好露頭が発見されたのでその柱状図を第3図に示す。

10数万年前には、この面上を天竜川は蛇行しながら流れていた。しかし10万年前ころから土地の隆
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起に伴って天竜川が下方に侵食を始め、北組の南部以外の大部分の面は削り取られてしまった。わず

かに残された小さな面が外県神社南東の山麓に見られる。天竜川の流れが下方に移ると、それ以後に

降下した堆積物が面の上に堆積する。柱状図に示すように御岳第1テフラ（On－Pml）の上には、約

8万年前の御岳伊那テフラ（On－In）、約6万年前の御岳三岳テフラ（On－Mt）、また約2．5万年前に九

州から飛んできた姶良1hテフラ（AT）も堆積している。

（2）荻平面

天竜川河床からの比高70－90m、標高およそ570－590mの、西に傾斜した面で、和見沢と手取沢に

挟まれている。傾斜角は面の北方でおよそ14度、南方ではおよそ8．4度と、かなり急傾斜の面である。

面を構成する堆積物は東方山地の岩石を主とする角礫であることが、手取沢から荻平に登る道路沿い

で観察される。角礫層の上に乗る1m余の火山灰土には御岳上部テフラの鉱物を含み、その中部に

ATの降灰層準がある。（第4図　荻平面柱状図）

中組面を流れていた天竜川はおよそ10万年前頃から下刻を始めた。荻平面は天竜川の侵食によって

生じた段丘面に、東方山地の近くから運ばれた角礫が堆積して、斜面地形をつくったものと推察される。

面の形成が終了したのは、ATや御岳上部テフラの降灰以前のおよそ3－4万年前頃であろう。

（3）北組面

天竜川からの比高60－70m、標高およそ560－570mで、外県神社の位置するこの面は荻平の南部・

箕輪田遺跡発掘地点・神社南方の大谷沢左岸に分布している。荻平面には基盤岩の上に、天竜川が運

んできた天竜川上流域の砂岩・粘板岩・チャート・緑色岩・花崗岩などが堆積し、さらにその上に砂

やテフラ混じりのローム質土などが堆積している。（第5図　北組面柱状図）

この面は面に堆積している礫から、天竜川によって形成された河岸段丘と考えられる。またその形

成の時代は面上の堆積物に、ATの火山ガラスや御岳上部テフラの鉱物をわずかに含むことから、お

そらくAT降灰以前のおよそ3万年前頃であろう。荻平面よりも火山灰が少ないことから、荻平面形成

以後に本流の侵食が進んで、北組面を形成したものと思われる。

（4）山麓崖錐面

北組面の西側の山麓部には10度内外の西に傾斜した面がある。面を構成する堆積物は東側山地の岩

石の角礫を主とする。面上には火山灰質の堆積物が見られないことから、最近まで堆積が続き、北組

面の東緑を被覆しているものと思われる。

（5）養命酒面

天竜川からの此高30－40m、標高およそ530－540mで、養命酒（株）のあるこの面は養命酒（株）

周辺と大谷沢左岸に分布している。この面は基盤岩の上に天竜川水系の礫を乗せているが、御岳火山

のテフラはない。北組面を流れていた天竜川はやがて土地の隆起による下刻作用で河床を下げ、この

面を形成した。やがてさらに天竜川が河床を下に移して養命酒面が段丘化したのは、御岳火山の活動

終了後のおよそ2万年前である。

（6）氾濫面

天竜川や手取沢の最近まで氾濫の繰り返された面である。養命酒面を流れていた天竜川は、およそ

2万年前から土地の隆起による下刻により、30mほど河床を下げ、現在の流路を流れるようになった。

（7）人工改変地

伊那生田飯田線や大草坂戸線等の道路工事や、坂戸橋架橋等の工事に際して、人工的に地形が改変

されていると思われる場所である。

（寺平　宏　記）
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表1　箕輪田遺跡付近の地形面による区分

地 形 面 分　　　　　 布 標高 （㍍ ） 面　 を　覆　 う　テ　 フ　ラ 面のできた年代

中組面 北組南部 ・中組 59 0－6 0 0・・御岳第 1 テフラ以降のテララ 10数万年前

荻平面 荻平 57 0－5 9 0 御岳上部テフラ ・A T 風成 3 － 4 万年前

北組面
荻平南部 ・箕輪田遺跡

・外県神社南の大谷沢左岸
56 0－5 7 0 御岳上部テフラ ・‾A T 水成 ？ お．よ．そ 3 万年前・

山麓崖錐面 北細面東方の山麓 56 0－5 9 0 なし 2．－ 3 万年前

養命酒面 養命酒 （株）、の面 53 0－5 40 なし お皐そ・2 万年前

氾濫面 天竜川 ・手取沢河床 50 0－5 20 なし 1 万年前以後
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←姶良Tnテフラ（AT）（上部にわずか含む）2．5万年前

褐色ローム　花崗岩・片麻岩風化岩片≧御岳上部テフラ

黄褐色砂質土　花南岩・片麻岩風化岩片＞御岳上部テフラ

赤褐色スコリア（径2－6mm）御岳三岳テフラ（On－Mt）約6万年

褐色ローム　花崗岩・片麻岩風化岩片≧御岳上部テフラ

黄褐色ローム　花崗岩・片麻岩風化岩片≧御岳下部テフラ？

橙色軽石（径3－7m）御岳伊那テフラ（On－In）約8万年前

黄褐色ローム　花南岩・片麻岩風化岩片≧御岳下部テフラ？
上部に御岳潟町テフラと思われる岩片、下部に鬼界暮原テフラと思われる火山ガラスを含む

黄橙色軽石（径10～50mm）御岳第1テフラ（On－Pml）約10万年前

褐色砂質土　花崗岩・片率岩風化岩片

黒褐色砂質土（角礫混入）　花尚岩・片麻岩風化岩片

1－2m下部から花崗岩の基盤となる

第3図　中組面（美里テフラ）柱状図

遊
l
l
l
l
一
l
一
一
一

黒灰色土（耕作土）
花崗岩・片麻岩類風化岩片に御岳上部テフラや
姶良Tnテフラ（AT）がわずかに混じる

灰黒色土（耕件土）

←AT降灰層準？

褐色ローム
花崗岩・片麻岩類風化岩片に御岳上部テフラや
姶良Tnテフラ（AT）が混じる

角礫層　花崗岩・片麻岩類

第4図　荻平面柱状図
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灰色土（耕作土）K－Ah，ATを含む

黒褐色土（土器片混入）
花崗岩・片麻岩等の風化岩片に、
御岳上部テフラが混じる

AT，1．2mまで

黄褐色ローム
本流系の風化岩片に
御岳上部テフラが混じる

黄褐色砂質土

礫層　チャート・砂岩
緑色岩等を含む本流系礫

第5図　北組面（箕輪田遺跡トレンチ）柱状図



第3節　歴史的環境

「名は体をあらわす」と言われているが、今回の北組地区の県営中山間総合整備事業に伴う、埋蔵

文化財の発掘にあたって、その遺跡が箕輪田遺跡と登録されている点について少しふれてみる。

その地名が発生した事情を知ることは、その地名が生れるに至った背景やそこに住んでいた人々と

の関わり、住民の抱いている感覚、命名された動機など、その地名の地の地形や自然、その他におい

て営まれて来た住民の生活や歴史などを理解する上で重要な意味を持つものである。

この遺跡が埋蔵されていた中川村大草北組地域は、現在「北組」として一つの地区を構成しているが、

その歴史をたどってみると、明治10年頃までは飯田村と坂下村（俗称、箕輪田村）と呼ぶ、二つの集

落が別々に存在しており（倹約議定連印帳、嘉永5年2月、安政6年2月他資料より）、それが、

明治11年頃より北組という呼称が使われるようになり、さらに明治18年には北耕地と呼び替えられて

一つの集落として統合運営されるようになった。

しかし、この地域を流れる天竜川の対岸との交通手段であった渡船の不便を解消するため、天竜川

に架橋することが住民の協力により実現したが、その経費を償却するための通行料（通称、橋銭）問

題や飯田村、坂下村両耕地の共有財産統合問題の懸案事項を解決しないままの統合であったため、両

地区住民の折り合いがつかず、そのため事あるごとに対立が表に現われることが絶えなかった。

このような状態から大正初期になり再び二つの地区に分離することとなり、前の飯田村を北ノ北と

呼び、旧坂下（箕輪田）村を北ノ南と呼ぶこととなった。そして、この状況が、大正から昭和に入っ

ても続いていたが、一方では部落の鎮めの宮である、上宮外県神社を中心とする両地域の共通する結

び付きは、地域行政とは別に営まれ続けていたのである。

このように、競合と融和の矛盾する二つの関係を保ちながら戦中戦後を経過し、昭和33年、わが国

の町村合併論議を契機として、北ノ北、北ノ南合併研究会が発足し、もう一度二つの部落を北組として、

一集落に統合することとなったのである。

しかし、この時も両地区にある集会施設（公会堂）を処分し、鎮守の森にある神社の奉納用の舞台

も売却して、その跡地に両地区の住民のための新たな拠り所としての集会施設（北組会館）の建設ま

ではこぎつけたが、全基本財産の統合までは実現できなかった。そのため、平成の現在に至るも、北

ノ南（箕輪田地区）共有山組合が、北組共有山組合とは別に存在しているのである。

このような時代背景があるために、北組の住民意識の中には、箕輪田と言えば両地区を分断して流

れる大谷沢の左岸の、いわゆる「北ノ南」のことと思い、遺跡の発掘されたところは「北ノ北」地籍

であり、それは飯田村である。という潜在的なものが残っているのである。

そこで、今回発掘された遺跡の登録名称が「箕輪田遺跡」とされていることを肯定的にみれば、か

って箕輪田と飯田田とが一体の時代があった、という仮説をたててみる必要がある。それには、まず

両地区を分断して流れている大谷沢の存在を考えてみることにするが、その前に箕輪田の語源を理解

しておく必要がある。箕輪田の田は接尾語とされているので、意味から省くこととすると、「輪」は

濃尾平野の輪中に代表されるように、輪状地形を現すものとされている。したがって箕輪とは、箕ま

たは蓑を伏せたときのような、輪状地形をなしている場所と考えてよい。この箕輪田遺跡の埋蔵され

ていた地形は、東側に控える飯綱山の麓を基点とする丘陵地形を呈し、両側を流れる大嶺山を源流と

する大谷沢と、北側は陣馬形を源流とする手取沢の渓流に侵食され、西側の正面は天竜川の激流に洗

われて形成された、典型的な舌状地形をなしており、その山菜付近は、山懐にたくわえられた豊富な

－　9－



湧水に恵まれた湿地帯をなし、温暖な気候風土とともに、栗、椎、胡桃などの豊富な自然の幸にも恵

まれた、快適な居住空間であったものと思われる。

しかし、昭和の初頭に福沢桃介により建設された「南向発電所」の導水路がこの遺跡の直下に縦貫

開削されたため、この地域一帯の地下水が誘引され、現在は乾田となり一部に往時の名残りをとどめ

ているに過ぎないが、周辺の小字名の中に沼田、清水、大清水、久保田、井戸、清水田など、水との

関わりのあるものが残されていることからも、当時の状態をうかがい知ることができる。

この道跡の名称については、箕輪田遺跡として登録されたのが昭和50年代であったとされているので、

その頃遺跡の登録に携わった人たちが、その当時前述のような点についての調査、考察がなされた上

での命名であったのか、単に登録手続上の錯誤であったのかによってその評価が分かれるところである。

この箕輪田遺跡の一角には、古代からの住民の祭祀場として使われていた跡地と思える鎮守の森が
たけみなかたのみこと

ある。この神社に残されている文書（神社書上帳）によると、健御名方命が、出雲の国から逃れて来て、
おおくぺたけお

諏訪の地に留まりたる時、大草の里に「大久延健男」なる里長があり、武勇をもって聞えが高き故に、

健御名方命が訪ね来て、共に狩猟を楽しんだ。その機に鳥獣を多く捕獲でき、大変喜んだ健御名方命

がこの地に両を造り、この地を宮地と定めた、としるされている。今もこの付近を宮地と呼ぶ小字名

が残っている。その後、神功皇后19（西暦340）年大久延健男の子孫五百彦が両を建立し、健御名方

神を祭り上官外県神社と称したものである、と伝えられているのである。
じょうやま

また、遺跡群から北方約1kmを眺めると、城山と称する小山がある。この城山は中世の頃には狼

煙台として戦略の要所としての役割を果たしていたものとされているが、今もその痕跡が残されており、

その周辺には時々土器片や黒曜石などが発見されている。また、このあたりに荒城、外垣外（内）、

堀り合などの地名があり、この小山を地元の住民は“お城やま”と呼び、祭りにはみんなで詞に詣でて、

神々に祈りを捧げた、と伝えられている。

またさらに、今からおよそ400年前（慶長7年、1602年）、塩沢宗閑により創製され「養命酒」と名

付けられた薬酒の発祥の地も、この飯田田地籍の一角にある。その養命酒も、この地域の住民と共に

その伝統を受け継いで来たが、大正14（1925）年、株式会社天竜館の東京支店を開設し、その販売を

全国規模に拡大し、昭和26（1951）年になり商号を養命酒製造株式会社に変更するとともに、販売高

に相当する製造能力、すなわち水資源を求めて岡谷市に拠点を移し、その後さらに駒ヶ根市に移転、

世界に誇る薬酒にまで成長した。その健康産業を生み育てた地帯でもある。

このあたりには、大草地域の住民が天竜川の対岸と交流する船着き場があり、対岸への交通は明治

中期までは、坂戸（渡）から竹ノ上に舟で渡り九龍沢（現在は粟生沢と呼ばれている）を経て、小平、

飯島方面との交流をしていたものである。東に向かっては、外県神社奥手の宮ノ入り坂から神又、谷田、

長岩、池鳥屋（谷）を経て、銭、四徳から大鹿方面に通じ、往来していた要所としての役割を果たし

ていたものである。

この輪状地形が天竜川に接する地帯に、ラントウ場（人々の魂の拠り所としての地名、墓地）と言
ほそき　さんしょう

う地名や、ハジカミ（姜椒、山椒などを表し、常世虫の信仰の地名といわれている）や社宮寺などの

地名が、今もなお残されていることも付け加えておきたい。

（平沢和雄　記）
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番号 遺 跡 名 番号 遺 跡 名 番号 遺 跡 名 番号 遺 跡 名 番号 追 跡 名

1 苅　 谷　 原 18 小 和田垣 外 3 5 石　　　 飛 52 中組住宅上 69 下　 ケ　 原

2 原　 田　 1 19 松　 ノ　 越 3 6 西　 ヶ　 原 53 中組へび石 70 葛 島 城 跡

3 原　 田　 2 20 西 小 学 校 3 7 曽　 利　 目 54 東小入 口南 7 1 大　 宮　 社

4 梨　 ノ　 木 21 五　 十　 日 3 8 富　 士　 塚 55 堂　 ケ　 原 72 池　 の　 平

5 寺　 久　 保 22 稚　 蚕　 所 3 9 船 山 城 址 56 下　 ノ　 坊 73 天　　　 伯

6 満　　　 杯 23 牧　 ヶ　 原 4 0 飯　 沼　 1 57 川　 荒　 田 74 双　 葉　 匿I

7 横 前 宮 北 24 六万部古墳 4 1 飯　 沼　 2 58 下　　　　 り 75 姫　　　 宮

8 横 前 横 山 25 天　 神 ：坂 4 2 美　 里　 1 59 中　　　 島 76 八　 ツ　 手

9 上　 新　 田 26 中　　　 央 43 美　 里　 2 60 下　 平　 E 77 小　 町　 原

10 針　 ケ　 原 27 天 伯 古 墳 44 北　 組　 1 61 下　 平　 F 78 富　 士　 塚

11 針 ケ原農場 28 桐　　　 山 4 5 北　 組　 2 62 西　　　 瀬 79 下　　　 島

12 茶　　　 堂 29 古　　　 城 46 北　 組　 3 63 鈍　　　 光 80 百　　　 田

13 小　　　 平 30 大　　　 林 4 7 下　 り　 松 64 太　 子　 原 81 大　　　 平

14 上　 ノ　 原 31 中　 田　 島 48 中 組 大 鹿 65 大 草 城 跡 82 鹿　　　 養

15 竹　 ノ　 原 32 南　 田　 島 49 中　 組　 A 66 】穀　 墓　 跡

16 高 つ な　ぎ 33 塚 本 古 墳 50 中　 組　 B 6 7 仲　　　 林

17 小　 和　 田 34 駒　 ケ　 頭 5 1 中 組 北 原 6 8 富　 士　 塚

h
D
l
l
l
十

凡例

●……縄文時代
●……弥生時代
●‥…・古墳時代
▲……平安時代
▲‥‥＝中　　世
▲＝‥＝近　　世

0　　　　　　500　　　1000m

第8図　中川村遺跡分布図
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表2　中川村遺跡一覧表

番

号
遺跡名所在地

先
土
器

縄文時代 弥生時代土

師

須

恵

灰

粕

中

世

近

世

備

考創早前中後晩前中後

1 苅谷原 ○○ ○○

2 原田 1・ ○○○○ ○○○○○○○○調査済

3 原田 2 ○ ○ 〟

4 梨ノ木 ○ ○

5 寺久保 ○ ○

6・満　杯 ○○ ○ 調査済

7 横前耳北 ○ ○

7 横前横山 ○

9 上新田 ○ ○

10 針ケ原 0 ○

11針ケ原農場 ○ ○

12茶　 堂 ○○○○ ○○○○○○○調査済

13小　 平 ○ ○

14上ノ国 ○ ○ ○ ○ 調査済

15竹ノ上 ○ ○

16高つなぎ ○ ○

17小和田 ○ ○ ○○

18小和田垣外 ○ b ○ ○

19松ノ越 ○ ○ ○

20西小学校 ○ ○ ○○○

21 五十日 ○

22稚蚕所 ○ ○ ○○

23牧ケ原 ○ ○ ○ ○

24六万部古墳 ○ ○ 調査済

25天神坂 ○

26 中　央中　村 ○ ○ 0 ○○ 調査済

27天伯古墳 ○ ○ 調査済

28桐　 山 ○ ○

29古 ．城 ○ ○

30大　 林 ○ ○ ○ ○

31 中田島 ○ ○ ○ ○

32南田島 ○ ○

33塚本古墳 ○

34駒ヶ頭 ○ ○

35石．飛 ○

36西ヶ原 ○ ○ ○ 調査済

57曽利目 ○

38富士塚 ○ ○ ○○

39船山城祉 ○

40飯沼 1 ○ ○

41飯沼 2 ○

42 美里 1 ○ ○

番

号
遺跡名所在地

先
土
器

縄文時代 弥生時代土

師

須

恵

灰

粕

中

世

近

世

備

考創早前中後晩前・中後

43美里 2 谷　 田 ○○ ○詞査済

44郷組．1 ○ ○○

45北組 2 大朝1餌他 ○ ○○○ ○箕舶

46北組 3 ○

47下り松 ○ ○

48 中組大鹿 ○

49 中組A ○ ○ ○○

50 中組B ○ ○○

51 中組北原 ○ ○ ○○

52中組住宅上 ○

53中組へび石 ○ ○

54東小人口南 ○○○

55堂ケ原 ○ ○

56下ノ坊 ○ ○○

57川荒田－ ○ ○ ○

58下　 り ○○

59 中　島 ○ ○

60下平E． ○

61下平F ○ ○ ○○○

62西　 瀬 ○ ○

63錐　 光 ○

64太子原 ○ ○ ○○

65大草城址 0 調査済

66顧　 墓 ○

67仲　 林 ○

68富士塚 ○

69下ケ原 ○ ○ ○ ○

70葛烏城祉 ○ ○ ○ ○

71大宮社 ○ ○

72池の平 ○

73天　 伯 ○ ○

74双葉園 ○ ○

75姫　 宮 ○ ○ ○

76八ツ手 ○ ○ ○

77小町原 ○

78富士塚 ○

79下　 島 ○ ○

80百　 田 ○ ○ ○

81大　 平 ○ ○

82鹿　 轟 ○

計 1 3 3 57 2 2 4 44 3 22242423
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第Ⅱ章　遺構と遺物

第1節　調査の概要

箕輪田遺跡の発掘は、上伊那地方事務所による委託事業である。本調査は、平成7年度に試掘調査

を行い、遺物の検出をみたので、平成8年度に圃場整備事業の実施を前に緊急発掘調査を行なったも

のである。本遺跡の範囲は東西約100m、南北約100m、約6，600m2とみられるが、工事開始に支障が出

ないように配慮し、発掘面積は約1，∝肋T12として、発掘調査は4月5日に開始し、5月15日に終了した。

調査方法は、試掘調査の結果をもとに各グリットを基準として遺構が検出される直上層までの表土を

バックホーでトレンチ掘りを行い、次に人力で遺構上面の確認作業、各遺構の掘り下げにより調査を

実施した。遺構は住居祉・土壌など、調査地区ごとに検出順で番号を付けた。検出した遺構は次のと

おりである。

・竪穴式住居地　8軒（縄文時代7、平安時代1）　・土壌　2基（縄文時代）

・竪穴　　　　1基（縄文時代）

口

第9図　箕輪田遺跡付近の地形及び発掘区
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第2節　縄文時代の遺構と遺物

第2号住居址（第10図、図版1上）

遺構

本址は調査区域Gトレンチ第4地

区（以下「G4」という。）内に検

出された住居地である。（縄文時代

中期後葉。）この住居地の規模は東

西4．4m、南北4．5mを測る。住居地

の発見面は現況水田面から50cm内

外で、古い火山灰土層（テフラ）に

切込んで造られていたが、住居牡の

北側は以前の水田造成時に掘り取ら

れて、壁の一部は不明な個所が認め

られている。壁面には特別な施設は

認められなかった。柱穴は壁に沿っ

てPl～P4の4柱穴牡が検出され

た。炉牡は一部に炉石が認められた

が、大方取り去られた形であった。

床面中央に13－20cm大の自然石が

数個東西に並べられた状態で発見さ
かめ

れた。その外に西側P4付近に碧が

半分破壊された状態で検出された。

土器（第11・12図、図版9上・23－1）

本祉からは他の遺構よりも比較的

多くの土器が出土した。11図1－6

までは住居址の覆土中より発見され

た土器である。1は深鉢形土器の口

緑部で、文様は隆帯に連続刺尖文が

施された土器。2は隆帯と隆帯文の

間に逆U字の連続文が施された深鉢

形土器。3は隆帯に沿って並行沈線

文が施された深鉢。4は隆帯に細目

の櫛目文が施された深鉢形土器。5

は深鉢形土器の口縁部で、横徒して

いる隆帯と隆帯の間に櫛目文と、竹

管具による押引文が施され、そのT

字部に並行沈線文が施された土器。

6は隆帯文に連続櫛目文が施された
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第10図　第2号住居址実測図・遺物分布図
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深鉢形土器。以上の6片は藤内I式と考えられる土器。7は並行沈線文が施されている土器。8は隆

線による楕円文内に並行斜線が施された深鉢。9・11の深鉢形土器は口緑部の横位に隆帯の区画文

が施され、その内部に波状と横に走る沈線文の間に粘土紐が施された土器。10は隆帯文と並行沈線文

士宙。12・13は沈線による渦巻と蛇行する懸垂文土器。14は楕円の区画文と綾杉文が描かれた土器。

15・16は胴部に箆状工具による縦横に沈線文が描かれた土器。17－19はLRの斜線文土器。20は深鉢

形土器の底部。21は深鉢の胴部。22・23は木の葉底。24は綾杉文土器。以上は縄文中期後葉の曽利Ⅲ

式土器。

石器（第13図、図版19下）

25－28・30・32・34は硬砂岩の打製石器。29・33は片磨岩の打製石器。31は緑色岩の打製石斧。35

は硬砂岩の敲石、36・37は硬砂岩の石匙。39は小形の尖頭器。

第3号住居址（第14図、図版1下）

遺構

本牡は第1号住居牡の北側に接して発見された遺構である。（G6、縄文時代中期後葉。）規模は

東西5．3m、南北5．1mを測る偶丸方形の住居地である。住居牡の北壁の一部に切込まれた場所が見ら

れたが、それは何の堀込であるか明らかにすることは出来なかった。その外の壁には特別の施設は見

られなかった。床面は全体によく踏み固められていた。柱穴はPl～P5が本牡の主柱穴と考えられる。

この柱穴の規模は底径で15cm～20cm大であった。柱穴の床面からの深さは割合に浅く17－23cm内外

であった。本牡の炉牡は住居の中央やや西寄りに設けられていたが、炉石の一部が抜取られていたので、
ふせがめ

炉祉全体の規模を知ることが出来なかった。本牡の炉牡の西南の位置に「伏碧」が発見された。これ

は床面すれすれの面に検出され、底部には径2cm大の穴があけられていて、見る者の注目される処

となり、発掘は特に注意して行われた。内部の土は後日の分析が待たれる。

土器（第15図、図版9下・17－2・23－2）

1は深鉢形土器の頸部で、隆帯に櫛目文と並行沈線文が描かれた土器。2は隆帯に櫛目文や唐草文

が施された深鉢形土器。3は波状口縁部に粘土紐を張り付け、その内側に爪形文や楕円区画内に竹管

具による文様が施された土器。4は蕨手文とその周辺に竹管具による連続爪形文が施された土器。以

上1－4は井戸尻式に比定される土器。5・6は半裁竹管具による並行線文・U字文・連続爪形文が

施された土器。7は口緑部に竹管具による押引文や連続刺突文が施された土器。8は粘土紐を張り付

けた土器。以上5－8は曽利I式に比定される土器。9－11は竹管具による文様の土器。曽利I式と

考えられる土器。12は隆帯に渦巻文が施された井戸尻系の土器。13は竹管具による並行沈線文土器。

14は地文が縄文で縦に蛇行沈線文が施された土器。15－18は曽利Ⅱ式と考えられる土器。17は竹管具

による並行沈線文土器。19は伏賓で口緑部を欠いている。その規模は径が約25cm、深さ26cmの綾杉

文が施された曽利Ⅲ式に比定されると考えられる土器。

石器（第15図、図版21下）

20・21は硬砂岩の打製石斧。22は磨製石斧。23は硬砂岩の石錘。24は黒曜石の小形尖頭器。
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第4号住居址

（第16図、図版2上）

遺構

本地も第1号住居址の北

側に発見された住居地であ

る。（G6、縄文時代中期後

葉。）住居址の規模は、東

西4．4m、南北4．5mの隅丸

方形の竪穴式住居牡であ

る。本牡の壁面には特別の

施設は見られなかった。床

面は大部分が固く踏み固め

られていたが、北側の一部

にだけ軟弱の所が認められ

た。柱穴はPl・P3・P5・

P6の4柱が主柱でP2・

P4は補助穴。炉址は中央

西寄りに設けられた石囲炉

である。本地にも「伏碧」

が発見された。大きさは口

径32cm、高さ60cm、底部

に径2cmの穴が設けられ

ていた。

土器（第17図、図版10

上、17－3・4、23－5

・6、24－1－3）

1－3の土器は大形の爪

形文が施された、縄文中期

中葉井戸尻期の深鉢形土

器。4・5は斜縄文が施され

た深鉢形の土器。6は半裁

竹管文の深鉢形の土器。7

は地文が斜縄文で、沈線に

よる懸垂文が施文された土器。

石　 器 ▲

土　 器 ●

●　　　　　　●

■●

第16図　第4号住居址実測図・遺物分布図

8は地文が縄文で沈線による懸垂文が施された土器。9は地文が縄文

でそれに沈線による懸垂文が施された土器。以上4－9の土器は、縄文中期後葉のものに比定される

土器。10は竹管具による唐草文と併行沈線文が施された伏碧。11は綾杉文の縄文中期後菓曽利Ⅲ式土器。

石器（第17図、図版21－5）

12は緑色岩の磨梨石斧。
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第5号住居址

（第18図、図版2下）

遺構

本住居地は第3号住居牡

の北側（G7）に発見され

た遺構である。（縄文時代

中期後葉。）本遺構の規模

は東西4．6mを測るが、北

側は上方の高い土手のため

調査しなかったので、遺構

の全体までは知ることが出

来なかった。

本住居牡の壁は東側、南

側及び西側壁が確認出来た

が、北側については、確認

することができなかった。

本地の床面は一部固く踏み

固められていたが、大方は

軟弱な面が多かった。柱穴

と考えられたピットはPl

とP2だけで、他は柱穴と

考えられなかった。本地の

炉牡は北側の土手に接して

発見されたため十分調査出

来なかったが、炉内には

30cm大の自然石が認めら

れた。

土器

（第19図、図版10下、21
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第18図　第5号住居址実測図・遺物分布図
－8・9）

本地より出土した土器は数が少なくその数は74点に止まった。1は隆帯に連続指頭痕と、その下部

に竹管具による沈線文などが施された縄文中期初頭型式の土器。2は土器の頭部に横位に隆帯を施し、

それに連続指頭痕を付した縄文中期初頭の土器。3は隆帯を走らせ、その上下に連続爪形文を施文した、

縄文中期中葉と考えられる土器。4は深鉢形の口緑部で、楕円区画文の中に粘土紐を蛇行させた縄文

中期中葉の土器。5・6は縄文中期中葉の土器。7は縄文中期初頭と考えられる土器。8は縄文中期

中葉と考えられる土器。9－13は縄文中期後葉と考えられる土器。

石器（第19図）

14は打製石斧、15は石匙。
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第6号住居址

（第20図、図版3上、24

－4・5）

遺構

本地は、D5地区内に発

見された住居地である。

（縄文時代中期後葉。）住

居牡の規模は東西7．2m、

南北6．0mを測る。北壁は

あまり明らかでなかった。

このことは、以前行われた

改田工事の折破壊されたの

ではないかと思われる。床

面は北壁に接した場所が軟

弱の所が見られたが、他は

固く踏み固められていた。

本牡の柱穴はPl・P2・

P3・P5・P7が主柱穴と考

られ、P4は補助穴と考え

られる。本地の炉牡は遺構

の中央やや北寄りに設けら

れた石囲炉である。

土器・陶器（第21・22

図、図版11上・17－5）

1は斜縄文の縄文中期

中葉の土器。2は隆帯の間

に爪形文の縄文中期中葉の

土器。3は隆帯文や唐草文

の縄文中期中葉の土器。4

は地文が縄文でその外に

唐草文が施された土器。5

は地文が縄文、それに縦横

に沈線文が描かれた土器。

6は唐草文土器。7は無文
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第20図　第6号住居址土器実測図・遺物分布図

の地にU字形の文様が描か

れた土器。8－13は沈線文土器。14は隆線文と沈線文土器。15・16・19は沈線文の縄文時代後期の土器。

17・18・20は無文の平安時代土師器。22は灰粕陶器（平安時代）。
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石器（第22図・図版21上）

1・2・3・6・9は緑色岩の打製石斧。4・5・7・8は硬砂岩の打製石斧。10は緑色岩の磨製

石斧。11・12は硬砂岩の石斧。13は硬砂岩の横刃。14・15は硬砂岩の石錘である。
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第7号住居址

（第23図、図版3下）

遺構

本址は、E－1地区に発見され

た住居地である。（縄文時代中期後

葉。）その規模は東西6．5m、南北

7．2mの隅丸方形の竪穴式である。

この住居地の西側は黒色土層であ

ったので、床面を張床にしてあっ

たとみられる。壁は北側と東側な

どところどころ不明な箇所も見う
．ヽ

けられた。本地の柱穴はPl・P2

・P5・P7・P13が主柱穴と考えら

れ、他は補助穴と思われる。炉牡

は住居地の中央やや東寄りに設け

られていた。その規模は東西90cm、

南北1mの大形の炉址で、炉内に

は3個の炉石が残っているだけで

あった。その外、住居内には12個

の自然石が散在していた。

土器（第24図、図版11中）

1は楕円文や渦巻状把手などの

施された縄文中期後葉の土器。2

は半裁竹管文の縄文中期後葉の土

器。3は薄手の土器で、口緑部に

箆状器具による刺突文が施された

縄文中期後葉の曽利式系の土器。

4は口緑部に粘土紐を貼り付けた

縄文中期後菓曽利式土器。5は口

緑部に刺突文様の施された縄文中

期複葉の土器。6は斜縄文の施さ

れた縄文中期後葉の土器。7は沈

線文様の施された縄文中期後葉の

土器。8は唐草文様の縄文中期複

葉の土器。9は無文の縄文中期後

葉の土器。

石　 器 ▲

土　 器 ●

第23図　第7号住居址実測図・遺物分布図

石器（第24図、図版21下－6・7・10）

10－12は硬砂岩の打製石斧。13は緑色岩の磨製石斧。14は磨石。15は黒曜石の横刃型石器。
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第8号住居址

（第25図、図版4上・24－6）

遺構

本牡はD－6地区に発見された住居地

である。（縄文時代中期後葉。）その規模

は東西4．6m、南北4．8mを測る。本地の

壁には特別これという施設は認められず、

南側と北側の一部に水田改良工事の折に

破壊されたと思われる個所が認められた

くらいである。床面は全体的に良く踏み

固められていた。住居地の柱穴はPlで

は底径で20cm、深さ35cm。P2は底径

14cm、深さ30cm。P3は底径21cm、深

さ25cm。P4は底径18cm、深さ26cmを

測る。主柱穴はこの4柱穴と考えられる。

炉牡は住居地の各々中央に設けられてい

る。この炉址は6個の自然石で組まれた

炉である。その規模は東西71cm、南北

64cm、深さは炉石面から25cmを測る。

炉の底は真赤に焼けていた。また、木炭

片も多く発見された。

土器等

（第26図、図版11下・22下－11・12）

1は竹管具による並行沈線文が施され

た深鉢形土器。2は斜縄文土器。3は口

緑部に横位隆線が施され、その上に刻目

文が施された深鉢形土器。以上は縄文中

期中葉の土器。4は地文が縄文でその上

に半裁竹管具による並行沈線文が描かれ

た深鉢形土器。5は器面にわずかに指痕

が見られる土器。6は地文が縄文で、そ

の上に箆先による沈線文が施された深鉢

形土器。7は斜縄文土器。8は唐草文と
第25図　第8号住居址実測図・遺物分布図

ト
ハ
ハ
半
丁

竹管文の深鉢形土器。－9－11は縄文中期後葉の土器。以上4－11は縄文中期複葉曽利式土器。

12は江戸時代の茶ガマ蓋。17は須恵器の碗。18は平安時代の灰粕の碗。19は16世紀の天目茶碗。

石器（図版20上－1・2・5・6）

13は緑色岩の打製石斧。14は緑色岩の磨製石斧。15は硬砂岩の打製石斧。16は硬砂岩の石錘。20は

黒曜石の石嫉。21・22は花崗岩の石皿。
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第3節　平安時代の遺構と遺物

第1号住居址（第27図、図版5上・下）

遺構

本牡は調査グリッドのF・G－5地区に発見された遺構である（平安時代）。この遺構の規模は東

西6．4m、南北5．6mを測る隅丸方形の竪穴式住居牡である。この住居牡の壁は直壁に近く掘り込まれ

ていた。壁の面には特別な施設は見られなかったが、P8とPlOは壁に接し件られた柱穴（ピット）で、

これは母屋柱に係わるピットではないかと思われる。本地の柱穴はP1－P4の4柱穴と考えられる。

この柱穴の規模はPlでは底径が22cm、深さ38cm。P2では底径24cm。P3は底径20cm、深さ

30cm。P4では底径21cm、深さ35cmを測る。この柱穴と柱穴の間隔を測って見ると、PlとP2で
かまど

は3．2m。P3とP4は3．3m。P2とP3は2．6m。PlとP4では2．3mを測る。これらの柱間から桁行

は東西で、梁間は南北と考えられる。本牡の「竃」は東北の隅に設けられていた。この竃の規模は東

西1．9m、南北2．0mの大形の石芯粘土竃である。その竃の周辺には数個のピットが設けられ、これら

ピットの間隔は60－90cm間隔であるところから、住居牡の建造物に関わる母屋柱ではないかと考え

られる。その外本牡の特記すべき点は、火災にあっていることで、この火災のための建築材が半焼し

た状態で残存したことである。その炭化した材のうち桁や梁と考えられる材や、柱・棟木・垂木など

と考えられる炭化物など貴重な資料が得られたのである。今回は、これらの貴重な資料を基に平安時

代の住居を復原してみた。これが平成9年10月、（株）トリアド工房（八王子市）によって1／10の模

型として造られた。（中川村歴史民俗資料館に展示。口絵7）

陶器（第28図、図版12上・下、13、14－4・5、25－3－6、26－28－1－4）

1は灰粕が施された碧形陶器。産地は猿投。2は灰粕が施された壷形陶器の口緑部。産地は猿投。

3は灰粕が施された高台の碗。4は口径14．7cm、高さ6．9cmの台付の灰粕の碗である。5は口径

16．5cmの賓形の灰粕陶器で胴部を欠いているので高さは不明である。6は口径が16cm、器高が5．6cm

の付高台の碗である。7は口径15．2cm、口緑部で外反気味の灰粕の碗。8は口径が15．6cm、口緑部に

ロクロ痕が明かに見られる灰粕陶器の碗。9は口緑部を欠く付高台の灰粕の碗と考えられる。10は口

緑部を欠いている付高台の灰粕の碗と考えられる。11は口径15．1cm、底部を欠いた灰粕陶器の碗。12

は口緑部の径が15．2cm、底部を欠いている灰粕の碗。13は口径14．6cmの灰粕陶器の碗。14は口径

15．5cm、高さ2．8cmの付高台の灰粕陶器の碗か。15は口径15．4cmの灰粕碗。16は口径9．5cmの灰粕杯。

17は径11．1cm、高さ5．5cmの付高台の灰粕の段皿。18は口径12．1cmの付高台の灰粕の碗。19は付高台

の灰粕陶器。20は付高台の灰粕の皿と考えられるもの。21は付高台の灰粕の皿。22は付高台が外側に

強く反った灰粕陶器。23は付高台の反りが強い灰粕陶器。

土師器・土器（第29図、図版14－6・7、28－6）

24は、口径17cm、高さ5．4cmの糸切痕の土師器皿。25は径11cm、高さ3．5cmの土師器。26は付高台

の内黒の土師器皿。27・28・31は糸切痕のある土師器の底部。29も糸切痕の土師器。30は口径が

16．3cmの土師の碗形土器。32は口径12．5cm、高さ3．8cmの糸切痕の土師器。33は口径16．4cmの土師の

深鉢。以上24－33は平安時代9－10世紀代の土師器。

60は縄文時代早期と思われる押型文土器で、中川村では非常に貴重なものである。
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石器（第30・31図、図版19上）

34・36・38・42・43・45は緑色岩の石斧。35・37・40・41・44は硬砂岩の打製石斧。46は硬砂岩の

敲石。47－52・54は打製石斧。53は緑色岩・敲石。55は石匙・56は硬砂岩の石錘。57は横刃。58は黒

曜石の石嫉。59は緑色岩の石斧。

▲
ロ
　
ロ＿

▲

●

　

●

　

　

【

車

等

　

ひ

9

　

8

ロ

コ

も

㌔
X
I
叫
．

●

　

ロ

．

．

　

　

▲

　

　

　

　

　

▲

1

▲

▲

8

　

1

誹

　

㌔

♪

㌔

。

。

0

　

　

　

　

0

1

t

l

　

●

1

里

1

●

一里●

ロ
一

ロ　　　　　q

X　▲

ぎ　叫

ロ

ロ
■

▲
ロ

ズ
ロ

臼　　　□

▲

▲　　t

●　●　　▲　　　　▲

合▲　　更　∴メ　▲

富I。　▲I

▲▲▲

▲

X

●

D
i

▲

●

　

ズ

ロ

ー

璽
左

Ⅶ▲主・『

ロ
　
▲

＃
　
口

嗜　ロ＝　●口
□●　●　　　　ロ
ロ

ご㌔雪．砂請‘lx▲X□一
叫　　　　　▲I㌔le●

∵▲　′弓量．
●　　●

▲　　　　　　　　　賞　●

触　●

カ．ぐ：三．

▲
▲

●

▲．早．‘‘．・▲▲－・わ．
○■

▲　　　　　　●

●　x　　　　　　▲　白▲

▲　X

，▲　．㍉　▲　　　．
1

●　　▲

▲

　

●

▲
●

〆
ヽ

●

　

P

　

●

　

　

　

r

▲

ス

●

　

▲●

n
r

●

●

一

●

●

●

▲

●
▲

ズ
▲

　

　

●

　

▲

●
ト
l
∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

▲
▲

∵

．

▲

▲
　
　
▲
■

●
　
　
　
●

▲
一

▲

▲

凡　例

石　 器 ▲

土　 器 ●

陶　 器 □

土師器 ＿×

炭化物 ◎

鉄　 器 △

第27図　第1号住居址実測図・遺物分布図

－36－



一

No．286　　　　　　3

No．288－1・No．289　　7

No．269－5・No．264　16

No．438＿4　　19

＼と二主義＞
No．167－1

NoI298・No．299－1
22

、、　　　、

No．382　　　　　　4

∴／
No．182　　　　　　　8

No．340　　　　　　11

No．251　　　　　14

No．253－1，2　　23

第28図　第1号住居址灰粕陶器実測図

－37－

No．97－2，4　　　　　　5

No．241－3　　　　　　　6

No．419－4　　　　　9

11ノ
No．248－1，2　　　　12

No．268　　　　　15

No．435－3　　18



No．246－1　　　24

No．302　　27

No．140－1，2，3　　　　30

No．146＿1　　　　33

No．252　　　　25

No．270　　　28

第29図　第1号住居址土師器・土器実測図

－38－

No．177　　　26

No．98－2　　29

No．205　　32

0　　　　　　　　　　　10cm



I

⊂＝：フNo・304－1

1

く⊃

第30図　第1号住居址石器実測図1

－39－



（こ＝＞
No．388－2　　47

二二

C＝二つNo・513●1

0　　　　　　　　　　　　　10cm

く二二フ　No・154

、
∵

く＝二：：＞

No．478－3　　　58

、
・
∴
　
㍉

第31図　第1号住居址石器実測図2

－40－



第4節　縄文時代の住居址以外の遺構と遺物

第1号竪穴
（第32図、図版4下）

本牡は第1号土壌の南側

に発見された遺構である。

（縄文時代中期後葉。）遺構

の南側には第2号住居牡が

接している。本地の規模は

東西1．6m、南北1．4m、深さ

は62cmを測る。遺構の壁面

には特別な施設は検出され

なかった。また、遺構の中

央北寄りに径15－45cm大の

花崗岩の自然石が南北1．2m、

東西80cmの楕円に炉祉状の

遺構が検出された。この遺

構は火を受けていなかった。

土器（第3図・図版15上）

1は隆帯上に横位に刻目

を受けた縄文中期中葉の土

器。2は深鉢の口緑部で地

に斜方向の沈線文が引かれ

た上に、粘度紐を反対方向

に貼付けた籠目文の土器。

A『〕／

A561．85m

t
A561．85m

t①

石　器▲

土　器●

第32図　第1号土壌、第2号土壌、第1号竪穴実測図・遺物分布図

3は斜縄文が施された深鉢。

4は粘土紐の逆U字状貼付の間に同じ粘土紐による蛇状文が付けられ、その下方向に竹管具による平
ヽ

行沈線文が施された土器。5は半裁竹管による斜状文が施された土器。6は口緑部に隆帯が横位に施

された無文土器。7は横方向に二条の粘土紐を付け、その内側に粘土紐を蛇行状に埋付けた土器。8

は粘土紐を逆U字状に施した土器。9は隆帯を二条縦位に付け、左右に竹管具による平行沈線文が施

された深鉢。10は荒目の斜縄文土器。11は隆帯の上下に押引文が施された土器。12は隆帯と沈線の渦

巻文が施された深鉢。13は斜縄文土器。14は隆帯を貼り付け内に爪形文が施された土器。15は粘土紐

を横位に付した土器。以上1－15は縄文中期後菓曽利I～Ⅲ式。

石器（図版20下7－9）

16は粘板岩の打製石斧。17は硬砂岩の打製石斧。18は粘板岩の石匙。

第1号土壌

土器（第34図、図版4下・15中）
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工具の先で

押引痕のあ

る土器。3

は隆線状文

と隆線文と

．“　ソ′功し　－　rト

叫′・＿1．甜

肇野唖
No．185－2，3　6

：：、）

No．205－2　　2　　No．232－7　3

No．171・1　　7

の間に半裁

竹管具によ

る平行沈線が施された土器。4は隆

帯の上方に押引文、隆帯文の下方に

二条の沈線文が施されその下に半裁

竹管文が施された土器。5は斜縄文

土器。6は竹管による逆U字文が施

された土器。7は半裁竹管文土器。

8は無文の曽利Ⅲ－Ⅳ式土器。

石器（第34図）

9は硬砂岩の敲石。10は硬砂岩の

打製石斧。11は硬砂岩の横刃型石器。

第2号土壌（第35図、図版4下）

本祉は第1号土壌の北側に発見さ

れた遺構である。（縄文時代中期後葉。）

規模は東西1．4m、南北1．5m、深さは

触mを測る。土塊の形は措鉢状である。

壁には特記するようなものは認めら

れなかった。
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土器・石器

（第35図、図版15中）

1・2は粘土紐を縦方向及び横

位に貼付た土器。3・4は隆帯を蛇

行させた土器。5は隆帯に連続爪

形文を施した土器。6は斜縄文土

器。7は縦に平行沈線を施した土

器。8は無文土器。以上は縄文中

期後菓曽利I－Ⅲ式土器。

9は硬砂岩の横刃型石器。

A地区（第36図、図版6上・8下）

本地区は、今回の圃場整備地区

では、住宅地との境の位置に当た
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n
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No．112－4　　91と←ご「＿＿＿「二二二」【こ

第35図　第2号土壌土器拓影・石器実測図

っている。この地区は調査メッシュの基点でもある所である。調査地区はこの地点から西に10×10m

のメッシュを組んで行われた。住宅地の境から東側も通跡地であることが解ったが、今回の調査では

実施出来なかった。また、この地区は以前の土地改良工事の折、現地表面から60cm程は切り取られ

ているようである。従って今回の調査はそれより下層部分の調査となった。

本地区から発見された遺構は、ロームマウンド一基と、木柵の一部の外は特別の遺構は認められな

かった。調査された面では凸凹がかなり多かった。また、他の地区より古い遺物が検出された。それ

等の遺物は縄文中期の内でも古式の土器で、猪沢式・藤内式・井戸尻式などと、曽利式でも古い時期

の遺物であった。また、縄文時代中期後葉の土偶3箇も出土した。

土器（第37図、図版15下、25－2）

1は胎土に長石、黒雲母が多量に含まれた赤褐色の土器で、波状口縁部で隆帯が巡り頭部上には沈

線の三角文が施された、よく猪沢式に見られる文様である。2は深鉢形土器の口緑部で□緑には横位

に隆帯をめぐらし、その間に粘土紐を蛇行状に施し、その下部に沈線による三角文が施された、1と

同様の時期の土器と考えられる。3は胎土が1・2と同様な土器で、口緑に三本の隆線を施し、その下

部に竹管具による縦に並行沈線文が施された平出ⅢAに見られる土器。4は胎土が粗目で、地文が斜

状文の中期前葉の土器。5は隆帯に連続爪形文とその内側に蕨手文を施された土器。6は楕円文内に

連続刺突文が施された土器。7は口縁部の隆帯に爪形文、頸部に斜線平行沈線文が施された土器。8は

斜縄文の土器。5－8は縄文中期中葉の土器。

石器（第37・38図、図版20下1－6、22上－1－6）

9～11は緑色岩の打製石斧。12－14は硬砂岩の打製石斧。15は緑色岩の打製石斧。16－19は硬砂岩

の打製石斧。20－26も打製石斧。27－39は硬砂岩の石錘である。
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土偶（第39図、図版18－1－3、25－1）

土偶はA3地区で発見された。1の高さは9cm、胸厚2cm、両手の幅5．5cm、胸の横幅3．1cmである。

胸には乳房が、胴部には臍が付けられている。文様は胸の中心部に箆状具、先で沈線文が引かれ、そ

の沈線内に刺突による押引文が施されている。また、依文の文様も沈線に刺突文様が押引されている。

顔は平たく庄せられた表情。頭部は平に造られ、その内に3個の目が造られていた。また、土偶を吊

るしたと思われる穴も設けられている。この土偶は、人々の悩みを救う神に祈りをささげる姿に見受

けられる。

2は、頭部・脚部と手を欠いている。現況での高さ5．5cm、胸厚2．6emを測る。右側の乳房のみ残

った形となった。この土偶には肩と首脚の継手の穴が設けられていた。このことは、土偶を作るに必

要な施しであったと考えられる。3は第1の土偶と5．5cm程の近くで発見された。顔の幅は3．2cm、

高さ2．4cm、頭部の奥行は4．5cmを測る。この土偶の頭部は胴部とは別に造られ、後に胸部と接合し

たものである。この土偶の顔は第1の土偶と良く似ている所が見られる。また、頭部は冠状につくられ、

その冠状の周辺には刺突による押引文がめぐらされている。その外、頭部の上面には3個の小穴が開

けられている。これは穴の状態より土偶を吊るしたものではないかとみられる。
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第39図　A地区土偶実測図
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ロームマウンド（A地区）

（第40図、・図版6上・下、29－3）

本遺構は、A2地区の南端に検出された。

遺構東西2．20m、南北95cm、高さ55cmの楕円

形のロームマウンドである。マウンドと当時

の地表面との境には余り明確な地質の区別は

出来なかった。

また、ロームマウンドの南に接し土壌形の

遺構が発見された。遺構の規模は東西3．0m、南

北1．6m、深さ60－70cmを測る楕円形で、内面

は措鉢形であった。

土器（第41図）

1は横位の隆帯に連続爪形文と縦方向の隆

帯にも斜行する縄文が施された厚手の縄文中

期中葉の深鉢形土器。2は連続の爪形文が施

され、その間に箆状具による連続「く」字文

が引かれている縄文中期中葉の土器。3は隆

帯の下方に半裁竹管具による平行沈線が施さ

れた縄文中期中葉の土器。4は隆帯と隆帯文

の間に半裁竹管具による斜行沈線が施された

縄文中期後葉の土器。5は横位の平行沈線文

と横位区画文が施された縄文中期中葉と考え

られる土器。6は隆帯による区画文と箆状具

による連続打引文が施された縄文中期後葉の

土器。7は粘土紐を蛇行状に施した縄文中期

後葉の土器。8は無文の縄文時代中期後葉の

浅鉢形土器。

石器（第41図、図版22－5・6）

9は緑色岩の打製石斧。10は硬砂岩の石匙。
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第40図　A地区ロームマウンド実測図・遺物分布図
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第41図　A地区ロームマウンド土器妬影、土器・石器実測図

木柵（A地区）

（第42図、図版18－4・29－1・2）

A地区から発見された木柵は、現

在の水田面の地層の下部より検出さ

れたものである。従って木柵の上部

は形だけは認められたが、ほとんど

腐植して先端部が10－20cm程残って

いたに過ぎなかった。木柵は南北の

方向に20－50cm間隔に6本検出され

たが、まだ、この間隔の間に存在し

ていたのではないかと想像される。

木柵の先端は刃物で奇麗に削られて

おり、材質は粟材であった。

この場所は現在でも湧水がある場

所であるので、おそらく縄文時代以

後生活用水として長い間使用されて

来たものと推測される。出土する遺

物は縄文中期中葉から平安時代まで

の遺物が発見されるところから今回

発見された木柵は平安時代の遺物と

考えたいところである。
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第42図　A地区木珊実測図

土器・陶器（第43図、図版16上・下－1－3）

1は口縁部を欠いているが沈線文の先端は角状に加工されている土器で猪沢式土器に比定されるも

のと考えられる。2は1の遺物と同じ型式の土器と考えられる。3は隆帯に連続爪形文から竹管具に
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よる横帯文が施された縄文中期中葉の土器。4は斜縄文が施された底部に屈折のある縄文中期中葉井

尻期に見られる土器。5は縦横に半裁竹管文による平行沈線文が施された土器。6は5と同様の文様

が施された土器。7も半裁竹管による縦横の沈線文が施された土器。8も同じ土器。9は半裁竹管文

が施された土器。10は地文が斜状文で掟に竹管文が平行に施された土器。11は地文が縄文で、縦に

半裁竹管文による平行沈線文が施された土器。5～11は縄文中期複葉の土器。16は土師器の口緑部。

17は付高台の灰和陶器の底部。18は灰粕陶器。17・18は平安時代。

石器（図版22－1－4）

12・14・15は緑色岩の打製石斧。13は硬砂岩の打製石斧。
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第43図　A地区本桐　土器拓影、石器・土師器・灰粕陶器実測図
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住居址外D2（第亜図、図版7上）

調査地域D2の形状は東西5．5m、

南北6．1m、面積約34m2の範囲を調査

した。ここは発掘時点では転作田で

あった。従って、耕土と地場までは

完全に撹乱されていたが、それから

下部は古い地層で、その中からは、

土器1点、石器3点が出土した。

土器・石器

（第45図、図版16中一1、22－7－9）

1は隆帯の下側に三角文が施され

た猪沢式に見られる土器。

2は粘板岩の横型の石匙。3は硬

砂岩の横型石匙。4は緑色岩の横刃
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第44図　住居址外D2実測図・遺物分布図
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－53－



住居址外E2（第46図、図版7中）

調査区域E2の大方の部分に当る面積を調査の対象とした。この区域もElと同様の転作田であっ

たので、調査方法もElと同様となった。東西5．25m、南北9．0m、面積は約48m2の広さとなった。出

土遺物は土器片8個・石器6個が発見された。その外小破片が多く散在していた。また、調査した区

域内には15－60cm程の自然石が13個散在していた。これら遺物の発見された層位は、水田面から約

60cm程下った下層からで、余り撹乱されていたとは思えない包含層であった。

土器（第47図、図版16中一2・4）

1は深鉢形土器の口縁部で、隆帯が横位に付され、その下部に同じ隆帯の楕円文を付け、隆帯の接

点を結節した文様、また、隆帯の下は連続刺突文が施された縄文中期複葉曽利系土器。2は竹管具に

よる綾杉状の文様が施された深鉢形の縄文中期後菓曽利系土器。3は櫛状具により平行沈線文が施さ

れた縄文中期後葉の土器。

第47図　住居址外E2土器拓影
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住居址外E4（第48図）

調査区域E4は、旧水田3186番地の南西の角で、

東西3．4m、南北3．2mの面積は約10m2の長方形の調

査区となった。調査された深さの面は現地表面から

約1m程下の位置であった。ここから出土した遺物

は、包含層からは少なかったが、底部に集中してい

た。この状態は住居址と考えられる程密集していた

が、特定するまでには至らなかった。出土遺物は土

器片91点・石器16点・灰粕1点・炭化物3点が検出

されたが、いずれも小破片ばかりであった。

土器・陶器（第49図、図版17－1）

°　　l

し二二・・

°ヽ°

°．°I

の°A

．¢1

t■　　°　．°．

2m

1は深鉢形土器の口縁部の下に半隆帯文がめぐり　　　　第48図　住居址外E4実測図・遺物分布図

頭部は羽状縄文と錯誤されがちな文様が施されている。また、磨消文に縦位に竹管具による沈線文が

施された縄文時代後期の土器。2は1と同様で、口緑部無文帯でその下部に半隆帯がめぐる。隆帯の

下側頚部には、磨削文と羽状縄文のように見られる斜縄文とが施された深鉢形土器。3は口緑部が無

文帯でその下部は沈線によって区画された無文帯と磨消文が施された縄文中期後薬の深鉢形土器。4

は曽利ⅢAに見られる沈線による逆U字文の深鉢形土器。5は深鉢形土器の□縁部と思われる土器で、

隆帯の下部に二条の結櫛縄文が施された土器。6は4と同じ文様の深鉢形土器。7は深鉢形土器のロ

縁部で半隆帯と頭部近くの区画文内に斜縄文が施された縄文中期複葉の土器。8は磨消文と斜縄文の

深鉢形土器。9は磨消文と斜縄文の縄文中期後菓土器。

10は無文の土師器で、平安時代と考えられる。11は灰粕陶器。器形は小破片で不明、胎土は猿投か

瀬戸方面と考えられる。粕は薄くかかっている。時期は10－11世紀代。
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第49図　住居址外E4土器拓影
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住居址外Gl（第50図、図版7上）

本調査場所はF・Gの第1

区を中心に拡大して調査した

個所である。東西3－5m、

南北7．2mの範囲と南側に径

3mの円形の部分を調査した。

調査は耕土下地場を余土した

ところまでの深さで行われた。

また円形の部分東西1．0m、南

北1．15mの凹の内から長さ

60cm、幅22cmと、長さ40cm

幅22cm、長さ30cm幅31cm、

及び長さ25cm幅20cm大の自

然石が寄せ集めた形で発見さ

れた。

土器・石器（第51図、

図版16中一7・下－4－8）

1は地文が斜縄文で縦位に

箆状具による平行沈線文が施

された縄文中期後葉の深鉢形

土器。2は灰粕の施された穴

窯の末期の碗の破片。

3・5は粘板岩の打製石斧。

4は緑色岩の打製石斧。6は

硬砂岩の横刃型石器。
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第50図　住居地外Gl実測図・遺物分布図
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第51図　住居址外Gl土器拓影・石器実測図
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住居址外G2（第52図、図版7下）

G2地区は東西4．65m、南北5．9m、面積約28m2にわたって調査を行ったところ、その内東西3．5m、

南北4．8m内に落込みという程ではないが、わずかな凹みが確認された。この凹みの内に2箇の柱穴状

のピットPl・P2が認められた。その規模はPlで外径54cm、内径29cm、深さ35cm、P2は外形

62cm、内径30cm、深さ30cmであった。また、Plの東側に大きさ40cm程の上面が平らな自然石が、

置かれたのではないかと思われる状態で発見された。その外に、調査区内からは、土器39片・石器24

片が出土した。しかし、床面と考えられる踏固めた所は見受けられなかった。こうした調査状況から

考えて、あるいは前回の土地攻の折に切り取られた、何らかの遺構であったのかも知れない。

土器・石器（第53図、図版20上－3・4・7－11）

1は地文が斜縄文で、その上に沈線による渦巻文が施された土器。2は隆帯が横位に4条めぐらさ

れた下位に竹管具による押引文が施された土器。3は地文に斜縄文で、その上に竹管具による区画文

が描かれた土器。4は渦巻文と平行沈線文が描かれた土器。5は斜縄文地に結節沈線文が施された土器。

6は地文が斜縄文で、その上に沈線による区画文が描かれた土器。以上1－6番は縄文中期後菓曽利

Ⅱ－Ⅲ式の土器。7は櫛状具による平行沈線文の縄文後期掘之内式に見られる土器。

8は緑色岩の磨梨石斧。9～12は硬砂岩の打製石斧。13は硬砂岩の石錘。14は緑色岩の磨梨石斧。

住居址外G3（第54図、図版8上）

G3地区では東西6．7m、南北5．2m、面積約35m2を調査したが、遺構とするに至らなかった。

土器・石器（第55図、図版16中一5・6）

1は隆帯による楕円区画文深鉢形土器。2は地文が斜縄文、沈線による楕円文と擦消文の深鉢形土器。

以上は縄文中期後菓曽利Ⅱ式土器。

3・5は硬砂岩の打製石斧。4は緑色岩の打製石斧。
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凡　例

t　4■

第54図　住居址外G3実測図・遺物分布図

第55区l　住居址外G3土器拓影・石器実測図
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住居址外g②（第56図、図版7下）

g②地区は、古い農道の北面から北側に当たる個所である。調査の範囲は、東西5・5m、南北5・6m、

調査の深さは道路面からは80cm程で遺構検出面からは35－40cmくらいに発見されたものである。本

調査区の南側道路断面には厚さ10cm程の叩床らしきものが認められ、その上面に灰粕が施された穴

窯期の碗形の陶器が出土した。今回は拡張して調査は出来なかったが、もしこの時期だとすると中世

初期の掘立建物牡として注目に値する遺構であったものと考えられる。

土器・石器（第57図、図版22－10）

1は深鉢形土器の口緑部で、地文が斜縄文で口唇に蛇行する連続爪形文が施された縄文後期中葉の

土器。2は深鉢形土器の口緑部で、楕円文内に連続刺突文が施された土器。3は深鉢形土器の口緑部で、

粘土紐を等間隔付した縄文中期後菓初めの土器。5は隆帯文と平行沈線文内に押引文が施された中期

中葉末の土器。6は半裁竹管具の平行沈線文土器で縄文中期後葉の土器。7は斜縄文土器。8は地

文が縄文でその間に底に隆帯文が施された中期複葉の土器。9は斜縄文の縄文中期後葉の土器。

10は灰粕の碗で、中世の陶器。

11は硬砂岩の打製石器。12は緑色岩の一部磨梨石斧。13は硬砂岩の石錘。14は硬砂岩の横刃。

▲

▲

▲

凡　例

石　 器 ▲

土　 器 ●

陶　 器 ［］

宴　It t t▲▲t　▲

●
▲

第56図　住居址外g②実測図・遺物分布図
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第57図　住居址外g②土器拓影・石器実測図
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第Ⅳ章　　ま　と　め

箕輪田遺跡の発掘は、中川村が県営中山間総合整備事業北組工区の圃場整備工事を実施するに当たり、

文化財保護法に基づいて、埋蔵文化財の緊急発掘調査として行われたものである。調査は平成8年4

月5日から5月15日まで行なった。その結果を要約すれば次のとおりである。

1、発見された遺構

竪穴式住居祉　（縄文時代中期）

竪穴式住居地　（平安時代）

土　　壌　　（縄文時代中期）

竪　　穴　　（縄文時代中期）

ロームマウンド（縄文時代中期）

軒
　
軒
　
基
　
基
　
基

7
　
　
1
　
　
2
　
　
1
　
　
1

2、検出された遺物

土　器　　完形　　　4箇

半完形　　5箇

土師器　　完形　　　3箇

半完形　　9箇

灰粕陶器　完形　　一5箇

半完形　　18箇

土　偶　　完形　　　1箇

半完形　　2箇

土器数　　　　4，944箇

石　器　　　　1，422箇

天日碗　　破片　　　3片

木　柵　　　　　　　6本

遺物総数　　　6，732点

3、本遺跡の存在する位置は、天竜川の第2段丘、現天竜川面より60－70mの高さにあり、大谷沢と

手取沢に挟まれた面に位置している。現在の地表面には灰色土（耕土）の層があり、その下に黒褐

色土（土器片混入、御岳上部テフラが混じる）層、地表下80cm以下には黄褐色ローム（御岳上部

テフラ混入）層、2m下位には黄褐色砂質土、2．4m以下には礫層（チャート砂岩、緑色岩等を含

む本流系礫）、その下層に領家帯といわれる基盤岩が存在しており、およそ3万年前以後に形成さ

れてきた地形・地質地帯である。（第2節　地形及び地質、参照。）

4、遺跡のある場所は耕作に最適の傾斜を有している土地であるが、地表下の地形の波打ち状態から、

かなり早い時期より住居や耕作のために地表面の改変が行なわれていたものと考えられる。
ヽ

5、検出された遺物は、縄文早期の押型文土器をはじめ、縄文中期は前葉・中葉・後葉の全般にわた

って出土し、また縄文後期も検出された。弥生時代も苅谷原から発見された条痕文土器と同じと思

われる遺物が検出されている。その外に、古墳時代、平安時代の須恵器、平安時代の灰粕陶器、中

世の天目茶碗の破片等が発見された。また、石器も各種出土している。こうした遺物の出土状況に

ょり、この箕輪田の地が縄文時代から各期にわたり生活の場であったことを物語ってくれた。

6、第3・4住居地から胎児を葬ったとも言われている伏碧がそれぞれ1箇発見されたことは興味深

いものがあるが、詳細については今後の研究を待ちたい。

7、平安時代の竪穴式住居地（第1号住居祉）は、火災にあったことが多くの建築材の焼け残りから

わかった。それが最適な資料となり、1／10の復元住居模型を制作展示することになったことは、

歴史資料の保存の一つのあり方として大きく評価したい。
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8、土偶がA3地区から3箇発見された。そのうち1箇は完形で、小型ではあるが不思議な魅力をたた

えている。いずれも縄文時代中期後葉のものとみられるが、中川村では苅谷原出土のものとともに

貴重なものである。

9、木柵の発見により、何らかの水利が早くから行なわれていたことがわかる。時代は平安時代と思

われるが、年代測定を行なえば正確な時代が出されるだろう。

10、調査地のある北組地区は、諏訪信仰が今に伝わる地である。そこに縄文時代の古くから人々が生

活していた跡を確認できたことは、中世以降が中心であった中川村の歴史的考証に厚みをもたらすと

ともに、古代末から中世初頭にかけての、特に大草地域の歴史研究の重要さを再認識させられること

となった。

最後に、本発掘調査に当たり多大なご理解とご協力をいただいた関係者の皆さん、そして、特に教

育委員会の米山係長、矢沢敏子、米山節子、下平敬子の各位、さらに寺平宏氏、平沢和雄氏に対し、

本書の刊行をもって、改めて御礼と感謝の意を表する次第である。

発掘調査団長　友　野　良　一

参考文献

下伊那史2巻

下伊那史3巻

上伊那誌

片桐村誌

宮田村誌

伊那市史

西ヶ原遺跡

大草城跡

天伯古墳

茶堂遺跡

下諏訪町誌

縄文土器大観（1）

縄文土器大観（2）

縄文土器大観（3）

縄文土器大観（4）

黒田大明神遺跡

増泉寺付近遺跡

富の平遺跡

三尋石遺跡

淀の内遺跡

水掛平遺跡

焙熔遺跡

昭和30年

昭和30年

昭和40年

昭和38年

昭和57年

昭和59年

＼＼＼革製54年

昭和52年

昭和61年

昭和60年

昭和62年

平成元年

平成元年

平成2年

平成元年

平成9年

平成9年

平成9年

平成9年

平成9年

平成9年

平成9年

下伊那史編纂会

下伊那史編纂会

上伊那誌編纂会

中川西公民館

宮田村誌編纂委員会

伊那市史編纂委員会

中川村教育委員会

中川村教育委員会

中川村教育委員会

中川村教育委員会

下諏訪町

小林達雄

小林達雄

小林達雄

小林達雄

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

東筑摩郡山形村教育委員会

原村教育委員会

下諏訪町教育委員会
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表3　　　箕輪田遺跡出土遺物一覧表
整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石 ．弥 隼 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 相 中中職 後 晩 前 中 後 前 中後

1 1 G 4 ○ ※

2 13－26 19 2 ク ○ 打 製石斧

．3 3 ク ○

4 4 ク ○

5 5 〃 ○

6 6 ° ク ○

7 7 ク ○

8 8－1 ク ○

9 2 ケ ○

10 9 ク ○

11 10 ク ○

12 12 ク ○

13 13 ク ○

14 15 ク ○

・15 16 ク ○

16 17－1 ク ○ 黒曜 石

17 11－3・ 9 2 ク ○ 深 鉢 形土 器

18 18－1 ク ○

19 2 ケ ○

20 19－2 ク ○

2 1 20 ク ○

．22 21 ク ○

23 22 ク ○

24 23 ク ○

25 13－31 19 24 ク ○ 打 製 石斧

26 25－1 ク ○ 土 師器

．27 2 ク ○ 黒 曜石

28 3 ケ ○

29 4 ク ○

30 5 〃 ○

31 1ト9 9 2 6 ク ○ 探 鉢 口綾 部

32 2 7－2 ク ○

33 28 ク ○

34 29 ク ○

35 30 －1 ク ○

36 3 ト1 ．ク ○

3 7 32 ク． ○

3 8 33－1 ク ○

3 9 2 ク ○

4 0 35 ク ○

4 1 36 ク ○

4 2 37 ク

4 3 38－1 ク ○ 土師 器

44 39 ク ○

4 5 40 ク ○ 灰 粕 陶器

46 4 1 ク ○

47 13－32 19 4 2－1 ク ○ 打 製 石斧

48 4 4 ク ○

49 4 5－1 ク ○

50 2 ク ○

5 1 3 ク ○

52 4 6－1 ク ○

53 3 ク ○ 黒 曜石

54 12－22 4 〃 ○ 木 の葉 底

55 4 8 ク ○

56 4 9－1 ク ○

57 2 ク ○

58 3 ク ○

59 50 ク ○ 黒 曜石

60 5 1 ク ○ 土 師器

61 53 ク ○

62 54－1 ク

6 3 2 ク ○

6 4 55 ク ○

6 5 56－1 ク ○

6 6 2 ク ○

6 7 58－1 ク ○ 土師 器

68 2 ク ○

69 59－1 ク ○

70 2 ク ， ○

7 1 12－21 60 ク ○ 探 鉢胴 部

72 12－20 61 ク ○ 深 鉢底 部

73 62－1 ク ○ 灰 粕 陶器

74 2 ク ○ 黒曜 石

75 63－1 ク ○

76 2 ク ○

77 6 4 ク ○

78 6 5 ク ○

79 6 6－1 ク ○

8 0 3 ， ク ○

遺物Noはグリッド芋と付してある。
※G4－第2号住居址、第1号竪穴・第1・2号土塀

整理

番号

挿図

N 0 ．

図版

N 0 ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古

墳

奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 輌 職 後 晩 前 中 後 前 中 後

8 1 6 7 G 4 ○ 黒 曜石

82 6 8－1 ク
‘○

83 2 〃 ○

84 3 ク ○

85 4 ク ○

86 5 ケ ○

87 6 9－1 ク ○

88 2 ク ○

89 3 ク ○

90 70 ク ○

9 1 7 1 ク ○

92 72 ク ○

93 73－2 ク ○

9 4 74 ク ○

9 5 75 ク ○

9 6 76 ク ○

9 7 77－1 ク ○

9 8 2 ク ○

9 9 3 ケ ○

10 0 4 ク ○

10 1 5 ク ○

10 2 79 ク ○

10 3 80 ク ○

104 81 ク ○ 黒曜石

10 5 82－1 ク ○

10 6 2 〃 ○

10 7 3 ケ ○

108 4 ク ○

10 9 5 ク ○

110 6 ク ○

11 1 7 ク ○

112 8 ク ○

113 9 ク ○

114 10 ク ○

115 11 ク ○

116 12 ク ○

117 ’13 ク ○

118 8 3－1 ク ○

119 2 ク ○

120 84 －1 ク ○

121 2 ク ○ 黒曜 石

122 8 5－1 ク ○

12 3 2 ク ○

12 4 3 ク ○

12 5 86－1 ク ○

12 6 2 ケ ○

12 7 87 ク ○

12 8 88－1 〃 ○

12 9 34－2 15 2 ク ○

130 3 ‘ヶ ○

13 1 4 ケ ○

13 2 89－1 ク ○

133 2 ク ○ 黒曜石

134 3 ク ○

135 34－8 5 ク ○ 底 部

136 34－5 6 ク ○ 斜 縄文 土 器

137 34－10 9 0－2 ク ○ 打 製石 斧

138 4 ク ○

139 5 ク ○

140 6 ク ○

14 1 9 0－7 ク ○

142 34－11 9 ト1 〃 ○ 横 刃型 石器

143 2 ク ○

144 1ト4 9 9 2－1 ク ○ 深 鉢形 土器

14 5 34－7 2 ク ○

146 3 ク ○

14 7 1ト1 9 4 ク ○ 深 鉢 口縁 部

14 8 5 ク ○

14 9 6 〃 ○

150 7 ク ○

151 34－6 8 ク ○

15 2 93－2 ク ○

15 3 3 ケ ○

154 4 ・ケ ○

15 5 94－1 ク ○ 黒曜 石

15 6 2 ク ○

15 7 3 〃 ○

15 8 1ト12 9 95－1 ク ○ ① －② －④

15 9 1ト12 9 2 〃 ○ ② －（9 －④

160 11－．13 9 3 〃 ○ ③ －⑤ 懸 垂文 土器
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整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N 0 ．

遺 物

N o ．

出土
地点
列 ッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 中中幡 後 晩 前 中 後 前 中 後

16 1 11－12 9 4 G 4 ○ ④ －①－②

162 11－13 9 5 ク ○ ⑤ －③ 懸垂 文土 器

163 13－36 19 96－2 ク ○ 石　 匙

164 3 ク ○

165 97－1 ク ○

166 2 ク ○

167 3 ク ○

168 4 ク ○

169 98－1 ケ ○

170 2 ク ○

171 3 ク ○

17 2 4 ク ○

17 3 5 ケ ○

174 6 ク ○

17 5 7 ク ○

17 6 8 ．ケ ○

17 7 9 ク ○

178 10 ク ○

17 9 9針1 ク ○

180 2 ク ○

18 1 3 〃 ○

182 4 ク ○

183 100－1 ク ○

184 2 ク ○

185 101 ク ○

186 102 ク ○

187 103－1 ケ ○

188 2 ク ○

189 3 ク ○

190 4 ク ○

191 104 ク ○

192 105－1 ク ○ 黒 曜石

193 2 ク ○ 灰 粕陶 器

194 106－1 ク ○

1 95 2 ク ○

19 6 10711 ．・ケ ○

19 7 2 ク ○

19 8 108－1 ク ○

19 9 2 ク ○

200 3 ク ○

20 1 4 ク ○

202 10㌢1 ク ○

203 2 ク ○

204 3 ク ○

205 4 ク ○

206 5 ケ ○

207 6 ク ○

208 7 ク ○

2 09 8 ク ○

2 10 9 ク ○

2 11 10 ケ ○

2 12 11 ク

2 13 12 ク ○

2 14 13 ク ○

2 15 14 ク ○

2 16 15 ク ○

2 17 16 ク ○

2 18 17 ク ○

2 19 18 ク ○

22 0 19 ク ○

22 1 20 ク ○

22 2 21 〃 ○

223 22 ク ○

224 23 ク ○

225 24 〃 ○

226 25 〃 ○

227 26 ク ○

2 28 27 ク ○

2 29 110－1 〃 ○

2 30 4 ク ○

2 3 1 35－4 15 5 ケ ○

2 32 35－8 6 〃 ○ 無文 土器

23 3 35－6 15 7 ク ○

23 4 35－1 15 8 ク ○

23 5 35－3 15 9 ク ○ 斜 縄 文土 器

23 6 35－2 15 10 ク ○

23 7 11 ク ○

238 111－1 ク ○

23 9 35－5 15 2 ク ○

240 3 ク ○

整 理

番号

挿図

N 0 ．

図版

N o ．

遺物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中中後後 晩 前 中後 前 中 後

24 1 4 G 4 ○

24 2 5 ク ○

243 6 ク ○

244 7 ク ○

245 8 ク ○

246 9 ケ ○

247 112－1 〃 ○

248 2 ク ○

249 35－7 15 3 ク ○

250 35－9 4 ク ○ 横 刃 塑石 器

25 1 113－1 ク ○

252 2 ク ○ ② －③

253 3 一ケ ○ ③ －②

254 114－1 ク ○

255 2 ケ ○

256 3 ク ○

2 57 4 ク ○

2 58 5 ク ○

2 59 6 ク ○

2 60 7 ク ○

2 61 ．8 ク ○

2 62 9 ク ○

2 63 10 ク ○ ⑬－⑪

2 64 11 ク ○ ⑪－⑲

2 65 115－1 ク ○

2 66 2 ク ○

26 7 3 ク ○

26 8 4 ク ○

26 9 116－1 ク ○

27 0 2 ク ○

27 1 3 ク ○

27 2 4 ク ○

27 3 b ク ○

274 6 ク ○

27 5 7 ク ○

27 6 117－1 ク ○

27 7 2 ク ○

278 3 ク ○

27 9 4 ク ○

280 b ク ○

28 1 118－1 ケ ○

282 2 ク ○

283 3 ク ○

284 119－1 ク ○

285 2 ク ○

2 86 3 ク ○

2 87 4 〃 ○

2 88 5 一ケ ○

2 89 120－1 ク ○

2 90 2 ク ○

2 91 3 ク ○

2 92 4 ケ ○

2 93 12111 ク ○

29 4 2 ク ○

29 5 3 ク ○

29 6 4 ク ○

29 7 122－1 ク ○

29 8 2 ク ○

29 9 123－1 ク ○

300 2 ク ○

30 1 3 ク ○

30 2 124－2 ク ○

303 3 ク ○

304 4 ケ ○

305 5 ク ○

3P6 6 ク ○

3 07 7 ケ ○

3 08 8 ク ○

3 09 9 ク ○

3 10 10 〃 ○

3 1 1 11 ケ ○

3 12 125 ク ○

3 13 126－1 〃 ○

3 14 4 ク ○

3 15 b ク ○

3 16 6 ク ○

3 17 7 ク ○

3 18 8 ク ○

3 19 9 ク ○

320 10 ク ○
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整 理

番号

挿図

N o ．

図 版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

32 1 127－1 G 4 ○

‘322 2 ク ○

323 ．3 ク ○

324 4 ケ ○

325 5 ク ○

326 6 ク ○

327 7 ク ○

328 8 ク ○

329 9 ク ○

330 10 ク ○

3 3 1 128－1 ク ○

3 32 2 ク ○

3 33 ‘3 ク ○

3 34 12㌢1 ク ○

3 35 2 ク ○

3 36 130－1 ク ○

3 37 1ト8 9 2 ク ○ 深鉢 形土 器

3 38 12－16 3 ク ○

3 39 131－1 ク ○

3 40 ．2 ク ○

3 4 1 3 ケ ○

34 2 132－1 ク
‘○

34 3 2 ク ○

34 4 133－1 ク ○

34 5 2 ク ○

34 6 3 ク ○

34 7 4 ク ○

34 8 134－1 ク ○

34 9 2 ク ○

35 0 3 ク ○

35 1 4 ク ○

35 2 5 ク ○

35 3 6 ク ○

354 7 ク ○

35 5 135－1 ク ○

35 6 2 ク ○

35 7 3 ク ○

35 8 4 〃 ○

35 9 5 〃 ○

360 6 ク ○

36 1 7 ク ○

362 8 ク ○

363 136 ． ク ○

364 137－1 ク ○

365 34－4 15 2 ク ○

366 3 ク ○

367 34－3 15 4 ク ○

368 34－1 15 6 ケ ○

369 138 ク ○

370 140－1 ク ○

37 1 2 ク ○

372 3 ク ○

373 4 ク ○

3 74 5 ク ○

3 75 7 ク ○

3 76 8 ク ○

3 77 9 ク ○

3 78 33－18 20 141－1 ク ○ 石　 匙

3 79 2 ク ○

3 80 3 ク ○

3 81 142－1 ク ○

3 82 2 〃 ○

3 83 3 ク ○

38 4 4 ク ○

38 5 5 ク ○

38 6 6 ク ○

38 7 7 ク ○

38 8 8 ク ○

38 9 33－9 9 ク ○ 深　 鉢

39 0 143－1 ク ○

39 1 2 ケ ○

39 2 3 ク ○

39 3 144－1 ク ○

394 2 ク ○

39 5 3 ク ○

39 6 4 ク ○

397 13－37 19 5 ク ○ 石　 匙

398 145－1 ク ○

399 2 ク ○

4 00 3 ク ○

整 理

番 号

挿図

N o ．

図 版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

40 1 11－5 9 145－4 G 4 ○ 深 鉢 口縁部

40 2 146－1 ク ○

40 3 2 ク ○

404 33－8 15 147－1 ク ○

4 0 5 2 ．ケ ○

40 6 ・3 ク ○

4 07 4 ク ○

4 08 5 ク ○ 黒 曜石

4 09 148 ク ○

4 10 149－1 ク ○

4 11 2 ク ○

4 12 3 ク ○

4 13 4 ク ○

4 14 5 ク ○

4 15 6 ク ○

4 16 7 ク ○

4 17 8 ケ ○

4 18 13－25 19 10 ク ○ 打 製石 斧

4 19 11 ク ○

4 20 150－2 ケ ○ ② －③

4 2 1 3 ク ○ ③－（塾

4 22 1ト6 9 4 ク ○ 深 鉢形 土器

4 23 13－39 5 ．・ケ ○ 黒 曜石 、尖 頭器

4 24 151－1 ク ○

4 25 12－19 2 ク ○ 斜 線文 土器

4 26 3 ク ○

4 27 4 ク P

4 28 5 ケ ○

4 29 6 ク ○

4 30 7 ク ○

4 31 8 ク ○

4 32 9 ク ○

43 3 10 ク ○

43 4 11 ク ○

43 5 152－1 ク ○ 木 の葉底

43 6 2 ク ○

43 7 3 ク ○

43 8 4 ク ○

43 9 5 ク ○

44 0 6 ク ○

4 11 7 ケ ○

44 2 8 ク ○

44 3 9 ク ○

444 10 ク ○

44 5 11 ケ ○

44 6 12 ク ○

44 7 13 ク ○

44 8 14 ク ○

44 9 15 ケ ○

450 16 ク ○

4 5 1 17 ケ ○

4 5 2 18 ク ○

4 53 12－15 153 ク ○

4 54 154－1 ケ ○

4 55 2 ク ○

4 56 1ト 7 9 3 ケ ○

14 57 155 ク ○

4 58 157－1 ク ○

4 59 2 ク ○

4 60 3 ク ○

4 6 1 4 ク ○

4 62 5 ケ ○

4 63 6 ク ○

4 64 7 ク ○

4 65－ ．8 ク ○

4 66 158－1 ケ ○

4 67 2 ク ○

4 68 159 〃 ○

4 69 13－28 19 160 〃 ○ 打 製石 斧

4 70 13－34 19 161 ク ○ 打 製石 斧

4 71 162－1 ク ○

4 72 2 ク ○

4 73 163－1 ク ○

4 74 2 ク ○

4 75 3 ケ ○

47 6 4 ．ケ ○

47 7 5 ケ ○

47 8 6 ク ○

47 9 7 ク ○

48 0 8 ク ○
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整理

番 号

挿 図

N 0 ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
列 ッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考 ＿

早 前 帽 中中職 後 晩 前 中 後 前 中 後

4 8 1 13－29 19 163－9 G 4 ○ 打 製石斧

4 82 164－1 ク ○

4 83 2 ク ○

4 84 ． 3 ク ○

4 85 165－1 ク ○

4 86 2 ク ○

4 87 166－1 ク ○

4 88 2 ク ○

4 89 167 ク ○

4 90 168 ク ○

4 9 1 169 ク ○ 打 製石 斧

4 92 170 ク ○ 石　 匙

4 93 33－7 15 17ト1 ク ○

4 94 2・ ク ○

4 95 34－9 172－1 ク ○ 蔽　 石

4 96 2 ク ○

4 97 173 ク ○

4 98 175－1 ク ○

4 9＿9 2 ク ○ 指押 し文

500 13－35 3 ク ○ 蔽　 石

50 1 176－1 ク ○

502 2 ク ○

503 12「18 3 ク ○ ③ －⑥斜 線 文土 器

504 4 ク ○

505 5 ク ○

506 12－18 6 ク ○ ⑥ －③斜 線 文土 器

507 177－1 ク ○

508 2 ク ○

509 33－13 15 3 ク ○ 斜 縄文 土器

5 10 4 ク ○

51 1 5 ク ○

512 6 ク ○

513 178－1 ク ○ 土 師器

5 14 2 ク ○

5 15 3 ク ○ 土 師器

516 4 ク ○

517 5 ク ○

518 6 ク ○

519 7 〃 ○

520 8 ク ○

52 1 9 ク ○

522 10 ク ○ ⑲ －⑪ －⑫

523 11 ケ ○ ⑪ －⑲－⑫

524 12 ク ○ ⑳ －⑲－⑪

525 17針 1 〃 ○

526 2 ク ○

527 180－1 ク ○

528 2 ク ○

529 3 ク ○

530 4 ク ○

53 1 181 ク ○

532 33－11 182－1 ク ○

533 33－16 20 2 ケ ○ 打 製石 斧

534 3 ク ○

535 183 ク ○

536 184－1 ク ○

537 2 ク ○

5 38 3 ク． ○

5 39 4 ク ○

5 40 5 ク ○

5 4 1 6 ク ○

5 42 7 ク ○

5 43 8 ク ○

5 44 185－1 ク ○

5 45 33－6 15 2 ク ○ ② －③－⑤ 無文 土器

54 6 33－6 15 3 ク ○ ③ －②－⑤

54 7 33－10 4 ク ○ 斜縄 文 土器

54 8 33－6 15 5 ク ○ ⑤－②－③

54 9 6 ク ○

5 50 7 〃 ○

5 51 33－4 15 8 ク ○

5 52 33－5 15 186－1 ク ○ 斜縄 文 土器

5 53 2 ク ○

5 54 3 ク ○

55 5 187 ク ○

55 6 188－1 ク ○

55 7 2 ク ○

55 8 3 ク ○

55 9 4 ク ○

56 0 5 ク ○

整理

番号

挿 図

N 0 ．

図 版

N 0 ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 中中帽 疎 晩 前 中 後 前 中後

56 1 188－6 G 4 ○

562 7 ク ○

563 189－1 ク ○

564 2 ク ○

565 3 ク ○

566 4 ケ ○

567 190－1 ク ○

568 2 ク ○

56 9 3 ク ○

570 4 ク ○

57 1 5 ク ○

57 2 6 ク ○

573 ． 7 ク ○

574 ．8 ク ○

57 5 9 ク ○

57 6 10 ク ○

577 11 ク ○

578 191－1・ ク ○

57 9 2 ク 0 ．

580 11－14 9 8‾ ク ○

58 1 4 ケ ○

58 2 12－24 5 ク ○ 綾杉文 土器

583 6 ケ ○

584 192－1 ク ○

58 5 2 ク ○

58 6 3 ケ ○

58 7 4 ケ ○

58 8 5 ク ○

58 9 6 ク ○

59 0 7 ク ○

59 1 8 ク ○

59 2 10 ク ○

59 3 11 〃 ○

594 193－1 ク ○

59 5 2 ク ○

59 6 3 ク ○

59 7 194－1 〃 ○

59 8 2 ク ○

59 9 3・ ク ○

60 0 4 ケ ○

60 1 5 ケ ○

60 2 1 6 ク ○

60 3 7 ク ○

604 8 ク ○

60 5 9 ク ○

60 6 195－1 ク ○

60 7 2 ク ○

608 3 ク ○

60 9 4 ク ○

6 10 5 ク ○

・6 11 6 ク ○

6 12 7 ク ○

6 13 8 ク ○

6 14 9 ク ○

6 15 10 ク ○

6 16 11 ク ○

6 17 12 ク ○

6 18 13 ク ○

6 19 14 ケ ○

620 15 ク ○

62 1 16 ク ○

62 2 17 ク ○

623 196－1 ケ ○

624 2 ク ○

62 5 3 ク ○

62 6 4 ク ○

62 7 197 ク ○

628 198－1 ケ ○

62 9 2 一ケ ○

630 3 ク ○

63 1 33－1 15 199 ケ 〇一

632 200 ケ ○ 木 の 葉底⑳ －㊨

633 201－1 ク ○

634 2 ク ○

635 202 ク ○

636 203－1 ク ○

637 2 ク ○

638 3 ク ○

639 4 ク ○

640 204二1 ク ○ ① －⑳
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整 理

番号

挿図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地 点
グリッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

、平 安 中

世
備　　　　 考

・早 前け帽 中中噸 後 晩 前 中後 前 中 後

64 1 204－2 G 4 ○

64 2 3 ク ○

643 205－1 ク ○

644 33－2 15 2 〃 ○ 深鉢 口縁 部

645 3 ク ○

646 4 ク ○

647 5 ク ○

648 206－1 ク ○

649 33－15 15 2 ク ○

650 3 ク ○

65 1 5 ク ○

652 207－1 ク ○

6 53 2 ク ○ 土 師器

6 54 3 ク ○

6 55 4 ク ○

6 56 5 ク ○

6 57 6 〃 ○

6 58 7 ク ○

65 9 208－1 ク ○

66 0 2 ク ○

66 1 3 ク ○

66 2 4 ク ○

66 3 5 ク ○

664 20㌢1 ク ○

66 5 13－33 19 2 ク ○ 打 製 石斧

66 6 3 〃 ○

667 1ト10 9 4 ク ○

668 210－1 ク ○

669 2 ク ○

670 3 ク ○

67 1 5 ク ○

672 6 〃 ○

673 7 ク ○

6 74 211－1 ク ○ 横 刃型 石器

6 75 3 〃 ○

6 76 212－1 ク

6 77 2 ク ○

6 78 3 ク ○

6 79 4 ク ○

68 0 5 ク ○

68 1 33－17 20 6 ク ○ 打製 石斧

68 2 213－1 〃 ○

683 2 ク ○

684 3 ク ○

685 4 ク ○

686 12－23 214－1 ク ○ 木の 葉底

687 2 ク ○

688 3 ク ○

689 21511 ク ○

6 90 2 ク ○

6 9 1 3 ク ○

6 92 4 ク ○

6 93 5 ク ○

6 94 6 ク ○

6 95 7 ク ○

6 96 　 8 ク ○

6 97 216－1 ケ ○

6 98 2 ク ○

6 99 4 ク ○

70 0 5 ク ○

70 1 6 ク ○

70 2 217－1 ク ○

703 2 ク ○

704 3 ク ○

705 4 ケ ○

706 218－1 ク ○

707 2 ク ○

708 3 ク ○

7 09 4 ク ○

7 10 5 ク ○ 敲　 石

7 11 6 ク ○

7 12 7 ク ○

7 13 12－17 220－1 ク ○ 斜縄 文 土器

7 14 2 ク ○

7 15 3 ク ○

7 16 4 ク ○

7 17 221－1 ク ○

7 18 2 ク ○

7 19 3 〃 ○

720 4 ク ○

整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N 0 ．

遺 物

N o ．

出土
地点
グリット

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

、平 安 中

世
備　　　　 考

・早 前 帽 中中帽 後 晩 前 申 後 前 中 後

7 2 1 221－5 G 4 ○

7 22 6 ク ○ 土師 器

7 23 7 ク ○

7 24 13－30 19 222 ク ○ 打製 石斧

72 5 223 ク ○ 横 刃 型石 器

72 6 225－1 ク ○

72 7 2 ク ○

72 8 3 ク ○

72 9 4 ク ○

73 0 227 〃 ○

73 1 2291 ク ○ 翠 曜石

73 2 2 ク ○

733 3 ク ○

734 4 ク ○

735 6 ク ○

736 7 ク ○

7 37 8 ク ○

7 38 9 ク ○

7 39 10 ク ○

74 0 11 ク ○

74 1 33－12 13 ク ○ 探　 鉢

74 2 230－1 ク ○

74 3 33－14 2 ク ○

74 4 3 ク ○

74 5 4 ク ○

74 6 231－1 ク ○

74 7 ．4 ク q

74 8 13－38 19 5 ク ○ 石　 錘

74 9 6 ケ ○

75 0 7 ．ケ ○

75 1 232－1 ク ○

75 2 2 ク ○

75 3 ’3 ク ○

754 4 ク ○

755 5 ク ○

756 6 ク ○

757 33－3 15 7． ク ○ 深　 鉢

758 8 ク ○

ね9 1ト11 9 234 ．ケ ○ 深 鉢 口縁部

760 235 ク ○

76 1 237 ク ○

7 62 238 ク ○ 敲　 石

7 63 13－27 239 ク ○ 打 製石斧

7 64 11－2 9 240－1 ク ○ 深 鉢形 土器

7 65 241 ク ○

7 66 242－1 ク ○ 石　 皿

7 67 2 ク ○ 石　 皿

76 8 243 ク ○ 石　 棒

76 9 517－1 G 6 ○ ※

77 0 2 ク ○

77 1 3 ク ○

77 2 518－1 ク ○

77 3 2 ク ○

774 519－1 ク ○

77 5 2 ク ○

77 6 520－1 ク ○

777 2 ク ○

778 521－1 ク ○

779 2 ク ○

780 3 ク ○

78 1 522－2 ク ○

7 82 3 ケ ○

7 83 523－1 ク ○

7 84 2 ケ ○

7 85 524－1 ク ○

78 6 2 ケ ○

78 7 3 ク ○

78 8 4 ク ○

78 9 5 ケ ○

79 0 525 ケ ○

79 1 526－1 ク ○

79 2 2 ク ○

793 527－1 ク ○

794 2 ケ ○

795 528－1 ク ○

796 2 ク ○

797 529 ク ○

798 530－1 ク ○

7 99 2 ク ○

8 00 531－1 ク ○

※G6－第3・4号住居址
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整理

番号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N 0 ．

出土
地点
列 ッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中幡 後 晩 前 中 後 前 中後

80 1 53ト2 G 6 ○

802 3 ケ ○

803 532－1 ク ○

804 2 ク ○

80 5 3 ク ○

80 6 4 ク ○

80 7 5 ク ○

808 6 ク ○

80 9 7 ク ○

8 10 8 ク ○

8 11 9 ク ○

8 12 11 ク ○

8 13 12 ク ○

8 14 13 ク ○ 黒 曜石

8 15 15－3 9 533－1 ク ○ 深 鉢形 土器

8 16 2 ク ○

8 17 15－22 21 3 ク ○ 磨 製石 斧

8 18 534 ク ○

8 19 535－1 ク ○

82 0 2 ク ○ ② －③

82 1 3 ク ○ ③ －②

82 2 4 ク ○

82 3 536－1 ク ○ 蔽　 石

824 2 ク ○

82 5 3 ク ○

82 6 4 ク ○

82 7 5 ク ○

82 8 15車5 9 537－1 ク ○

82 9 2 ク ○

83 0 538－1 ク ○

83 1 2 ク ○

83 2 3 ケ ○

83 3 4 ク ○ 黒曜 石

834 53針1 ケ ○

83 5 2 ク ○

83 6 540－1 ク ○

83 7 2 ク ○

83 8 糾1－2 ク ○

83 9 15－14 弘2－1 ク ○

84 0 2 ケ ○

84 1 3 ク ○

84 2 4 ク ○

84 3 5 ク ○

844 糾3－1 ク ○

84 5 15－20 2 1 2 ケ ○ 打 製 石斧

84 6 544－1 ケ ○

84 7 2 ク ○

84 8 545－1 ケ ○

84 9 2 ケ ○

85 0 3 ケ ○・

85 1 4 ケ ○

85 2 5 ク ○

85 3 6 ケ ○

854 546－1 ク ○

85 5 2 〃 ○

85 6 3 ク ○

85 7 4 ク ○

85 8 封7－1 ク ○

85 9 2 ク ○

86 0 3 ク ○

86 1 4 ク ○

86 2 5 ク ○

863 6 ク ○

864 7 ク ○

86 5 8 ク ○

86 6 548－1 ク ○

86 7 2 ク ○

868 549－1 ケ ○

86 9 2 ク ○

870 3 ケ 。

87 1 4 ク ○

872 6 ケ ○

873 550－1 ク ○

874 2 ク ○

875 3 ケ ○

876 4 ク ○

8 77 5 ク ○

8 78 6 ク ○

8 79 7 ク ○

8 80 8 ケ ○ ⑧ －⑨

整理

番号

挿 図

N o ．

図 版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

88 1 550－9 G 6 ○ ⑨ －⑧

882 10 ク ○

883 11 ケ ○

884 12 ク ○

885 13 ク ○

88 6 14 ク ○

88 7 15 ク ○

888 16 ク ○

88 9 17 ク ○

890 18 ク ○

89 1 19 ク ○

89 2 20 ク ○

893 551－1 ク ○

894 2 ク ○

89 5 3 ク ○

89 6 15－6 9 552 ク ○

89 7 553－1 ク ○

89 8 2 ク ○

89 9 554－1 ク ○

90 0 2 ク ○

90 1 3 ク ○

90 2 4 ク ○

90 3 5 〃 ○

90 4 6 ク ○

90 5 7 〃 ○

90 6 555 ク ○

90 7 556－1 ク ○

90 8 2 ク ○

90 9 3 ク ○

9 10 557－2 ク ○

9 11 3 ク ○

9 12 4 ク ○

9 13 558－1 〃 ○

9 14 2 ク ○

9 15 3 ク ○

9 16 559－2 ク ○

9 17 3 ク ○

9 18 4 〃 ○

9 19 5 〃 ○

9 20 6 ク ○

9 21 7 ケ ○

9 22 8 〃 ○

92 3 9 ク ○

92 4 560 ク ○

92 5 561－1 〃 ○

9 26 2 ク ○

9 27 由2－1 ク ○

9 28 2 ク ○

9 29 3 ク ○

93 0 15－7 9 4 ク ○ 口縁 部

93 1 5 ク ○

93 2 563－1 ク ○

93 3 2 ク ○

93 4 564－1 ク ○

93 5 2 ク ○

93 6 3 ク ○

93 7 5 ク ○

93 8 6 ・ク ○

93 9 11 ク ○

94 0 565－1 ク ○

94 1 2 ケ ○

94 2 3 ク ○

94 3 4 ク ○

94 4 5 ク ○

94 5 6 ク ○

94 6 7 ク ○

94 7 8 ク ○

94 8 9 〃 ○

94 9 10 ク ○

9 50 11 ク ○

9 51 566－1 ク ○

9 52 2 一ケ ○

9 53 3 ク ○

9 54 4 ク ○

9 55 5 〃 ○

9 56 6 ク ○

9 57 7 ク ○

9 58 8 ク ○

9 59 9 ク ○

　96 0 10 ケ ○

－69－



整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

．N o ．

出土
地点
列ット

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

、平 安 中

世
備　　　　 考

l早 前J 帽 中中嶋 後 晩 前 中 後 前 中 後

9 61 566－11 G 6 ○

96 2 12 ク ○

96 3 13 ク ○

964 14 ク ． ○

96 5 15 ク ○

96 6 16 ク ○

96 7 17 ク ○

968 18 ク ○

969 19 ケ ○

970 20 ク ○

97 1 21 ク ○

972 22 ク ○

973 567－1 ク ○

974 2 ク ○

975 ．3 ’ク ○

976 4 ク ○

9 77 ．5 ク ○

9 78 6 〃 ○

9 79 7 ク ○

9 80 8 クー ○

98 1 9 ク ○

98 2 10 ク ○

98 3 11 ク ○

98 4 12 ク ○

98 5 13 ク ○

98 6 14 ク ○

98 7 568－5 ク ○

988 6 ク ○

989 7 ケ ○

990 ，8 ク ○

99 1 9 ク ○

992 10 ク ○

993 11 ク ○

994 12 ケ ○

995 569－1 ク ○

9 96 2 ク ○

9 97 3 ク ○

9 98 4 ク ○

9 99 5 ク ○

100 0 6 ク ○

100 1 7 ク ○

100 2 8 ク ○

100 3 9 ク d

1004 570－1 ク ○

100 5 3 ク ○

1006 ．4 ク ○

1007 5 ク ○

1008 6 ク ○

1 009 7 ク ○

10 10 8 ク ○

10 1 1 9 ク b

10 12 10 ク ○

10 13 11 〃 ○

10 14 12 ク ○

10 15 571 ： ケ 0 黒 曜石

10 16 572車1 ク ○

10 17 2 ク
b

10 18 3 ク ○

10 19 ．4 ク P

1020 ，5 ク ○

102 1 573「l ク ○ 土 師器

1022 2 ‘ク ○ 土 師器

1023 3 ク ○

1024 4 ク ○

1025 5 ク ○

10 26 15－9 9 6 ク ○

10 27 7 ク ○ 土 師器

10 28 15－23 2 1 57411 ク ○ 石　 錘

10 29 、2 ク ○

10 30 ．3 〃 ○

103 1 4 ク ○

103 2 5 ク ○

103 3 6 ク ○

1034 575－1 ケ ○

103 5 ；2 ク ○ 土 師器

103 6 3 ク ○

1037 4 ク ○

10 38 5 ク ○

10 39 6 ク ○

10 40 7 ク ○

整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N 0 ．

遺 物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

ロ

弥 生 古 奈

良

、平 安 中

世
備　　　　 考

・早 前榊且前仲中中後後 晩 前 中 後 前 中 後

10 4 1 575－8 G 6 ○

10 42 9 ク ○

104 3 10 ク ○

104 4 11 ク ○

104 5 12 ク ○

104 6 13 ク ‘○

104 7 14 ク ○

104 8 15 ク ○

104 9 16 〃 ○

105 0 17 ク ○

105 1 18 ク ○

105 2 19 ク ○

105 3 20 ク ○

1054 21 ク ○

105 5 22 ク ○

1056 23 ク ○

1057 24 ク ○

1058 25 ク ○

10 59 26
ク ○

10 60 576－1 〃 ○

10 6 1 2 ク ○

10 62 3 ク ○

10 63 4 ク ○

10 64 5 ク ○

10 65 6 ク ○

10 66 7 ク ○

10 67 8 ク 0

10 68 577－1 ク ○

106 9 2 ク ○

107 0 3 ク ○

107 1 4 ケ ○

107 2 5 〃 ○

1073 6 ク ○

1074 ．7 ク ○

107 5 8 ク ○

1076 9 〃 ○

1077 10 ク ○

1078° 11 ク ○

1079 15－24 578－1 ク ○ 黒曜石、小型尖頭器

10 80 2 ク ○

10 8 1 4 ク ○

10 82 b ク ○

10 83 6 ク 0

10 84 579－1 ク ○

10 85 2 ク ○

108 6 3 ク ○

108 7 4 ク ○

108 8 5 ク ○

108 9 6 〃 ○

109 0 7 ク ○

109 1 8 ク ○

109 2 9 ．ケ ○

1093 10 ク ○

1094 11 ク ○

109 5 12 一ケ ○

1096 15－4 ．9 13 ク ○ 蕨手文土器

．10 97 14 ク ○ 黒曜石

10 98 15－15 580－1 ク ○

10 99 2 ク ○

1 100 3 ク ○

1 10 1 4 一ケ ○

1 102 b ケ ○

1 103 6 ク ○

1 10 4 7 ケ ○

1 10 5 8 ク ○

1 10 6 9 ケ ○

1 10 7 10 ク ○

110 8 11 ク ○

110 9 12 ク ○

11 10 13 ク ○

11 11 14 ク ○

11 12 15 ケ ○

11 13 16 ク ○

1114 17 ク ○

1115 18 ク ○

1116 19 ク ○

1 117 20 ケ ○

1 118 21 ク b

1 119 22 ．．ク ○

1 120 23 ク ○

－70－



整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
列 ッド

縄 文 時 代 石 ‘弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中幡 後 晩 前 中後 前 中 後

1 12 1 580－24 G 6 ○

1 122 25 ク ○

1 123 26 ク ○

1 124 27 ク ○

1 125 28 ク ○

1 126 29 ク ○

1 127 30 ク ○

1 128 31 ク ○

1 129 32 ク ○

1 13 0 33 ク ○

1 13 1 15－2 9 581－1 ク ○ 深鉢形 土 器

1 13 2 15－1 9 2 ク ○ 深鉢 形土 器

1 13 3 3 ク ○

1 13 4 4 ク ○

1 13 5 5 ク ○

．1 13 6 6 ク ○

1 13 7 7 ク ○ ⑦ －⑨

113 8 8 ク ○

113 9 9 ク ○ ⑨ －（カ

114 0 10 ケ ○

1 14 1 11 ク ○

114 2 12 ク ○

114 3 13 ク ○

1144 14 ク ○

114 5 15 ク ○

114 6 16 ク ○

114 7 17 ク ○

1148 18 ク ○

114 9 19 ク ○

1150 20
ケ ○

115 1 21 〃 ○

1152 22 ク ○

1153 23 ク ○

1154 24 ク ○

1155 25 ク ○

1 156 26 ク ○

1 157 27 ク ○

1 158 28 ク ○

1 159 29 ク ○

1 160 30 ク ○

1 161 31 ク ○

1 162 32 ク ○

1 163 33 ク ○

1 164 34 ク ○

1 165 35 ク ○

1 166 36 ク ○

116 7 37 ク ○

1 16 8 ・38 ク ○

116 9 39 ク ○

117 0‾ 40 ク ○

1 17 1 41 ク ○

117 2 42 ク ○

117 3 43 ク ○

1174 劃 〃 ○

117 5 45 ク ○

117 6 46 ク ○

1177 47 ク ○

1178 48 ク ○

1179 49 ．ク ○

1180 50 ク ○

118 1 51 ク ○

1182 52 〃 ○

1183 60 ク ○

1184 582－1 ク ○

1 185 2 ク ○

1 186 3 〃 ○

1＿187 4 ク ○

1 18 8 583－2 ク ○

1 18 9 4 ク ○

11 90 5 ク ○ l

119 1 7 ク ○

119 2 8 ク ○

119 3 11 ク ○

1194 584－1 ク ○

119 5 2 〃 ○

119 6 3 ク ○

119 7 4 ク ○

1198 5 ク ○

119 9 6 ク ○

1200 7 ク ○

整理

番号

挿 図

N 0 ．

図版

N 0 ．

遺 物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

にl

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

120 1 584－8 G 6 ○

12 02 9 ク ○

12 03 ．10 〃 ○

12 04 15－10 9 11 ク ○ 探鉢 形土 器

12 05 12 ク ○

12 06 13 ク ○

12 07 15－13 9 14 ク ○ 沈線 文土 器

12 08 585－1 ク ○

12 09 2 ク ○

12 10 4 ク ○

12 11 5 ク ○

12 12 6 ク ○

12 13 15－18 586－1 ク ○ ① －②

12 14 15－18 2 ク ○ ② －①

12 15 3 〃 ○

12 16 4 ク ○

12 17 5 ク ○

12 18 587－2 ク ○

12 19 3 ク ○

12 20 4 ク ○

12 21 588－1 ケ ○ ・こl

12 22 2 ク ○ J＿

12 23 3 ク ○

12 24 4 ク ○

12 25 5 ク ○

12 26 6 ク ○

122 7 7 〃 ○

12 28 ．8 ク ○

122 9 589－1 ク ○

123 0 2 ク ○

123 1 3 ク ○

123 2 4 　〃 ○

123 3 5 ク ○

1234 6 ク ○

123 5 7 ク ○

123 6 590－1 ク ○

123 7 15－12 9 3 ク ○

1238 4 ク ○

123 9 15－16 5 一ケ ○

1240 59ト3 ク ○

124 1 6 ク ○

1242 7 ク ○

1243 9 〃 ○

1244 10 ク ○ ⑳ －⑯

1245 11 ク ○

1246 12 ク ○

1247 13 ク ○

1248 14 ク ○

1249 15 ク ○

1250 16 ク ○ ⑯ －⑲

125 1 17 ク ○

12 52 592－1 ク ○

12 53 17 2 ク ○

12 54 3 ク ○

12 55 4 ク ○

12 56 17－6 10 593－1 ケ ○ 探鉢 形土 器

12 57 17－7 10 2 ク ○ ②－③

12 58 17－7 10 3 ケ ○ ③－（参

12 59 4 ク ○

12 60 5 ク ○

12 61 594－1 ク ○

12 62 2 ク ○

12 63 3 ク ○

1264 ．4
ク ○

126 5 D ケ ○

126 6 6 一ケ ○

126 7 7 ク ○

1268 17－8 10 8 ク ○

1269 595－1 ク ○

1270 2 ク ○

127 1 3 ク ○

1272 4 ク ○

1273 5 ク ○

1274 6 ク ○

1275 7 ク ○

1276 8 ク ○

12 77 9 ク ○

12 78 10 ク ○

12 79 11 ケ ○

12 80 12 ク ○

－71－



整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
列ツド

縄 文 時 代 、石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中職 後 晩 前 中後 前 中 後

128 1 595－13 G 6 ○ ⑬ －㊨

128 2 14 ク ○

128 3 15 ク ○ ⑮ －⑰

1284 16 ク ○

128 5 17 ク ○ ⑰ －⑮

128 6 17－11 10 18 ク ○ ⑱ －⑳ －⑳

128 7 19 ク ○ ⑳ －①

128 8 17－11 10 20 ク ○ ⑳ －⑩ －⑳

128 9 21 ク ○

129 0 22 ク ○

129 1 23 ク ○

129 2 24 ク ○ ⑳ －⑳－⑳

1293 25 ク ○ ⑳ 二⑳－⑳

1294 26 ク ○ ⑳－⑳－⑳

129 5 27 ク ○ ⑰ －⑳

129 6 17－11 10 28 ク ○ ⑳ －⑱ －⑳

129 7 596－1 ク ○

1298 2 ク ○

129 9 3 ク ○

1300 4 ク ○ ④ －⑤ －⑥ －⑨ －⑲

130 1 5 ク ○

1302 6 ク ○

1303 7 ク 。

1304 8 ク ○ ⑧ 二（匿 紗

1305 9 ク ○

1306 10 ク ○

1307 11 ク ○

1308 12 ク ○

1309 13 ク ○

1310 14 ク ○

131 1 15 ク ○

1312 ‘16 ク ○

1313 17 ク ○

1314 18 ク ○

13 15 19 ク ○

13 16 20 ク ○

13 17 21 〃 ○

13 18 22 ケ ○

13 19 23 ク ○

13 20 　 24 ク ○

13 21 25 ク ○

13 22 26 ク ○

13 23 17－9 597－1 ク ○ ①－③－㊨－⑤－⑥－⑨－⑲

13 24 ．2 ク P

13 25 17－9 3 ク ○ ⑳－④－⑤－⑥－⑳－⑬－①

13 26 17－9 4 ク ○ ㊨－⑤－⑥－①－⑲－①－③

13 27 17－9 5 ク ○ ⑤－⑥－⑨－⑲－①－①－④

13 28 17－9 6 ク ○ ⑥－⑨－⑳－①－◎－④－⑤

13 29 7 ク ○ ⑦－⑧

133 0 8 ク ○ ⑧－⑦

133 1 17－9 9 ク ○ ⑳－⑬－①－⑳－④－⑤一⑥

133 2 17－9 10 ク ○ ⑲－①－◎－④一針 駄 ⑨

133 3 598－1 ク ○

1334 2 ク ○

133 5 ．3 ク ○

133 6 4 ク ○ ④－⑳

133 7 5 ク ○

1338 6 ク ○

133 9 7 ク ○

1340 8 ク ○

134．1 9 ク ○

1342 10 ク ○

1343 11 ク ○

1344 12 ク ○

1345 13 ク ○

13 46 14 ク ○

13 47 15 ケ ○

13 48 16 ．ク ○

13 49 17 ク ○

13－50 18 ク ○

13 5 1 19 ク ○

13 52 20 〃 ○

13 53 21 ク ○

13 54 22 ク ○

13 55 23 〃 ○

13 56 24 〃 ○

13 57 25 ク ○ ⑬ －④

135 8 26 ク ○

135 9 27 ．ケ ○

136 0 28 ク ○

整理

番号

挿 図

N 0 ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 中中中後後 晩 前 中 後 前 中後

13 6 1 598－29 G 6 ○

13 62 30 ク ○

13 63 31 〃 ○

13 64 32 ク ○ ⑫ －⑳

13 65 33 ク ○

13 66 34 〃 ○

13 67 ‘35 ク ○

13 68 36 ク ○

1．3 69 37 ク ○

13 70 38 ク ○ ⑳ －①

13 7 1 39 ク ○

13 72 40 ク ○

13 73 41 ク ○

13 74 42 〃 ○

13 75 43 ク ○

13 76 44 ク ○

13 77 45 〃 ○

13 78 46 ケ ○

13 79 47 ク ○

13 80 48 ク ○

13 81 49 ク ○

13 82 50 ク ○

13 83 51 ．ケ ○

138 4 52 〃 ○

138 5 53 ク ○

138 6 54 ク ○

138 7 55 ．ケ ○

138 8 56 ク ○

138 9 57 ク ○

13 90 58 ク ○

139 1 59 ク ○

13 92 60 〃 ○

139 3 61 ク ○

139 4 62 ク ○

139 5 63 ク ○

1，39 6 64 ク ○

139 7 65 ク ○

139 8 66 ク ○

139 9 67 ク ○

140 0 68 ク ○

140 1 69 ク ○

140 2 70 ク ○

1403 71 ク ○

1404 72 ケ ○

140 5 73 ク ○

14 0 6 74 ク ○

14 0 7 75 ケ ○

1408 ケ6
ク ○

14 09 77 ク ○

14 10 78 ク ○

14 11 79 ク ○

14 12 80 ク ○

14 13 81 ケ ○

14 14 82 ケ ○

14 15 83 ケ ○

14 16 84 ク ○

14 17 85 ク ○

14 18 86 ク ○

14 19 87 ク ○

14 20 88 〃 ○

14 2 1 599－1 ク ○

14 22 2 ク ○

14 23 3 ク ○

14 24 4 ク ○

14 25 17－21 2 1 600－1 ク ○ 打 製石 斧

14 26 2 ク ○

14 27 3 ク ○

14 28 4 ク ○ 横 刃型 石器

14 29 601－1 ク ○

143 0 2 ク ○

143 1 602－1 〃 ○ 黒 曜石

143 2 2 ク ○ 黒 曜石

143 3 3 ク ○ 打 製石斧

143 4 4 ク ○

143 5 5 ク ○

143 6 6 ク ○

143 7 17－17 7 ク ○ 深　 鉢

143 8 8 ク ○

143 9 9 ケ ○

144 0 10 ク ○

－72－



整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N q ．

遺 物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中幡 後 晩 前 中 後 前 中後

144 1 602－11 G 6 ∫ 喜 ○

144 2 12 ク ○

144 3 603－1 ク ○

144 4 2 ク ○

144 5 3 ク ○

144 6 4 ク ○

144 7 5 ク ○

144 8 15－11 9 6 ク ○ 探 鉢形土 器

144 9 604－1 ク ○

14 50 2 ク ○

145 1 17－10 17 605 ‘ク ○ 伏　 嚢

145 2 15－19 17 606 ク ○ 伏　 嚢

145 3 607－1 ク ○

145 4 2 ク ○

145 5 3 〃 ○

145 6 4 ク ○

145 7 5 ク ○

1458 6 ク ○

145 9 7 ク ○

1460 8 ク ○

146 1 9 ク ○

1462 608－1 ク ○

14 63 2 ク ○

14 64 3 〃 ○

14 65 4 ク ○ 土師 器

14 66 5 ク ○

14 67 6 ク ○

14 68 7 ク ○

14 69 8 ク ○

14 70 9 ク ○

14 71 10 ク ○

14 72 11 〃 ○

14 73 12 ク ○

14 74 13 ク ○

14 75 14 ク ○

14 76 15 ク ○

147 7 17－2 10 16 ク ○ 深 鉢形 土器

147 8 17 ク ○

147 9 18 ク ○

148 0 19 〃 ○

148 1 17－5 20 ク ○ 深鉢 形 土器

148 2 21 ク ○

1483 22 ク ○

14 84 23 ク ○

14 85 60年1 ク ○

14 86 2 ク ○

14 87 3 ク ○

14 88 6 ク ○

14 89 7 ク ○

．14 90 610－1 ク 摺　 石

14 9 1 2 ク ○

14 92 611－1 ケ ○

14 93 2 ク ○

14 94 3 ケ ○

14 95 4 ク ○

14 96 17－4 10 5 ク ○ ⑤ －⑥ －⑦

149 7 17－4 10 6 ク ○ ⑥ －⑤ －（り

149 8 17－4 10 7 ク ○ ⑦ －⑤ －⑥

149 9 ．17－1 10 8 ク 0 1 深 鉢形 土器

150 0 9 ク ○

150 1 612－1 ク ○

150 2 3 ク ○

1503 4 ク ○

1 504 5 ク ○

1 505 6 ク ○

15 06 7 ク ○

15 07 8 ク ○ 土 師器

15 08 9 ク ○

15 09 10 ク ○

15 10 11 ク ○

15 11 12 ク ○

15 12 13 ク ○

15 13 14 ク ○

15 14 15 ク ○

15 15 16 一ケ ○

15 16 17 ク ○

15 17 18 ク ○

15 18 19 ク ○

151 9 20 ク ○

1520 21 ク ○

整 理

番 号

挿図

N o ．

図 版

N 0 ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

ロ

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中中後後 晩 前 中 後 前 中 後

152 1 612－22 G 6 ○

152 2 23 ケ ○

1523 24 ク ○

1524 25 ク ○

152 5 26 ク ○

152 6 27 ク ○

1527 28 〃 ○

1528 29 ク ○

1529 613－1 ク ○

1530 2 ク ○

153 1 3 ク ○

15 32 614－3 ク ○

15 33 4 ク ○

15 34 5 ク ○

15 35 8 ク ○

15 36 11 ク ○

15 37 12 ク ○

15 38 13 ク ○

15 39 14 ク ○

．154 0 15 ク ○

154 1 16 ク ○

154 2 17 ク ○

・154 3 17－3 10 18 ク ○ 深鉢 形土 器

154 4 19 〃 ○ 大型 磨製 石斧

154 5 615－3 ク ○ 黒曜 石

154 6 5 ク ○ 黒曜 石 ．

154 7 616－1 ク ○ 黒曜 石

154 8 2 ケ ○ 黒曜 石

154 9 17－12 2 1 3 ク ○ 黒曜 石

155 0 617－1 ク ○

155 1 2 ク ○

155 2 3 ク ○

155 3 4 ク ○

1554 5 ク ○

155 5 6181 ケ ○

155 6 2 r　ケ ○

155 7 3 ク ○

1558 4 ク ○

155 9 6 ケ ○

1560 7 ク ○

156 1 619－1 ク ○

1562 2 ク ○ 土 師器

15 63 3 ク ○

15 64 4 ケ ○

15 65 5 ク
b

15 66 6 ク ○

15 67 7 ク ○ 土 師器

15 68 620－1 ク ○

15 69 2 ク ○

15 70 3 ク ○

15 7 1 4 ク ○

157 2 5 ク ○

15 73 6 ク ○ 黒 曜石

157 4 8 ク ○

157 5 9 ク ○

157 6 10 ク ○

157 7 11 ク ○

157 8 12 ク ○

157 9 13 ク ○

158 0 14 ク ○

158 1 15 ク ○

158 2 16 ク ○

1583 62ト1 ク ○

1584 2 ク ○

1585 3 ク ○

1586 4 ク ○

1587 5 ク ○

1588 6 ク ○

15 89 7 ク ○

15 90 9 ク ○

15 91 10 ク ○

15 92 11 ク ○

15 93 12 ク ○

15 94 13 ケ ○

15 95 14 ク ○

159 6 15 ケ ○

159 7 622－1 ケ ○

159 8 2 ク ○

159 9 3 ク ○

160 0 4 ク ○

－73－



整理

番号

挿 図

N o ．

図 版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地 点
列 ッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中職 後 晩 前 中 後 前 中 後

160 1 622－5 G 6 ○

1602 6 ク ○

1603 7 ク ○

1604 623－1 ケ ○

1605 2 ク ○

1606 3 ク ○

1607 4 ク ○

1608 624－2 ク ○ 土 師器

1609 3 ク ○

1610 4 ク ○

161 1 5 ケ ○

1612 6 〃 ○

1613 7 ク ○

1614 8 ケ ○

1615 9 ク ○

1616 10 ク ○

1617 11 ク ○

1618 12 ク ○

1619 13 ク ○

1620 14 ク ○

162 1 625－1 ク ○

1622 2 ク ○

1623 3 ク ○

16 24 4 ケ ○＿

16 25 5 ク ○

16 26 6 ク ○

16 27 626－1 ク ○

16 28 2． ク ○

16 29 3 ク ○

16 30 4 ク ○

16 31 5 ク ○

1由 2 6 ケ ○

163 3 7 ク ○

163 4 15－8 9 8 ク 0 深 鉢形土 器

163 5 ト1 G 7 ○ ※

163 6＿ 2 ク ○

163 7 3 ク ○

163 8 4 ク ○

163 9 5 ク ○

164 0 6 ク ○

164 1 7 ク ○

164 2 19－1 10 8 ケ ○

164 3 9 ケ ○

1644 10 ク ○

164 5 11 ク ○

164 6 19－10 10 12 ク ○

164 7 13 ク ○ 深鉢 形土 器 口縁部

164 8 19－4 10 2－1 ク ○

164 9 2 ク ○

1650 3 ク ○

165 1 4 ク ○

165 2 5 ク ○

1653 19－7 10 6 ク ○ ⑳ －⑮

1654 8 ク ○

1655 19－9 10 3－1 ク ○

1656 19－3 10 2 ク ○

1657 3 ク ○

1658 4 ク ○

1659 19－7 10 5 〃 ○ （歪 D －⑬

1660 6 ク ○

166 1 7 ク ○

1662 8 〃・． ○

1663 9 ク ○

1664 小 1 ク ○

16 65 2 ク ○

16 66 3 ク ○

16 67 4 ク ○

16 68 5 ク ○

16 69 6 ク ○

16 70 7 ク ○

16 71 8 ク ○

16 72 9 ク ○

16 73 10 〃 ○

167 4 11 ク ○

167 5 12 ク ○

167 6 13 ク ○

167 7 14 ク ○

167 8 15 ク ○

167 9 16 ク ○

168 0 17 ク ○

※G7－第5号住居址

整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

168 1 4－18 G 7 ○

168 2 19 ク ○

168 3 20 ク ○

1684 21 ク ○

168 5 22 ク ○

168 6 23 ク ○

168 7 24 〃 ○

168 白 25 〃 ○

168 9 26 ク ○

169 0 19－8 10 27 ク ○ 深 鉢形 土 器口縁 部

169 1 28 ク ○

169 2 29 〃
○

169 3 19－5 10 30 〃 ○

1694 19－12 10 5－1 ク ○

169 5 19－11 10 2 〃 ○

169 6 3 ク
0 黒曜 石

169 7 8 ク ○

169 8 9 ク ○

169 9 19－6 10 10－1 ク ○ 深 鉢形 土 器底 部

170 0 19－2 10 2 ク ○ 連 続 指頭痕

170 1 3 〃 ○

170 2 4 〃
○

170 3 5 ク ○

1704 6 ク ○

170 5 7 ク ○

170 6 19－14 2 1 1ト4 ク ○ 打 製 石斧

170 7 7 ク ○

1708 19－15 2 1 9 ク ○ 縦 型 の石匙

170 9 12 〃
○

17 10 19－13 10 13 〃
○

17 1．1 14 ク ○

17 12 15 ク ○

17 13 16 ク ○

17 14 17 ク ○

17 15 18 ク ○

17 16 19 〃 ○

17 17 85－1 D 5 ○ ※

17 18 86－3 ク
○

1719 88－1 ク ○ 黒 曜石

1720 2 ト22 3 〃
○ 灰 粕 陶器

172 1 90－3 ク ○

1722 92－2 ク ○

1723 93－2 ク ○

1724 94－1 〃 ○

1725 4 ク ○

1726 5 ク ○

1727 6 ク ○

1728 7 ク ○

1729 8 〃
○ 土 師器

1730 9 ク ○ 土 師器

173 1 10 ク ○

17 32 95－1 ク ○

1733 2 ク ○

17 34 3 ク
○

17 35 4 ク ○

17 36 96－1 ク ○

17 37 2 ク ○

17 38 97 ク ○

17 39 98 〃 ○

174 0 99－2 ク ○

174 1 3 ク ○

174 2 4 ク ○

174 3 100－1 〃 ○

174 4 3 〃 ○

174 5 4 ク ○

174 6 5 ク ○ 石　 錘

174 7 101 ク ○

174 8 102 ’ク ○

174 9 103 ク
○

175 0 104 ク ○

175 1 105－1 ク ○

175 2 2 〃 ○

175 3 3 ク ○

1754 4 ク ○

175 5 6 〃 ○

175 6 8
ク

○

175 7 9 ク
○

1758 10 ク
○

175 9 11 ク ○

1760 12 〃 ○

※D5－第6号住居址

－74－



整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
列 ッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中職 後 晩 前 中 後 前 中 後

17 61 105－13 D 5 ○

17 62 14 ク ○

17 63 15 〃 ○

17 64 106－1 〃 ○

17 65 2 ク ○

17 66 107－2 ク ○

17 67 108 ク ○

17 68 10㌢1 ク ○ 土師 器

17 69 2 ク ○

17 70 110－1 ク ○

17 71 2 ク ○

17 72 111－1 ク ○

17 73 112－1 ク ○

177 4 2 ク ○

177 5 113－1 ク ○

177 6 2 ク ○

177 7 3 ク ○

177 8 114 ク ○

177 9 115 ク ○

178 0 116 ク ○

178 1 21－12 117 ク ○

178 2 118 ク ○

1783 119 ケ ○

1784 122－1 ク ○

1785 2 ク ○

1786 123 ク ○

1787 129－1 ク ○

1788 2 ク ○

1789 130 ク ○ 石　 匙

1790 132 ク ○

179 1 133 ク ○

1792 135 ク ○

1793 139 ク ○

17 94 140－1 ク ○

17 95 2 ク ○

17 96 3 ク ○

17 97 141 〃 ○

1‾7 98 142－1 ク ○

17 99 2 ク ○

18 00 143 ク ○

18 01 145－1 〃 ○

180 2 2 ク ○

180 3 5 ク ○

180 4 146 ク ○

180 5 22－7 2 1 148－1 ク ○ 打 製石 斧

180 6 2 ク ○ 黒 曜石

180 7 149 ク ○

180 8 150－1 ク ○

180 9 15ト2 ク ○

18 10 3 ク ○

18 11 4 ク ○ 黒 曜石

18 12 5 ク ○

18 13 152－1 ク ○

18 14 2 ク ○

18 15 3 ク ○

1816 4 ケ ○

1817 5 ク ○

1818 ‘6 ク ○

1 819 7 ク ○

1820 8 〃 ○

1182 1 153－1 ク ○

18 22 2 ク ○

18 23 3 ク ○

18 24 4 ク ○

18 25 5 ク ○

18 26 6 ク ○

18 27 21－20 7 ク ○ 波状 口縁 土器

18 28 8 ク ○

18 29 9 ケ ○

18 30 10 ク ○

183 1 11 ク ○

183 2 12 ク ○

183 3 13 ク ○

183 4 14 ク ○

183 5 15 ク ○

183 6 16 ク ○

183 7 22－11 2 1 154－1 ケ ○ 打 製石 斧

1838 4 ク ○

183 9 ‘5 ク ○

1 840 6 ク ○ 打 製石斧

整理

番号

挿 図

N 0 ．

図版

N 0 ．

遺 物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 ．文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中中後後 晩 前 中 後 前 中 後

‘18 4 1 154－7 D 5 ○ 打 製石斧

18 42 8 ク ○

18 43 155－1 ク ○

18 44 2 ク ○

18 45 3 ク ○ 灰粕 陶器

18 46 4 ク ○

18 47 5 ク ○

18 48 7 ク ○

18 49 8 ク ○

18 50 9 ク ○

18 5 1 10 ク ○

18 52 11 ク ○

18 53 12 ．ケ ○

18 54 13 ク ○

18 55 14 ク ○

18 56 15 ケ ○

18 57 17 ク ○

18 58 22－5 I8 一ケ ○ 打製 石斧

18 59 21 ケ ○ す り石

18 60 22－13 22 ク ○ 横 刃 型石 器

18 61 156－1 ク ○

18 62 2 ク ○

18 63 3 ク ○

18 64 4 ケ ○

18 65 5 ク ○

18 66 6 ク ○

18 67 7 ク ○

18 68 8 ク ○

18 69 9 ク Q

18 70 10 ．ケ ○

187 1 11 ク ○

187 2 12 ク ○

18 73 13 ク ○

18 74 14 ケ ○

18 75 15 ク ○

187 6 16 ク ○

187 7 17 ク ○

187 8 18 ク ○

187 9 19 1　ヶ ○

188 0 20 ク ○

188 1 21 ク ○

188 2 22 ク ○

188 3 23 ク ○

1884 24 ケ ○

188 5 25 ．ク ○

188 6 26 ク ○

188 7 27 ケ ○

1888 28 ク ○

188 9 29 ケ ○

1890 30 ク ○

189 1 31 ク ○

1892 32 ク ○

1893 33 ク ○

1894 157－1 ク ○

18 95 2 ク ○

18 96 3 ク ○

18 97 4 ク ○

18 98 5 ケ ○

18 99 6 ケ ○

19 00 8 ク ○

19 0 1 9 ク ○

19 02 10 ク ○

19 03 11 ク ○

19 04 12 ク ○

19 05 13 ケ ○

19 06 14 ク ○

19 07 15 ク ○

19 08 16 ク ○

190 9 17 ク ○

19 10 18 ケ ○

19 11 19 ク ○

19 12 2ト 14 1 1 158－1 ・ケ ○ 深鉢 形土 器

19 13 2 ク ○

19 14 3 ク ○

19 15 4 ク ○

19 16 5 ・ケ ○

19 17 6 ク ○

19 18 7 ク ○

19 19 8 ク ○

1920 9 ク ○

－75－



整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
列 ッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　 考 ．

早 前 哺 中中暢 後 晩 前 中 後 前 中後

19 2 1 158－10 D 5 ○

19 22 11 ク ○

19 23 12 ク ○

19 24 13 ク ○

19 25 14 ク ○

19 26 15 ク ○

192 7 16 ク ○

192 8 17 ク ○

192 9 18 ク ○

193 0 19 ク ○

193 1 20 ク ○

193 2 21 〃 ○

193 3 15㌢1 ク ○

1934 2 ク ○

193 5 3 ク ○

193 6 4 ク ○

193 7 5 ク ○

1938 6 ク ○

1939 7 〃 ○

1940 8 ク ○

194 1 9 ク ○

1942 10 ク ○

1943 11 ク ○

19 44 12 ク ○

19 45 13 ク ○

194 6 14 ク ○

194 7 15 ク ○

194 8 21－10 16 〃 ○

194 9 17 ク ○

19 50 18 ク ○

195 1 2 ト6 160－1 ク ○ 唐 草文

195 2 2 ク ○

195 3 4 ク ○

1954 5 ク ○

195 5 6 ク ○

195 6 7 〃． ○

195 7 8 ク ○

1958 9 ク ○

1959 10 ク ○

1960 11 ク ○

196 1 12 〃 ○

1962 13 ク ○

1963 14 ク

1964 15 ．ク ○

1965 161－1 ク ○

1966 2 〃 ○

19 67 3 ク ○

19 68 ．4 ク ○

19 69 5 ク ○

19 70 6 ク ○

19 71 7 ク ○

19 72 8 ク ○

19 73 162－1 ク ○

197 4 2 ク ○

197 5 3 ク ○

197 6 4 ク ○ 敲　 石

197 7 5 〃 ○

197 8 6 ク ○

197 9 163－1 ク ○

1980 2 ク ○

198 1 3 ク ○

1982 4 ク ○

1983 8 ケ ○

1984 9 ク ○

1985 10 ク ○

19 86 11 ク ○

19 寧7 12 ク ○

19 88 13 ク ○

19 89 14 ク ○

19 90 15 ク ○

19 91 16 ク ○

19 92 17 ク ○

199 3 18 〃 ○

1994 19 ク ○

199 5 20 ク ○

199 6 21 ク ○

199 7 22 ク ○

1998 23 ク ○

1999 24 ク ○

2 000 25 ク ○

整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

礼 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 ‘安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 輌 帽 後 晩 前 中 後 ．前 中 後

200 1 163－26 D 5 ○

200 2 27 ク ○

2003 28 〃 ○

2 004 29 ク ○

2 005 164－1 〃 ○

2 006 2 ク ○

2 007 3 ク ○

2 008 4 ク ○

2 009 5 ク ○

2 010 6 ク ○

20 1 1 7 ク ○

20 12 8 ク ○

20 13 9 ク ○

20 14 165－1 ク ○

20 15 3 ク ○

20 16 5 ク ○ 磨 製石斧

20 17 6 イ′ ○ 黒 曜石

20 18 7 ク ○ 黒 曜石

20 19 8 ク ○

20 20 9 ク ○

20 21 10 ク ○

20 22 166－1 ク ○

20 23 2 ク 0

202 4 3 ケ ○

202 5 4 ク ○

202 6 5 〃 ○

202 7 6 ク ○

202 8 7 ク・ ○

202 9 8 ク ○

203 0 9 ク ○

2 03 1 10 ク ○

2 032 11 ク ○

2 033 12 ク ○

2 034 21－4 13 ク ○ 深 鉢形 土器

20 35 167－1 ク ○

20 36 2 ク ○

20 37 168－2 ク ○

20 38 3 ケ ○

20 39 5 ク ○

20 40 6 ク ○

204 1 7 ク 0 1

204 2 8 ク ○

204 3 9 ク ○

204 4 10 ク ○

204 5 ‘11 ク ○

204 6 12 ク ○

204 7 13 ク ○

204 8 14 ク ○

204 9 15 ク ○

205 0 25 ．〃 ○

2 05 1 26 ク ○

2 05 2 27 ケ ○

2 053 28 ケ ○

2 054 29 ク ○

2 055 30 ク ○

2 056 169－1 ク ○

2 057 2 ク ○

20 58 3 ク ○

20 59 4 ク ○

20 60 5 一ケ ○

20 6 1 6 ク ○

20 62 7 ク ○

20 63 8 ケ ○

20 64 9 ク ○

20 65 10 ク ○

20 66 11 ク ○

20 67 12 ク ○

206 8 170－1 〃 ○ 土 師器

206 9 2 ク ○ 土 師器

207 0 3 ク ○

207 1 ・ 4 ク ○

207 2 5 ク ○

2073 ． 6 ク ○

2074 7 ケ ○

2 075 8 ケ ○

2 076 9 ク ○

2 077 17ト1． ク ○

2 078 2 一ケ ○

2 079 3 ク ○

2 080 4 ク ○

－76－



整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

、平 安 中

世
備 ‾　　　 考

早 前 輔 中中碩 後 晩 前 中 後 前 中後

20 81 171－5 D 5 ○

208 2 6 ク ○

208 3 7 ク ○

208 4 8 〃 ○

208 5 9 ク ○

208 6 10 〃 ○

208 7 11 ク ○

208 8 12 ク ○

208 9 13 ク ○

209 0 14 ク ○

209 1 172－1 ク ○

209 2 2 ク ○

2 093 173－1 ク ○ ① －（9

2 094 2 ク ○ ② －④

2 09 5 3 ク ○

2 096 4 ク ○ ④ －（参

2 097 5 ク ○ ⑤ －（∋

2 098 7 〃 ○

20 99 8 〃 ○

2 100 9 ク ○

2 10 1 174－1 ク ○

2 102 2 ク ○

2 103 3 ク ○

2 104 4 ク ○

2 105 5 ク ○

2 106 6 ク ○

2 107 7 ク ○

2 108 8 ク ○

2 10 9 9 ク ○

21 10 175－1 〃 ○

21 11 2 ク ○ 土 師器

21 12 3 ク ○

‘21 13 4 ク ○

21 14 5 〃 ○

21 15 6 ク ○

2 1 16 176－1 ク ○

寧1 17 2 ク ○

2 1 18 3 ク ○

2 1 19 4 ク ○

2 120 5 ク ○

2 12 1 6 ク ○

2 122 7 ク ○

2 123 8 ク ○

2 124 9 ク ○

2 125 10 ク ○

2 126 177－1 ク ○

2 127 2 ク ○

2 128 178－1 ク ○

21 29 2 ク ○

213 0 3 ク ○

213 1 4 ク ○

213 2 5 ク ○

2 13 3 6 ク ○

2 134 7 ク ○

2 13 5 8 ク ○

2 13 6 9 ク ○

2 13 7 10 ク ○

2 138 11 ク ○

2 139 12 ク ○

2 140 13． ク ○

2 14 1 179－1 ク ○

2 14 2 2 ク ○

2 14 3 3 ク ○

2 14 4 4 ク ○

2 14 5 5 ク ○

2 14 6 6 ク ○

2 14 7 7 ・ク ○

2 14 8 8 ケ ○ ＿

2 14 9 9 ク ○

2 15 0 10 ク ○

2 15 1 11 ク ○

2 15 2 12 ク ○

2 153 13 ク ○

2 154 14 ク ○

2 155 15 ク ○

2 156 16 ク 0 ．

2 157 17 ク ○ 土師 器

2 158 18 ク ○ 黒曜 石

2 159 19 ク ○ 黒曜 石

2 160 20 ク ○ 黒曜 石

整理

番号

挿図

N 0 ．

図 版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地 点
グリッド

縄 ‘文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

、平 安 中

世
備　　　　 考

e早 前J帽 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

2 16 1 180－1 D 5 ○

2 162 2 ク ○

2 163 3 ク ○

2 164 4 ク ○

2 165 5 ケ ○

2 166 6 ク ○

2 167 7 ク ○

2 168 8 〃 ○

2 169 9 ク ○

2 170 10 ク ○

2 17 1 11 ク ○

2 172 12 ク ○

2 173 13 ク ○

2 174 14 〃 ○

2 175 15 ク ○

2 176 181－1 ク‘ ○

2 177 2 ク ○

2 17 8 3 ク ○

2 17 9 4 ク ○

218 0 5 ク ○

218 1 182－1 ク ○ ① －⑫

2 18 2 2 ク ○

2 183 3 ク ○

2 184 4 ク ○

2 18 5 5 ク ○

2 186 6 ク ○

2 187 7 ク ○

2 188 8 ク ○

2 189 9 ク ○

2 190 10 ク ○

2 19 1 11 ク ○

2 192 12 ク ○ ⑫ －（∋

2 193 13 ク ○

2 194 14 ク ○

2 195 15 ク ○

2 196 183－1 ク ○

2 197 2 ク ． ○

2 198 3 ク ○

2 199 4 ク ○

220 0 5 ク ○

220 1 6 〃 ○

220 2 7 ク ○

220 3 8 ク ○

2204 9 ク ○

220 5 10 ク ○

220 6 11 ク ○

2 207 184－1 ク ○

2 208 2 ク ○

2 209 3 ク ○

2 210 21－3 4 ク ○

2 2 11 185－1 ク ○

2 212 2 ク ○

2 213 3 ク ○

2 214 4 ク ○

22 15 5 ク ○

22 16 6 一ケ ○

22 17 7 ク ○

22 18 9 ク ○

22 19 10 ク ○

22 20 11 ク ○

222 1 12 ク ○

222 2 13 ク ○

222 3 14 ク ○

2224 15 ク ○

222 5 16 ク ○ ‾

222 6 17 ク ○ 黒曜石

2 22 7 186－1 ク ○

2 228 2 ク ○

2 22 9 3 ク ○

2 230 4 ク ○

2 23 1 6 ク ○

2 232 7 ケ ○

2 233 11 ケ ○

22 34 12 ク ○

22 35 22－14 2 1 13 ク ○

22 36 14 ク ○ 石　 錘

22 37 15 ク ○

223 8 16 ク ○

223 9 17 ク ○

224 0 18 ク ○

－77－



整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
列ッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中幡 後 晩 前 中後 前 中 後

224 1 186－19 D 5 ○

224 2 22－8 2 1 21 ク ○ 打 製 石斧

224 3 22－4 2 1 22 ク ○ 打製 石斧

2244 23 〃 ○

224 5 187－2 ク ○

224 6 3 ク ○

224 7 4 ク ○

224 8 5 ク ○

224 9 6 ク ○ 灰 粕 陶器

225 0 188－1 ク ○

225 1 2 ク ○

225 2 3 ク ○

225 3 4 ク ○

2254 5 ク ○

225 5 6 ク ○

225 6 7 ク ○

2 257 8 ク ○

2 258 9 ク ○

2 259 10 ク ○

2 260 11 ク ○

声2 26 1 188－12 ク ○

2 262 13 ク ○

2 263 14 〃 ○

2 264 15 ク ○

2 265 16 ク ○

2 266 17 ク ○

2 267 18 ク ○

2 268 19 ク ○

2 269 20 ク ○

2 270 21 ク ○

2 27 1 22 ク ○

22 72 　 23 ク ○

22 73 21－17 17 189 〃・ ○ 深 鉢形土 器底 部

22 74 190－1 ク ○

22 75 2 ク ○

22 76 3 ク ○

22 77 4 〃 ○

22 78 5 ク ○

22 79 6 ク ○

228 P 7 ク ○

228 1 8 〃 ○

228 2 9 〃 ○

228 3 10 ク ○

2284 11 ク ○

228 5 12 ク ○

228 6 191－1 ク ‘ ○

228 7 2 ク ○

228 8 3 ク ○

228 9 4 ク ○

2290 ．5 ク ○

229 1 6 ク ○

229 2 7 ク ○

2293 8 ク ○

2294 192－1 ク ○

2 295 2 ク ○

2296 3 ク ○

2 297 4 ク ○

2 298 5 ク ○

2 299 6 ク ○

2 300 7 ク ○

2 30 1 8 ク ○

2 302 9 ク ○

2 303 10 ク ○

23 04 11 ク ○

23 05 12 ク ○

23 06 ・13 ク ○

23 07 14 ク ○

23 08 15 一ケ ○

23 09 ．16 ク ○ 黒 曜石

23 10 193－1 ク ○

23 11 2 ク ○

23 12 2ト 15 11 3 ク ○ 沈線 文 土器

23 13 4 ク ○

23 14 5 ク ○

23 15 194－1 ク ○

23 16 2 ク ○

23 17 3 ク ○

23 18 4 ク ○

23 19 5 ク ○

232 0 6 ク ○

整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 ．文 時 代 石

P

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中中後後 晩 前 中 後 前 中後

23 21 194－7 D 5 ○

23 22 8 ク ○＿

23 23 9 ク ○

23 24 195－1 ク ○

23 25 2 ク ○

23 26 3 ク ○

23 27 4 ク ○

23 28 5 ク ○

23 29 6 ク ○

233 0 7 ク ○

233 1 ．8 ク ○

233 2 ．9 ク ． ○

233 3 10 〃 ○

233 4 11 ク ○

233 5 12 ク ○

233 6 13 ク ○

233 7 14 ク ○

233 8 15 ク ○

233 9 16 ク ○

234 0 17 ク ○

234 1 196－1 ク ○

234 2 2 ク ○

2 343 197－1 ク ○

2 344 2 ク ○

2 34 5 3 ク ○

2 34 6 4 ク ○

2 34 7 5 ケ ○

2 348 6 ク ○

2 34 9 7 ク ○

2 350 8 ケ ○

2 35 1 9 ク ○

2 352 10 ケ ○

2 353 11 ケ ○

23 54 12 ケ ○

23 55 13 ク ○

23 56 14 ク ○

23 57 15 ク ○

23 58 16 ク ○

23 59 17 ク ○

23 60 198－1 ．ク ○

23 6 1 2 ク ○

23 62 3 ク ○

23 63 4 ク ○

23 64 5 ク ○

23 65 6 ケ ○

23 66 7 ク ○

23 67 8 ク ○

23 68 9 ク ○

23 69 10 ク ○

23 70 11 ク ○

23 71 12 ク ○

23 72 13 ク ○

238 3 199－1 ク ○

237 4 2 ケ ○

237 5 3 ケ ○

237 6 4 ク ○

237 7 5 ク ○

237 8 6 ク ○

237 9 200－1 ク ・○

238 0 2 ク ○

238 1 3 ク ○

238 2 4 ケ ○

2 383 201－1 ク ○

2 384 2 〃 ○

2 38 5 3 ク ○

2 38 6 4 ク ○

2 387 5 ケ ○

2 388 202 ク ○ 黒曜石

2 389 203－2 〃 ○

2 390 3 ケ ○

2 39 1 4 ク ○

2 392 5 ケ ○

23 93 204－1 ク ○

23 94 2 ク ○

23 95 3 ク ○

23 96 4 ク ○

23 97 5 ク ○

23 98 205－1 ク ○

23 99 2 ク ○

24 00 4 ク ○

－78－



整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中職 後 晩 前 中 後 前 中 後

24 0 1 206－1 D 5 ○

24 02 2 〃 ○

24 03 3 ク ○

24 04 207－1 ク ○

24 05 2 ク ○

24 06 3 ク ○

24 07 2 1－11 208二1 ク ○

24 08 2 ク ○

24 09 3 ク ○ ③－（9

24 10 4 〃 ○

24 11 5 ク ○ ⑤－③

24 12 6 ク ○

24 13 7 ケ ○

24 14 8 ク ○

24 15 9 ク ○

24 16 20針1 ク ○

24 17 2 〃 ○

24 18 3 ク ○

24 19 210－1 ク ○

24 20 2 ク ○

24 21 210－3 ク ○

24 22 4 ク ○

24 23 5 ク ○

24 24 6 ク ○

24 25 7 ク ○

24 26 8 ク　r ○

24 27 9 ク ○

242 8 211－1 ク ○

242 9 2 ク ○

243 0 3 ク ○

243 1 4 〃 ○

243 2 5 ク ○

243 3 6 ク ○

2434 7 ク ○

243 5 8 ク ○

243 6 212－1 ク ○

243 7 2 ク ○

2 43 8 3 ク ○

24 3 9 4 ク ○

24 40 5 ク ○

24 4 1 6 ク ○

24 4 2 7 ク ○

24 43 8 ク ○

24 44 9 ク ○

24 45 10 ク ○

24 46 213－1 ク ○ ① －③

24 47 2 ク ○

24 48 3 ク ○ ③ －（り

24 49 4 ク ○

24 50 5 ク ○

24 5 1 6 ク ○

24 52 214－1 ク ○

24 53 2 ク ○

24 54 3 ク ○

24 55 4 ク ○

24 56 5 ク ○

24 57 215 ク ○

24 58 216－1 ク ○

24 59 2 ク ○

24 60 3 ク ○

24 6 1 217－1 ク ○

24 62 2 ク ○

24 63 3 ク ○

24 64 218－1 ク ○

24 65 2 ク ○

24 66 21㌢1 ク ○ ①－④

2 46 7 2 〃 ○

2 46 8 3 ク ○

2 46 9 4 ク ○ ④－①

2 47 0 220－1 ク ○

2 47 1 2 ク ○

2 47 2 3 ク ○

24 7 3 4 ク ○

24 74 5 ク ○

・24 7 5 6 〃 ○

24 7 6 7 〃 ○

24 77 8 ク ○

24 78 221－1 ク ○ ①－⑳

24 79 2 ク ○

24 80 3 ク ○

整理

番号

挿図

N 0 ．

図 版

N o ．

遺物

N 0 ．

出土
地 点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　 老

早 前 中前中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

24 8 1 221－4 D 5 ○

24 82 5 一ケ ○

24 83 6 ケ ○

24 84 7 〃 ○

24 85 222－1 ク ○

24 86 2 ク ○

24 87 3 ．ク ○

24 88 4 ク ○

24 89 5 〃 ○

24 90 223－1 ク ○

24 9 1 2 〃 ○

24 92 3 ク ○

24 93 4 〃 ○

24 94 5 ク ○

24 95 6 ク ○

24 96 7 ク ○

24 97 8 ク ○ ⑧ －⑳

24 98 224－1 ク ○

24 99 2 ク ○

2 500 3 ク ○

2 50 1 225－1 ク 0

2 502 2 ク ○

2 503 4 ク ○

2 504 226 一ケ ○

2 505 227 ク ○

2 506 228 ク ○

2 507 229－1 ク ○

2 508 2 ク ○

2 509 3 ケ ○

2 510 4 ク ○

25 1 1 5 ク ○

25 12 6 ク ○

25 13 7 ク ○

25 14 8 ク ○

25 15 230－1 ク ○

25 16 2 ク ○

25 17 3 ク ○

25 18 4 ケ ○

25 19 「D ク ○

25 20 6 ク ○

25 21 23ト1 ケ ○

25 22 2 ク ○

25 23 232－1 ク ○

25 24 2 ク ○

25 25 3 ク ○

25 26 4 ク ○

25 27 233－3 ク ○

25 28 4 ク ○

25 29 b ク ○

253 0 6 ク ○

253 1 7 ク ○ ① －⑧ －⑨

253 2 8 ク ○ ⑧ －⑳ －⑦

253 3 9 ク ○ ◎ －⑦ －（砂

253 4 234－1 ク ○

253 5 2 ク ○

253 6 3 ク ○

253 7 4 〃 ○

253 8 「〇 ク ○

253 9 6 ク ○

254 0 235－1 ク ○

254 1 2 ク ○

254 2 3 ク ○

254 3 4 ク ○

2544 D ク ○

254 5 6 ク ○

254 6 7 ク ○

254 7 236－1 ク ○

2548 2 〃 ○

254 9 3 ク ○

2550 4 ク ○

2 55 1 5 ク ○

2552 237－1 ク ． ○

2 553 2 ク ○ 黒曜 石

2 554 21－15 21 238－1 ケ ○ 石　 錘

2 555 2 ク ○

2 556 3 ク ○

2 557 4 ク ○

2 558 5 ク ○

2 559 6 ケ ○

2 560 7 ク ○

－79－



整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N o ・

出土
．地点
グリッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

、平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中幡 後 晩 前 中 後 前 中後

25 6 1 238－8 D 5 ○

25 62 9 ク ○

25 63 10 ク ○

25 64 22－2 11 ク ○ 打 製石斧

25 65 239－1 ク ○

25 66 2 ク ○

256 7 3 ク ○

256 8 4 ク ○

256 9 5 ク ○

257 0 6 〃 ○

257 1 7 〃 ○

257 2 8 ‘ク ○

2573 240－1 ク ○

2574 2 ク ○

257 5 3 ク ○

2576 4 ク ○

2 577 5 ク ○

2 578 21－1 6 ク ○ 深　 鉢

2 579 241 ク ○

2 580 242－1 ク ○ ① －③

2 58 1 2 〃 ○

2 582 3 ク ○ ③ －①

2 583 243－1 ク ○ ① －（参

2 584 2 ク ○ ② －①

2 585 3 ク ○

2 586 4 ク ○

25 87 244－1 ク ○

25 88 2 ク ○ ②－（診

258 9 3 ク ○ ③－②

25 90 245－1 ク ○

25 91 2 ク ○

259 2 246－1 ク ○

259 3 22－1 2 1 2 ク ○ 打 製石斧

2594 3 ク ○

259 5 247－1 ク ○

259 6 2 ク ○

2 59 7 3 ク ○

2 598 4 ク ○

2 599 5 ク ○

2 600 248－1 ク ○

2 60 1 2 〃 ○

2 602 3 ク ○

2 603 4 ク ○

2 604 5 ク ○

2’6 05 249 ク ○

26 06 250－1 ク ○

26 07 2 ク ○

26 08 3 ク ○ 土 師器③ －⑳

26 09 251－1 ク ○

26 10 3 ク ○

26 11 4 ク ○

26 12 5 ク ○

26 13 6 ク ○

26 14 9 ク ○ 土 師器⑨ －㊨

26 15 10 ク ○

26 16 252－1 ク ○

26 17 2 ク ○

26 18 3 〃 ○

2 6 19 5 ク ○

2 620 6 ク ○

2 62 1 253－1 ク ○

2 622 2 ク ○

2 623 3 ク ○

2 624 4 ク ○

26 25 5 〃 ○

26 26 ． 6 ク ○

26 27 254 ク ○

26 28 255－1 ク ○

26 29 2 ク ○

263 0 3 ク ○

263 1 4 ク ○

263 2 5 〃 ○

2633 256－1 ク ○

2634 2 〃 ○

2635 3 ク ○

2636 257－1 ク ○

2 637 22－6 2 ク ○ 打 製石斧

2 638 258－1 ケ ○

2 639 2 ク ○

2 640 3 ク ・○

整 理

番 号

挿図

N 0 ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

・早 前 輔 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

264 1 258－4 D 5 ○

2 64 2 259 ク ・○

2 643 260－1 ク ○

2 644 2 ク ○

2 645 261－1 〃 ○

2 646 2 ク ○

2 647 262－1 ク ○

．2 648 2 ク ○

2 649 263－1 ク ○

26 50 2 ク ○

26 5 1 3 ク ○

26 52 4 ク ○

26 53 22－9 2 1 5 ク ○ 打製 石斧

26 54 6 ク ○ ⑥－（∋

26 55 7 ク ○ ⑦－⑥　 －

26 56 264－1 一ケ ○

26 57 2 〃 ○

26 58 3 〃 ○

265 9 4 ク ○

266 0 5 ク ○

266 1 6 ク ○

266 2 7 ク ○

266 3 8 ク ○

266 4 9 ク ○

266 5 10 ク ○

2 66 6 11 ク ○

2 66 7 265－1 ク ○

2 668 2 ク ○

2 66 9 3 ク ○

2 670 4 ク ○

2 67 1 5 ク ○

2 672 6 ク ○

2 673 7 ク ○

2 674 266－1 ク ○

2 675 2 1－13 11 2 ク ○ ② －⑤－⑲ 沈線文土器

26 76 3 ク ○

26 77 4 ク ○

26 78 2ト 13 11 b ク ○ ⑤－⑳ －⑬

26 79 6 ク ○

268 0 2ト5 7 ク ○ ⑦－⑨

268 1 8 一ケ ○

268 2 2 ト5 9 ク ○ ⑨ －（り

268 3 2ト 13 1 1 10 ク ○ ⑲－②－⑤

268 4 267－1 ク ○

268 5 2 ク ○

268 6 3 ケ ○

268 7 4 ク ○

268 8 5 〃 ○

268 9 6 ケ ○

269 0 7 ク ○

269 1 8 ク ○

269 2 9 ケ ○

2693 10 ク ○

2 694 268－1 ク ○

2 695 2 ク ○

2 696 3 ク ○

2 697 5 ク ○

2 698 6 ク ○

2 699 7 ク ○

2 700 8 ク ○

2 70 1 9 ク ○

27 02 10 ク ○

27 03 11 ク ○

27 04 12 ク ○

27 05 13 〃 ○

27 06 14 ク ○

270 7 15 ク ○

270 8 269－1 ・lク ○

270 9 2 ク ○

27 10 3 ク ○

27 11 4 ク ○

27 12 5 ク ○ 黒曜 石

27 13 270－1 ク ○

2 7 14 2 ク ○

2 7 15 3 ク ○

2 7 16 4 ク ○

2 7 17 b ク ○

2 7 18 6 ク ○

2 7 19 27111 ク ○

2 720 2 ク ○

－80－



整 理

番号

挿図

N 0 ．

図 版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地 点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中幡 後 晩 前 中 後 前 中 後

272 1 271－3 D 5 ○ ③ －⑤

272 2 4 ク ○

2723 5 〃 ○ ⑤ －（参

2724 6 ク ○

272 5 7 ク ○

2 72 6 8 ク ○

2 727 9 ク ○

2728 10 ク ○

2 72 9 21－7 11 ク ○

2 730 272－1 ク ○

2 73 1 2 ク ○

2 732 273－1 〃 ○

2 733 2 ク ○

2 734 3 ク ○

2 735 5 ク ○

2 736 274－1 ク ○

2 737 2 ク ○ 黒 曜石

2 738 3 ク ○ 黒 曜石

2 739 4 ク ○ 黒 曜石

2 740 275－1 ク ○

2 74 1 2 ク ○

2 742 3 ク ○

2 743 4 ク ○

2 744 276－1 ク ○

27 45 2 ケ ○

27 46 3 ク ○

274 7 4 ク ○

274 8 5 ク ○

274 9 6 ク ○

27 50 277－1 ク ○

27 51 3 ク ○

27 52 4 ク ○

27 53 5 ク ○

27 54 278－1 ク ○

27 55 2 ク ○

27 56 3 ク ○

27 57 4 ケ ○

27 58 5 ク ○‘

275 9 6 ク ○

276 0 7 ク ○

276 1 8 ク ○

276 2 9 ク ○

2 76 3 27針1 ク ○

2 764 2 ク ○

2 76 5 3 ク ○

2 76 6 4 ケ ○

2 76 7 5 〃 ○

2 768 6 ク ○

2 769 7 ク ○

2 770 280－1 ク ○

2 77 1 2 ク ○

2 772 3 ク ○

2 773 4 ク ○

27 74 5 ク ○

27 75 6 ク ○

27 76 7 ク ○

27 77 281－1 ク ○

27 78 2 ク ○

27 79 3 ク ○

27 80 4 ク ○

27 81 5 ク ○

27 82 6 〃 ○

27 83 282－1 ク ○

278 4 2 ク ○

278 5 3 〃 ○ ③ －⑤

278 6 4 ク ○

278 7 5 ク ○ ⑤－（診

278 8 6 ク ○

2 78 9 7 ク ○

2 79 0 8 ク ○

2 79 1 283－1 ク ○

2 79 2 2 ク ○
l

2 793 ．3 ク ○

2 794 4 ク ○

2 795 5 ク ○

27 96 284－1 ク ○

27 97 2 ク ○

27 98 4 ク ○

27 99 5 ク ○

28 00 6 ク ○

整理

番 号

挿 図

N 0 ．

図版

N o ．

遣物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中中後後 晩 前 中後 前 中 後

280 1 285－3 D 5 ○

280 2 4 ク ○

280 3 5 ク ○

280 4 6 ク ○

280 5 286－1 ク ○

280 6 2 ク ○

280 7 3 ク ○

280 8 4 ク ○

280 9 287－2 ク ○

28 10 3 ク ○

28 11 4 ク ○

28 12 5 ク ○ 黒曜 石

28 13 6 ク ○

28 14 288－1 ク ○

28 15 2 ク ○

28 16 3 ク ○

28 17 289「l ク ○

28 18 2 ク ○

28 19 290－1 ．ケ ○

282 0 2 ク ○

282 1 3 ク ○

2 82 2 4 ク ○

2 82 3 5 ク ○

2 824 6 ク ○

2 82 5 7 ク ○

2 82 6 8 ク ○

2 82 7 9 ク ○

2 828 10 ク ○

2 82 9 29ト1 ク ○

2 830 2 イ′ ○

2 83 1 3 〃 ○

2 83 2 22－12 2 1 292 ク ○ 打 製石 器

2 833 293－1 ク ○

2 834 2 ク ○

2 835 3 ク ○

2 836 4 ク ○

2 837 b 〃 ○

2 838 6 一ケ ○

2 839 7 〃 ○

2 840 8 〃 ○

28 4 1 294 ク ○

28 42 295－2
〃 ○

28 43 3 ク ○

28 44 4 ク ○

28 45 5 ク ○

28 46 6 ク ○

28 47 7 〃 ○

28 48 296－1 ク ○

284 9 2 ク ○

28 50 3 ク ○

28 5 1 4 ク ○

28 52 5 ケ ○

28 53 6 ク ○

28 54 7 ク ○

28 55 8 ク ○

28 56 9 ク ○

28 57 10 ケ ○

28 58 11 ク ○

28 59 12 ク ○

28 60 13 ク ○

286 1 14 〃 ○

286 2 15 ク ○

286 3 16 ク ○

286 4 17 ク ○

286 5 18 ク ○

286 6 19 ク ○

286 7 297－1 ク ○

286 8 2 ク ○

286 9 3 ク ○

2870 4 ク ○

287 1 6 〃 ○

2 87 2 21－2 1 1 1 298－1 ク ○ 賓

2 873 2 ク ○ ② －（卦

2 874 3 ク ○ ③ －②

2 875 4 ク ○

2 876 5 ク ○ ⑤ －⑥

2 877 6 ク ○ ⑥ －（9

2 878 299－1 ク ○

28 79 3 ク ○

28 80 2 ト18 11 300－1 ク ○ 1

－81－



整理

番号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
列 ッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 欄 中中職 後 晩 前 中 後 前 中 後

28 81 2 ト18 11 300－2 D 5 ○

28 82 21－18 11 3 ク ○ ①一路 ④－⑤－⑥－①

28 83 2ト 18 11 4 ケ ○ 深鉢 形土 器

28 84 2ト 18 11 5 ク・ ○

28 85 21－18 11 6 ク ○

28 86 21－18 11 ．7 ク ○

28 87 30ト1 ク ○

28 88 2 ク ○

28 89 3 ク ○

28 90 4 ク ○

28 91 5 ク ○

28 92 6 ク ○

28 93 7 ク ○

28 94 8 ク ○

28 95 302－1 ク ○

289 6 2 ク ○

289 7 3 ク ○

289 8 303－1 ク ○

289 9 2 ク ○

2 900 3 ク ○

2 90 1 4 ク ○

2 90 2 ・5 ク ○

2 903 304－1 ク ○

2 904 2 ク ○

2 905 3 ク ○

2 906 4 ク ○

2 907 5 ク ○

2 908 6 ク ○

2 909 7 ク ○

2 910 8 ク ○

2 91 1 9 ク ○ 黒 曜石

29 12 10 ク ○ 黒 曜石

29 13 11 ク ○ 黒 曜石

29 14 305－1 ク ○

29 15 2 ク ○

29 16 3 ク ○

29 17 4 ク ○

29 18 5 ク ○

29 19 22－10 2 1 306－1 ク ○ 磨製 石斧

292 0 2 ク ○

292 1 3 ク ○

292 2 4 ク ○

292 3 5 ク ○

2 924 6 一ケ ○

2 92 5 7 ク ○

2 92 6 8 ク ○

2 927 9 ク ○

2 928 10 ク ○

2 929 11 ク ○

2 930 307－1 ク ○

2 93 1 2 ク ○

2 932 3 ク ○

2 933 4 ク ○

2 934 5 ク ○

2 935 308－1 ク ○

29 36 2 ク ○

29 37 3 ク ○

29 38 4 ク ○

29 39 6 ク ○

294 0 7 ク ○

294 1 8 ク ○

294 2 30年1 ク ○

294 3 2 ク ○

2944 3 ク ○

294 5 310－1 ク ○ ①－③－⑤

294 6 21－2 2 ク ○

294 7 3 ケ ○ ③－①－⑤

2 948 4 ク ○

2 949 5 ク ○ ⑤－①－（診

2 950 6 ク ○

2 95 1 311－1 〃 ○

2 952 2 ク ○

2 953 3 ク ○

2 954 4 ク ○

2 955 5 ク ○

2 956 6 ク ○

29 57 312－1 ク ○

29 58 2 ク ○

29 59 3 ク ○

29 60 4 〃 ○

整 理

番号

挿図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考 ‾

早 前 帽 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

2 96 1 313－1 D 5 ○

2 962 2 ク ○

2 963 3 ク ○

2 964 4 ク ○

2 965 314－1 ク ○

2 966 2 ケ ○

2 967 3 ケ ○ 黒 曜石

2 968 4 ク ○

2 969 5 ク ○

2 970 315－1 ケ ○

29 7 1 2 ク ○

29 72 3 ク ○

29 73 4 ケ ○

29 74 5 ク ○

29 75 6 ク ○

29 76 7 ク ○

29 77 8 ク ○

29 78 9 ク ○

29 79 10 ク ○

298 0 11 〃 ○

298 1 12 ク ○

298 2 13 ク ○

298 3 316－1 ク ○

298 4 2 ク ○

298 5 317－1 ク ○

298 6 2 ケ ○

298 7 3 ク ○

298 8 4 ク ○ 黒曜 石

298 9 5 ク ○

2990 21－19 1 1 6 ク ○ 沈線 文土 器

299 1 7 ク ○

299 2 318－1 ク ○ 黒曜 石

2993 3－ ケ ○

2994 4 〃 ○

2995 5 〃 ○

2 996 6 ク ○

2 997 7 ク ○

2 998 319－1 ク ○ ① －（卦

2 999 2 ク ○ ② －①

3 000 320 ク ○

3 00 1 321 1 ケ ○

30 02 322ニ2 ク ○

30 03 3 ク ○

30 04 4 ク ○

30 05 323－1 ク ○

30 06 2 ク ○

30 07 3 ク ○

30 08 4 〃 ○

30 09 5 ク ○

30 10 6 ケ ○ 黒 曜石

30 11 324－1 ク ○

30 12 2 ク ○

30 13 3 ク ○

30 14 2 1－8 4 ク ○

30 15 325－1 〃 ○

30 16 2 ク ○

30 17 326－1 ク ○

30 18 2 ク ○

30 19 3 ク ○

3 02 0 327－2 ク ○

302 1 328 ・ケ ○

3 02 2 329－1 ク ○

3 023 2 ケ ○

3 024 3 ク ○

3 02 5 4 ク ○

3 026 5 ク ○

3 027 21－9 330－1 〃 ○ ① －③ －①

3 028 2 ク ○

3 029 2ト9 3 ‘ク ○ ⑳ －① －く固≡p

3 030 331－1 ク ○

3 03 1 2 ク ○

30 32 4 ク ○

30 33 21－9 5 ク ○ ⑤ －⑥ －（巫 む

30 34 332－1 ク ○

30 35 2 ク ○

30 36 333－1 ク ○

30 37 2 ク ○

30 38 3 〃 ○

30 39 334－1 ク ○

304 0 2 ク ○

－82－



整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
列 ッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 欄 中中暢 後 晩 前 中 後 前 中後

30 4 1 334－3 D 5 ○

3 042 4 ケ ○

3 043 5 ク ○

3 044 335－1 ク ○

3 045 2 ク ○

3 046 3 〃 ○

3 047 4 ク ○

3 048 336－1 ク ○

3 04 9 2 ク ○

3 050 337－1 ク ○

3 05 1 2 ク ○

3 05 2 3 ク ○

3 05 3 4 ク ○

3 054 338－1 ク ○

3 05 5 2 ク ○

3 05 6 3 ク ○

3 05 7 4 ク ○

3 05 8 339 ク ○ 黒曜 石

3 05 9 340 ク ○

3 06 0 341－1 〃 ○

3 06 1 2 ク ○

3 06 2 3 ク ○

3 06 3 342－1 ク ○

3064 2 ク ○

306 5 3 ク ○

306 6 4 ク ○

3 06 7 5 ク ○

306 8 6 ク ○

3 06 9 7 ク ○

307 0 343－1 ク ○

3 07 1 ‘2 ク ○

307 2 3 ク ○

307 3 344－1 〃 ○

3074 2 ク ○ ② －④

307 5 3 ク ○

307 6 4 ク ○ ④－②

307 7 5 ク ○

307 8 6 ク ○

307 9 7 ク ○

308 0 8 ク ○

308 1 9 ク ○

308 2 10 ク ○

308 3 11 ク ○

3084 345－1 ク ○ ①－③

308 5 2 ク ○

308 6 3 ク ○ ③－①

308 7 4 ク ○

308 8 5 ク ○

308 9 6 ク ○

309 0 7 ク ○

309 1 8 ク ○

309 2 9 ク ○

309 3 10 ク ○

3094 11 ク ○

309 5 12 〃 ○

3 09 6 13 ク ○

3 09 7 14 ク ○

3 09 8 15 ク ○

3 0°9 9 346－1 ク ○

3 10 0 2 〃 ○

3 10 1 347－1 ク　‾ ○

3 10 2 2 ク ○

3 10 3 3 ク ○

3 104 4 ク ○

3 10 5 5 〃 ○

3 10 6 6 ク ○

3 10．7 348－1 〃 ○

3 10 8 2 ク ○

3 10 9 3 ク ○

3 1 10 4 ク ○

3 1 11 5 ク ○

3 1 12 34㌢1 ク ○

3 1 13 2 ク ○

3 1 14 3 ク ○

3 1 15 350－1 ‘ク ○

3 1 16 2 ク ○

3 1 17 3 ク ○

3 1 18 4 ク ○

3 1 19 35112 ク ○

3 120 352－1 ク ○

整理

番号

挿図

N 0 ．

図 版

N 0 ．

遺物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中中後後 晩 前 中 後 前 中 後

3 12 1 352－2 D 5 ○

3 12 2 3 ‘ク ○ 石　 鍍

3 123 4 ク ○

3 124 353－1 ク ○

3 12 5 ・2 ク ○

3 12 6 3 ク ○

3 12 7 354－1 ク ○

3 12 8 2 ク ○

3 12 9 3 ク ○

313 0 355－1 ク ○

3 13 1 2 ケ ○

313 2 4 ケ ○

3 13 3 5 ケ ○

3 13 4 6 ク ○

3 13 5 7 ．ケ ○

3 13 6 8 ク ○

3 13 7 10 ク ○

3 13 8 11 ク ○

3 13 9 356－1 ク ○

3 14 0 2 ク ○

3 14 1 3 ク ○

3 14 2 4 ク ○

3 14 3 5 ク ○

3 14 4 6 ク ○

3 14 5 7 ケ ○

3 14 6 8 ク ○

3 14 7 9 ク ○

3 14 8 10 ク ○

3 14 9 2ト 16 11 11 ケ ○ 沈線 文 土器

3 150 12 ク ○

3 151 357－1 ク ○

3 152 2 〃 ○

3 153 3 ケ ○

3 154 4 ク ○

3 155 5 ク ○

3 156 6 ケ ○

3 157 359－1 ク ○

3 158 2 ク ○

3 159 3 ク ○

3 160 4 ク ○

3 16 1 5 ク ○

3 162 6 ケ ○

3 163 7 ク ○

3 164 8 ケ ○

3 165 12 ク ○

3 166 360－1 イ′ ○

3 167 2 ク ○

3 168 3 ク ○

3 169 5 ク ○

3 170 6 ク ○

3 17 1 7 ク ○

3 172 9 ク ○

3 173 22－3 2 1 10 ク ○ 打 製石 斧

3 174 11 ク ○

3 175 12 ク ○

3 176 13 ク ○

3 177 14 ク ○

3 178 15 ケ ○

3 179 16 ク ○

3 180 17 ク ○

3 18 1 18 ク ○

3 182 19 ク ○

3 183 ・20 ク ○

3 184 21 ケ ○

3 185 22 ク ○

3 186 23 ク ○

3 187 24 ク ○

3 188 27 ケ ○

3 189 28 ケ ○

3 190 29 ケ ○

3 19 1 30 〃 ○

3 192 31 ケ ○

3 193 32 一ケ Q

3 194 33 ク ○

3 195 34 ク ○

3 196 35 ・ケ ○

3 197 36 ク ○

3 198 ト1 E l ○ ※

3 199 2 ク ○

3 200 24－3 11 3 ケ ○

※El一第7号住居址

－83－



整 理

番号

挿図

N o

図 版

．N o ．

遺物

N 0 ．

出土
地 点
ダリッ

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古

麦

奈

良

、平 安 中

泉世
備　　　　 考

整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N 0 ．

遺 物

N o ．

出土
地点
ダリット

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古

麦

奈

良

、平 安 中

泉世
備　　　 考 ＿

ド早 ＿1ム日り哺 中中幡 孝麦晩 前 中老 前 中 老 こ早 ．＿ゝ．▲＿日引中前中中中鋸麦晩 口前 中老 前 中 毒

3 20 1 1－4　 E l ○ 328 1 7－3　D 6 ○

3 202 7　 ク ○ 328 2 8－1 ク ○

3 203 2 ク ○ 328 3 2　 ク ○

3 204 3 ク ○ 3284 3　 ク ○ 磨 製 石斧

32 05 4－1 ケ ○ 3 28 5 4　 〃 ○ 打 製 石斧

32 06 3 ク ○ 3 28 6 9－1　 〃 ○ 灰 粕 陶器

320 7 4 ケ ○ 3 287 2　 ク ○

320 8 5 ク ○ 3 288 3 ク ○

320 9 5 ク ○ 3 289 4 ク ○ 黒 曜石

3 2 10 24－11 2 1 6－1 ク ○ 打製 石斧 3 290 5 ク ○ 黒 曜石

3 2 11 24－13 2 ク ○ 磨製 石斧 32 9 1 6 ク ○ 黒 曜石

3 2 12 24－4 1 1 7－1 ク ○ 32 92 10－1 ク ○

3 2 13 　 2 ク ○ 32 93 2 ク ○

3 2 14 3 ク ○ 32 94 26－5 11 3 ク ○

3 2 15 4 ク ○ 32 95 4 一ケ ○

3 2 16 24－12 8－1 ク ○ 打 製石 斧 32 96 5 ク ○

3 217 24－8 11 2 ク ○ ② －④ －（9 32 97 11 ク ○

3 218 24－8 11 4 ク ○ ㊨ －⑤ －② 329 8 12－1 ク ○ 須 恵 器

32 19 24－8 11 5 ク ○ ⑤ －② －④ 329 9 2 ク ○

32 20 針2 ク ○ 3 30 0 26－7 1 1 3 ク ○ 斜 縄 文土 器

32 21 3 ク ○ 3 30 1 13 ‾ ク ○

32 22 4 ク ○ 3 30 2 14－1 ク ○

32 23 6 ク ○ 3 303 2 ク ○

32 24 7 ク ○ 3 304 3 ク ○

322 5 10 ク ○ 3 305 4 ク ○

322 6 11－2 ク ○ 33 06 5 ク ○

3 22 7 3 ク ○ l 33 07 6 ク ○

3 228 4 ク ○ 33 08 7 ク ○

3 22 9 12－2 ク ○ 33 09 8 ク ○

3 230 24－14 2 1 3 ク ○ 磨　 石 33 10 9 ク ○

3 23 1 4 ク ○ 石　 匙 33 11 10 ノケ ○

3 232 24－10 21 13－2 ク ○ 打 製 石斧 33 12 11 ク ○

3 233 3 ク ○ 33 13 12 ク ○

3 234 4 ク ○ 33 14 13 ク ○

32 35 5 ク ○ 3 3 15 14 ク ○

32 36 6 ク ○ 3 3 16 15 ク ○ 打 製 石斧

32 37 7 〃 ○ 3 3 17 16 ク ○ 打 製 石斧

323 8 8 ク ○ 3 3 18 17 ク ○ 打 製石 斧

323 9 9 ク ○ 3 319 18 ク ○

324 0 10 ク ○ 33 20 19 ク ○ 打 製石 斧

3 24 1 11 ク ○ 33 2 1 15－1 ク ○

3 24 2 14－1 ク ○ 33 22 2 ク ○ ② －③灰 粕 陶器

3 243 2 ク ○ 33 23 3 ク ○ ③－（塾灰 粕 陶器

3 244 15 ク ○ 33 24 16－1 ク ○

32 45 16－1 ク ○ 33 25 2 ク ○

32 46 2 ク ○ 332 6 3 ク ○

32 47 24●2 11 3 ク ○ 332 7 26－3 1 1 17－1 ク ○ 深鉢 形土 器

324 8 4 ク ○ 332 8 26－9 1 1 2 ク ○

324 9 5 ク ○ 332 9 18－1 ク ○

32 50 6 ク ○ 3 330 2 ク ○

32 51 17－1 ク ○ 3 33 1 19 一ケ ○

325 2 2 ク ○ 黒 曜石 3 332 20－1 ク ○

3 25 3 24－1 1 1 3 〃 ○ 探鉢 形土 器 3 333 2 ク ○

3 254 4 ク ○ 3 334 3 ク ○

3 25 5 24－9 5 ク ○ 33 35 26－1 16 中 4 ク ○ 深 鉢形 土器

3 256 24－7 1 1 6 ク 1 ‘○ 33 36 b ク ○

32 57 18 ク ○ 33 37 6 ケ ○

32 58 24－15 1㌢1 ク ○ 黒曜石、横刃型石器 33 38 7 ク ○

32 59 2 ク ○ 黒曜石 33 39 26－2 11 8 ク ○ 斜縄 文 土器

32 60． 3 ク ○ 黒曜石 34 0 9 ケ ○

32 61 24－5 11 20 ク ○ 34 1 26－20 21－1 ク ○ 石　 鉱

32 62 24－6 11 21 ク ○ ①－⑳ －⑳ －⑳ 34 2 26－18 2 ク ○ 灰 牙由陶器 、碗

32 63 24－6 1 1 22－1 ク ○ 34 3 3 ク 鉄

3 264 24－6 11 2 ク ○ 34年 22－1 ク ○

3 26 5 24－6 1 1 3 ク ○ 34 5 2 ク ○ 打 製 石斧

3 26 6 26－8 1 1 1 D 6 ○ 探 鉢形土 器　 ※ 34 6 3 ク ○ 蔽　 石

3 267 2－1 ク ○ 847 23－1 ク ○

3 268 2 ク ○ 打製 石斧 3 48 2 ク ○ 天　 日

3 269 26－10 11 3 ク ○ 3 49 24－1 ク ○

32 70 26－4 3 ク ○ 探鉢 形土 器 33 50 2 ク ○

32 7 1 26－11 11 4－1 ク ○ 33 5 1 3 ク ○

3 2 72 2 ク ○ 33 52 4 ク ○

3 2 73 5－1 ク ○ 33 53 5 ク ○

3 2 74 2 ク ○ 335 4 6 ク ○ 打製 石斧

3 27 5 3 ク ○ 335 5 7 ク ○ 石　 錘

3 27 6 6－1 ク ○ 3 35 6 8 ク ○

3 27 7 26－13 20 2 ク ○ 打 製石 斧 3 35 7 9 ク ○

3 278 26－15 20 3 ク ○ 打 製石斧 3 358 10 ク ○

23 79 26－12 7－1 ク 茶釜 の ふた① －（参 3 35 9 11 ク ○ 打 製 石斧

3 280 26－12 2 ク ク　　　 ② －① 3 360 12 ク ○ 打 製 石斧

※D6－第8号住居址

－84－



整 理

番号

挿図

N 0 ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中幡 後 晩 前 中後 前 中 後

336 1 24－13 D 6 ○

336 2 14 ク ○

336 3 25－1 ク ○ 横刃 型石 器

33 64 2 ク ○

33 65 3 ク ○ 打 製石斧

33 66 4 ク ○

33 67 26－1 〃 ○ 灰 粕陶 器

33 68 ‘2 ケ ○

33 69 3 ク ○

33 70 4 ク ○

33 7 1 5 ク ○

33 72 26－19 27－1 ク ○ 天 目茶 碗

33 73 2 ク
○ 須 恵器

33 74 28－1 ク ○

33 75 2 〃 ○

3 376 3 ク ○

3 377 2年2 ク ○

3 378 3 ク ○

3 379 4 ク ○

3 380 5 ク ○

3 38 1 30 ク ○

3 38 2 31－1 ク ○

3 383 2 ク ○

3 384 3 ケ ○

3 38 5 4 ・ク ○

3 38 6 5 ク ○

3 38 7 6 ク ○

338 8 7 ク ○

338 9 8 ケ ○

33 90 26－6 11 9 ク ○ 深 鉢形 土器

33 91 10 ク ○

33 92 26－17 11 ク ○ 須 恵器 、碗

33 93 12 ク ○

33 94 13 ク ○

33 95 14 ケ ○

33 96 15 ケ ○

33 97 16 ク ○

33 98 17 ク ○

33 99 18 ク ○

34 00 19 ク ○

34 0 1 26－16 20 32 ク ○ 石　 錘

34 02 26－14 20 33－1 ク ○ 磨 製 石斧

34 03 2 ク ○ 打 製 石斧

34 04 34 ク ○

34 05 26－21 22 35 ク ○ 石　 皿

34 06 26－22 22 36 ク ○ 石　 皿

34 07 1 G 5 ○ ※

34 08 2 ケ ○ 灰 粕 陶器

34 09 3－1 ．一ケ ○

34 10 2 ク ○

34 1 1 3 1－54 19 4－1 ク ○ 打製 石斧

34 12 29－31 2 ク ○ 土 師器底 部

34 13 5 ク ○

34 14 6 ケ ○

34 15 7 ク ○ 石　 匙

34 16 8 ク ○

34 17 9 ク ○

34 18 10 ケ ○

34 19 11 ク ○

3 420 12 ク ○

3 42 1 13 ク ○

3 42 2 14 ケ ○

3 423 15 ク ○

3 424 16－1 ク ○

3 42 5 2 ク ○

3 42 6 18－2 一ケ ○

3 42 7 3 〃 ○

3 42 8 30－37 19 ク ○ 打 製石 斧

3 42 9 20－1 ク ・○

3 43 0 2 ク ○

3 43 1 ． 3 ク ○

3 43 2 22－1 ク ○

3 43 3 2 ク ○

3 434 3 ケ ○

3 43 5 24 ケ ○

3 43 6 25 ク ○

3 43 7 26 ク ○ 口縁部

3 43 8 27－1 ク ○

3 43 9 2 ク ○

3 44 0 28 ク ○

※G5－第1号住居址

整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

34 4 1 29 G 5 ○

34 42 30 ク ○ 灰粕 陶 器

34 43 31 ク ○ 敲　 石

34 44 32 ク ○

34 45 33 ク ○ 摺　 石

34 46 34 ク ○ 打 製石 斧

34 47 35－1 〃 ○

3 448 2 ク ○

3 44 9 3 ケ ○

3 45 0 4 ク ○

3 45 1 5 〃 ○

345 2 6 ク ○

34 53 36 ク
炭化物

34 54 37－1 〃 ○ 蔽　 石

34 55 2 〃 ○

34 56 38－1 ク ○

34 57 2 ク ○

34 58 39 ク ○ 打製 石斧

34 59 40 ク ○ 横刃 型石 器

34 60 41－1 ク ○

34 61 2 ク ○

34 62 3 ク ○

34 63 4 ク ○ 石　 釘

34 64 42 〃 ○

34 65 43－1 ク ○ 敲　 石

34 66 2 ク ○

34 67 3 ク ○

34 68 朝 ク ○

3 469 45－1 ク ○

3 470 2 ク ○

3 47 1 3 ク ○ 摺　 石

3 472 46 ク ○ 灰 粕 陶器 、口縁 部

3 473 47 ケ ○

3 474 48 〃 ○

3 47 5 49－1 ク ○ 灰 粕 陶器

347 6 2 ク ○

347 7 3 ク ○

347 8 50－1 〃 ○ 打 製 石斧

347 9 2 ク ○ 打 製 石斧

348 0 3 ク ○ 打製 石斧

348 1 4 ク ○ 打製 石斧

348 2 5 ク ○ 磨製 石斧

348 3 51－1 ク ○ 摺　 石

348 4 2 〃 ○

34 85 52－1 ク ○ 摺　 石

34 86 2 ク ○

34 87 30－46 53 ク ○ 敲　 石

34 88 54－1 ケ ○

34 89 2 ク ○ 打 製石斧

34 90 55． 〃 ○ 摺　 石

34 9 1 56 〃 ○ 灰粕 陶器 、 無粕

34 92 57 ク ○

34 93 58 ケ ○ 横 刃塑 石器

34 94 59－1 ク ○

34 95 2 ク ○

34 96 3 ク ○

34 97 60－1 ク ○ 喪

34 98 2 ク ○

34 99 62－1 ケ ○

3 500 2 ク ○ 蔽　 石

3 50 1 3 〃 ○

3 50 2 糾 ク ○

3 503 65 ク ○

3 504 66－1 ク ○ 横 刃型 石 器

3 50 5 2 〃 ○

3 50 6 67 〃 ○

3 50 7 68 ク ○

3 50 8 70 ク ○

350 9 71 ク ○

35 10 72－1 ク ○

35 11 2 ク ○

35 1．2 74 ケ ○ 摺　 石

35 13 76 ク ○

35 14 77－1 ク ○

35 15 2 ク ○

35 16 3 ク ○

35 17 78－1 ク ○

35 18 80－1 ク ○

35 19 2 ク ○ 黒曜 石

35 20 3 ク ○ 黒曜 石

－85－



整 理

番 号

挿 図

N o

図版

．N o

遺物

．N o

出土
地点

・列ッ

縄 文 時 代 石 弥 生 古

麦

奈

良

、平 安 中

泉世
備　　　　 考

整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古

麦

奈

良

、平 安 中

泉世
備　　　　 考

ド早 ＿ゝ上＿日帥帽中中嶋 孝麦晩 前 中老 前 中 寺 t 早 JLと一日り中前仲中中離麦晩 口前 中 寺 前 中4

352 1 81 G 5 ○ 横 刃 型石 器 36 01 122 G 5 ○

3 52 2 82－1 ク ○ 36 02 123 ク ○

3 52 3 2 ．ク ○ 36 03 124－1 ク ○

3 524 83－1 ク ○ 360 4 2　 ク ○

3 52 5 2　 ク ○ 360 5 125 ク ○

3 526　 ‾ 3　 ク ○ 360．6 126 ク ○ 横 刃 塑石 器

3 527 4　 ク ○ 3 60 7 127 ク ○

3 528 5　 ク ○ 3 60 8 128 ケ ○

3 529 84 ク ○ 3 60 9 129 ク ○

35 30 85－1 ク ○ 蔽　 石 3 6 10 130－1 ク ○

35 3 1 2 ク ○ 3 6 11 2 ク ○

35 32 3 ク ○ 3 612 3 ク ○

353 3 4 ク ○ 3 613 4 ク ○

353 4 86－1 ク ○ 36 14 5 ク ○

353 5 2 ク ○ 36 15 131 ク ○

353 6 3 ク ○ 36 16 132 ク ○ ．打 製石 斧

353 7 87 ク P 36 17 133 ク ○

3 538 88－1 ク ○ 横 刃 型石 器 36 18 134 ク ○

3 53 9 2 ク ○ 36 19 135－1 ク ○ 打製 石斧

3 540 8㌢1 ク ○ 362 0 2 ク ○ 横 刃 型石 器

3 54 1 2 ク ○ 蔽　 石 362 1 136 ク ○ 打製 石斧

3 542 3 ク ○ 3 62 2 137 ク ○

3 543 90－1 ク ○ 3 62 3 138－1 ク 炭化物

3 544 2 ク ○ 3 624 2 ク ○

3 545 3 ク ○ 石　 匙 3 62 5 139 1 ク ○ 打 製 石斧

35 46 91 ク ○ 3 626 29－30 140－1 ク ○ 土 師器、碗①－②－③

354 7 93－1 ク ○ 3 627 29－30 2 ク ○ 土師器、碗②－⑳ －①

354 8 2 ク ○ 3 628 29－30 3 ク ○ 土師器、碗③－①－②

354 9 3 ク ○ 36 29 4 ク ○ 敲　 石

35 50 4 ク
0 36 30 14111 ク ○

3 55 1 94 ケ ○ 36 3 1 2 ク ○

3 55 2 95－1 ク ○ 灰 粕 陶器 、嚢 36 32 142 ク ○ 横 刃塑 石器

3 553 2 ケ ○ 灰 粕 陶器 363 3 143－1 ク ○ 打 製石斧

3 554 3 ク ○ 灰 粕 陶器 363 4 2 ク ○ 灰粕 陶器

．3 555 4 ク ○ 灰 粕 陶器 363 5 3 ケ ○ 灰 粕 陶器

3 556 96－1 ケ ○ 灰 粕 陶器 、尭 363 6 4 ク ○

3 557 ・2 ．ク ○ 土 師器 363 7 144 ク ○ 横 刃 型石 器

3 558 97－1 ケ ○ 灰 粕陶 器 、嚢①－③ 3 638 145 ク ○ 横 刃 型石 器

35 59 28－5 12　－ 2 ク ○ 灰 粕陶 器 、襲②－④ 3 63 9 29－33 146－1 ク ○ 土 師 器、探 鉢

35 60 3 ク ○ 灰粕 陶 器 、嚢③－① 3 640 2 〃 ○

35 61 28－5 12 4 ク ○ 灰粕 陶 器、 嚢④－② 3 64 1 3 ク ○ 土 師 器、碗

35 62 5 ク ○ 3 642 4 ク ○ 鉄　 鉱

3 56 3 98－1 ケ ○ 3 643 147 ク ○

3 564 29－29 2 ク ○ 土 師器底 部 36 44 148－1 一ケ ○ 土 師器

3 56 5 99 ク ○ 灰粕 陶器 364 5 2 ク ○ 蔽　 石

3 56 6 100－1 ク ○ 灰 粕 陶器 、碗 364 6 149 ク ○ 横刃 型 石器

3 567 ‘2
ク ○ 灰 粕 陶器 、賓 364 7 150 ク ○

3 568 3 ク ○ 灰 粕 陶器 364 8 151－1 ク ○

3 569 101 ク ○ 灰粕陶器、壷口綾部 364 9 2 ク ○

35 70 102－1 ク ○ 灰 粕陶 器 365 0 3 ク ○

35 7 1 2 ク ○ 黒 曜石 3 65 1 152－1 ク ○

35 72 103－1 ケ ○ 横 刃型 石器 3 65 2 2 ク ○ 土 師 器、 碗

35 73 2 ク ○ 灰 粕陶 器 、碗 3 653 153 ク ○

35ケ4 104－1 ク ○ 灰粕 陶 器 3 654 3ト51 19 154 ク ○ 打 製 石斧

357 5 2 ク ○ 横刃 型 石器 3 655 155 ク ○ 灰 粕 陶器

3 57 6 105 ク ○ 3 656 156－1 ク ○

3 57 7 106 ク ○ 36 57 2 ク ○

3 578 107 ク ○ 灰 粕 陶器 36 58 157 ク ○ 横 刃型 石器

3 579 108－1 ク ○ 灰 粕 陶器 、賓 36 59 158－1 ク ○

3 580 2 ク ○ 灰 粕 陶器 6 60 2 ク ○

3 58 1 3 ク ○ 6 61 159 ク ○ 灰粕 陶 器

35 82 109 ク ○ 66 2 160 ク ○ 灰粕 陶器

35 83 110「l ク ○ 66 3 161－1 ク ○

35 84 2 ク ○ 664 2 ク ○

358 5 3 ク ○ 66 5 3 ク ○

358 6 111－1 ク ○ 666 4 ク ○

3 58 7 2 〃 ○ 667 162 ク ○ 蔽　 石

3 58 8 112－1 ク ○ 668 163－1 ク ○ 敵　 石

3 58 9 2 ク ○ 669 2 ク ○

3 590 113－1 ク ○ 36 70 3 ク ○

3 59 1 2 ク ○ 36 7 1 164－1 ク ○ 黒 曜石

35 92 114 ク ○ 36 72 2 〃 ○

35 93 115 ク ○ 36 73 165－1 ク ○

35 94 116 ク ○ 3674 2 ク ○

35 95 117 ク ○ 367 5 3 ク ○

3 59 6 118 ク ○ 367 6 166－1 ク ○

3 59 7 119 ク ○ 3 67 7 2 ク ○

3 59 8 120 ク ○ 3 6ナ8 28－22 167－1 ク ○ 灰 粕 陶器 、碗

3 59 9 121－1 ク ○ 横刃 型 石器 3 679 2 ク ○ 灰 粕 陶器

3 600 2 ク ○ 3 680 3 ク ○
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36 8 1 167－4 G 5 ○

36 82 5 ク ○

36 83 6 ク ○ 土 師器

36 84 7 ク ○ 土 師器

36 85 8 ク ○ 灰釆由陶器

36 86 168 ク ○

36 87 169 ク ○ 土 師器

36 88 170－1 ク ○ 黒曜 石

368 9 2 ク ○

36 90 ．3 〃 ○

36 91 17ト2 ク ○ 土 師器

369 2 3 ク ○

369 3 172 ケ ○ 摺　 石

3 694 173 ク 鉄 さい

3 69 5 174 ク ○

3 69 6 175 ノシ ○

3 69 7 176 ク ○

3 698 29－26 177 ク ○ 内黒 土師 器、 皿

3 69 9 178－1 ク P

3 700 2 ク ○

3 70 1 3 ク ○

3 702 179－1 ク ○

3 703 2 ク ○

3 704 3 ク ○ 小 型摺 石

3 705 4 ク ○

37 06 180 ケ ○ 横 刃型 石器

37 07 181 ク ○

37 08 28－8 12 182 ク ○ 灰 粕陶 器 、碗

37 09 28－1 12 183－1 ク ○ 灰 粕陶 器 、賓

37 10 1 2 ク ○ 灰 粕陶 器

37 11 184 ク ○

37 12 185－1 ク ○ 原 粕陶 器

37 13 2 ク ○ 灰 粕陶 器

37 14 31－52 186 ク ○ 打 製石斧

37 15 187 ク ○

37 16 30－4 1 188 ク ○ 打 製石斧

37 17 189 ク ○

37 18 190 ク ○

37 19 191 ク ○ 灰粕 陶器 、 賓

3 72 0 192 ク ○ 灰釆由陶器

3 72 1 193 ク ○ 灰粕 陶器

3 722 194 ク ○ 打製 石斧

3 723 195 ク ○

3 724 196 ク ○

3 725 197－1 ク ○

3 726 2 ケ ○

37 27 198 ク ○

37 28 199 ク ○ 灰 粕 陶器

37 29 200－1 ク ○ 摺　 石

37 30 2 ク ○

37 31 201－1 ク ○

37 32 2 ク ○

37 33 3 ク ○

373 4 202 ク ○ 黒 曜石

373 5 203 ク ○ 灰 粕 陶器 、壷

373 6 28－2 12 204 ク ○ 灰粕陶器、壷、口縁部

373 7 29－32 14 205 ケ ○ 内 黒土 師器

3 73 8 206－1 ク ○ 灰 釆由陶 器

3 73 9 2 ク ○ 灰粕 陶 器

3 74 0 207 ク ○ 灰 粕陶 器

3 74 1 208 ク ○ 灰粕 陶 器

3 74 2 209 ク ○

3 743 210－1 ク ○

3 744 2 ク ○

3 745 3 ク ○

37 46 211 ク ○ 灰粕 陶器

37 47 212 ク ○

37 48 213 ク ○ 灰粕 陶器

374 9 214 ク ○

37 50 215－1 ク ○

37 51 2 ク ○ 灰 粕 陶器

3 7 52 21－2 1 12 216 ク ○ 灰 粕 陶器 、皿

3 7 53 21年 1 ク ○ 灰 粕 陶器

3 75 4 2 ク ○

3 75 5 220－1 ク ○ 灰 粕 陶器

3 75 6 2 ク ○ 土 師器

3 75 7 3 ク ○

3 758 221－1 ク 炭 化物

3 759 2 ク 炭 化物

3 760 222 ク ○
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3 76 1 223－1 G 5 ○

3 762 2 ク ○

3 763 224 ク ○ 敲　 石

3 764 225－1 ク ○ 灰粕 陶 器 ＿

3 765 2 ク ○

3 766 3 ク ○

3 767 226 ク 炭 化物

3 768 227－1 ．ク ○ 灰粕 陶 器

3 769 2 ク ○ 灰粕 陶 器

3 770 3 ク ○ 灰粕 陶 器

37 7 1 4 ク ○ 灰粕 陶 器

37 72 228 ク ○

37 73 229 ク ○ 敲　 石

37 74 230－1 ク ○ 灰粕 陶 器、碗

37 75 23ト1 ク ○ 灰粕 陶 器

37 76 2 ク ○ 灰粕 陶器

37 77 3 ク ○

37 78 232 ク ○

37 79 234－1 ク ○

37 80 2 〃 ○

378 1 3 ケ ○
l

378 2 4 ク ○

378 3 7 ク ○

378 4 235－2 ク ○

378 5 236－1 〃 ○ ① －（参土 師器

378 6 2 ク ○ ② －（》土 師器

378 7 3 〃 ○ 土師 器

378 8 3ト49 19 4 ケ ○ 打 製 石斧

3 78 9 237－1 ク ○

3 79 0 2 ク ○ 灰 釆由陶器

3 79 1 3 ク ○ 土 師 器

3 79 2 4 ク ○ 灰 粕 陶器

3 793 b ク ○ 灰 粕 陶器

3 794 6 ク ○ 灰 和 陶器

3 79 5 7 ク ○ 灰 牙由陶器

3 79 6 8 ク ○ 灰 粕 陶器

3 79 7 238－1 ク ○ ① －③ 灰粕 陶 器

3 798 2 ク ○ 灰 粕 陶器

3 799 3 ク ○ ③ －① 灰粕 陶器

3 800 4 〃 ○ 灰 牙由陶 器

38 0 1 b ク ○ 灰粕 陶 器

38 02 6 ク ○ 灰粕 陶 器

38 03 7 ク ○ 打 製石 斧

38 04 239－1 ク． ○ 灰細 陶 器

38 05 2 ク ○ 灰牙由陶 器

38 06 3 ク ○ ③－⑤灰 粕 陶器

38 07 4 ク ○ 灰粕 陶 器

38 08 5 一ケ ○ ⑤－③灰 粕 陶器

38 09 6 ク ○ 灰粕 陶器

38 10 7 〃 ○ 灰粕 陶器

38 11 240－1 ク ○ 石　 錘

38 12 2 ク ○

38 13 241－1 ク ○

38 14 2 ク ○ 打製 石斧

38 15 28－6 12 3 ク ○ 灰 粕 陶器 、碗

38 16 4 ク ○ 灰 粕 陶器

3 8 17 242－1 ク ○ 灰 牙由陶器

3 8 18 2 ク ○ 土師 器

3 8 19 3 ク ○

3 820 243－1 ク ○ 土師器

3 82 1 2 〃 ○ 横 刃塑 石 器

3 822 244 ク ○

3 823 245－1 ク ○

3 824 2 ク ○

38 25 3 ク ○

38 26 29－24 14 246－1 ク ○ 土 師器 、皿

38 27 2 ク ○

38 28 3 ク ○

38 29 4 一ケ ○

38 30 5 〃 ○

38 31 6 ．ケ ○

38 32 7 ク ○

38 33 247 〃 ○ 灰粕 陶器

383 4 28－12 12 248－1 ケ ○ ①－① 灰 粕陶器 、碗

383 5 28－12 12 2 ク ○ ② －① 灰 粕陶器 、碗

383 6 3 ク ○ 灰 粕 陶器 ．

383 7 249－1 ク ○ 灰 粕 陶器

383 8 2 ク ○ 灰 牙由陶器

3 83 9 3 ク ○ 灰 粕 陶器

3 840 4 ク ○ 灰 粕 陶器
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3 84 1 250－1 G 5 ○ 39 21 297－2 G 5 ○ 灰粕 陶器

3 84 2 2 ク ○ 灰 粕 陶器 39 22 3 ク ○ 土 師器

3 843 28－14 13 251 ク ○ 灰 粕 陶器 、碗 39 23 28－22 12 298 ク ○ 98 －㊨ 灰 粕陶 器

3 844 29－25 252 ク ○ 土師 器 39 24 28－22 12 299－1 ク ○ ①－⑳ 灰 粕 陶器

3 84 5 28－23 ・12 253－1 ク ○ ①－②灰 粕陶器、碗 39 25 2 ク ○ 灰粕 陶器

3 84 6 28－23 12 2 ク ○ ②－①灰粕 陶器、碗 39 26 300 ク ○ 灰粕 陶器

3 847 28－13 3 ク ○ 灰 粕 陶器．、碗 39 27 28－17 14 301 ク ○ 灰粕 陶器 、段 皿

3 848 254－1 ク ○ 灰 粕 陶器 39 28 29－27 302 ケ ○ 土 師器底 部

3 84 9 2 〃 ○ 灰 粕 陶器 39 29 303－1 ク ○ 灰粕 陶器

3 850 255－1 ク ○ 灰 粕 陶器 39 30 2 ク ○

3 85 1 2 ク ○ 摺 石 39 3 1 3 ケ ○ 土 師器

3 852 256 ク ○ 灰 粕 陶器 39 32 30－4 5 304－1 ク ○ 打 製石斧

3 853 257 ク ○ 39 33 2 ク ○ 土 師器

3 854 258－1 ク ○ 灰 粕 陶器 39 鋤 305 ク ○

3 85 5 2 ク ○ 灰 粕 陶器 ’ 39 35 306 ク ○

3 85 6 259 ク ○ 灰 粕 陶器 39 36 307－1 ク ○ 土 師器

3 857 260 ク ○ 灰 粕 陶器 39 37 2 ク ○

3 858 261 ケ ○ 灰 粕 陶器 39 38 308 ク ○ 土 師器

3 859 262－1 ク ○ 灰 粕 陶器 39 39 309－1 ク ○

3 860 2 ク ○ 灰 粕 陶器 394 0 2 ク ・ ○ 灰粕 陶 器

3 86 1 3 ク ○ 灰 粕 陶器 394 1 310－1 ク ○ 灰粕 陶 器

3 862 4 ク ○ 灰 粕 陶器 394 2 2 ク ○ 灰粕 陶 器

3 863 263－1 ク ○ 394 3 31ト1 ク ○

3 864 2 ク ○ 灰 粕 陶器 394 4 2 ク ○ 土 師器

3 865 3 〃 ○ 394 5 312－1 ケ ○ 灰粕 陶 器

3 866 28－16 14 264 ク ○ 26 ㊨ 灰粕陶器、碗 394 6 2 ク ○ 土 師器

3 867 265 ク ○ 394 7 313－1 ク ○ 土 師器

3 868 266－1 ク ○ 土師 器 394 8 2 ク ○ 土 師器

3 869 2 ク ○ 394 9 314 ク ○ 土 師器

3 870 267 ク ○ 39 50 315 ク ○

3 87 1 28－15 268 ク ○ 灰 粕 陶器 、碗 39 51 317 ク ○ 灰粕 陶 器

3 872 26針1 ク ○ 灰 粕 陶器 39 52 318－1 ク ○ 土 師器

3 873 2 ク ○ 灰 粕 陶器 39 53 3 ク ○ 灰粕 陶 器

3 874 3 ク ○ 灰 粕 陶器 39 54 4 ク ○ 土 師器

3 875 4 ク ○ 灰 粕 陶器 39 55 319 ク ○

3 876 28－16 14 5 ク ○ ⑤ 瑠 灰 粕 陶器、碗 39 56 320 〃 ○ 横 刃型 石器

3 877 29－28 270 〃 ○ 土 師器 底 部 39 57 32111 ク ○

3 878 271 ク ○ 39 58 2 ク ○ 黒 曜石

3 879 272－1 ク ○ 横 刃型 石 器 39 59 3 ク ○ 黒 曜石

3 880 2 ク ○ 灰 粕 陶器 39 60 4 ク ○ 黒 曜石

3 88 1 3 ク ○ 39 61 323－2 ク ○ 黒 曜石

3 882 273－1 ク ○ 39 62 324 〃 ○ 黒 曜石

3 883 2 ク ○ 39 63 325 ク ○

3 884 274－1 ケ ○ 内黒土 師 器 39 64 31－59 326 ク ○ 打 製石 斧

38 85 2 ク ○ 土 師器 39 65 327 ク ○

3 886 275 ク ○ 39 66 328 〃 ○

38 87 276－1 〃 ○ 土 師器 39 67 329 ク ○

38 88 2 ク ○ 土 師器 39 68 33ト1 ク ○

38 89 277－1 ク ○ 石 皿 39 69 2 ク ○

38 90 2 ク ○ 39 70 3 ク ○

38 91 278 ク ○ 横 刃型 石 器 397 1 332 ク ○ 土 師器

38 92 279 ク ○ 灰 粕陶 器 397 2 333 ク ○

38 93 280 ク ○ 石 匙 397 3 334－1 ク ○

38 94 281－1 ク ○ 灰 粕陶 器 3974 2 ク ○

38 95 23－42 2 ク ○ 打 製石 斧 397 5 3 ケ ○

38 96 282 ク ○ 397 6 4 ク ○

38 97 284 ク ○ 3 97 7 335 ク ○ 灰粕 陶器

38 98 285 ク ○ 土 師器 3 97 8 336 ク ○ 横刃 型 石器

38 99 28－3 13 286－1 ク ○ 3 97 9 337 ク ○

390 0 28－3 13 2 ク ○ 3 98 0 338 ク ○ 灰粕 陶器

390 1 28－3 13 3 ク ○ ①－② －③－④－⑤ －⑥ 3 98 1 339 ク ○ 灰粕 陶器

390 2 28－3 13 4 ク ○ 灰 粕 陶器 、碗 3 98 2 28－11 12 340 ク ○ 灰粕 陶器

390 3 28－3 13 5 ク ○ 3 98 3 34 ト1 ク ○ 灰粕 陶器

390 4 28－3 13 6 ク ○ 3 984 2 ク ○ 灰粕 陶器

390 5 287－1 ク ○ ①－④灰 粕 陶器 3 98 5 3 ク ○ 灰粕 陶器

390 6 2 ク ○ 灰粕 陶 器 3 98 6 342 ク ○ 灰粕 陶器

390 7 3 〃 ○ 灰粕 陶 器 3 98 7 343－1 ク ○ 灰粕 陶器

390 8 4 ク ○ ④－（》灰 粕 陶器 3 988 2 ク ○ 灰粕 陶器

390 9 28－7 12 288－1 ク ○ ①－⑳ 灰粕陶器、碗 3 98 9 344－1 ク ○

39 10 2 ク ○ 横刃 型 石器 3 990 2 ク ○

3 9 11 28－7 12 289 〃 ○ （廼≡D灰 粕 陶器 3 99 1 345 ク ○ 黒曜 石

3 9 12 30－43 291 ク ○ 打 製石斧 3 99 2 346 ク ○

3 9’13 292 ク ○ 灰粕 陶 器 3 993 347 ク ○ 灰粕 陶器

3 9 14 293－1 ク ○ 灰粕 陶 器 3 994 348 ク ○

3 9 15 2 ．ク ○ ②－③土 師器 3 995 349 ク ○

3 9 16 3 ク ○ ③－（9 土 師器 ‾‾ 3 996 351 ク ○ 黒曜 石

3 9 17 294－1 ク ○ ①－②灰 粕 陶器 3 997 352－1 ク ○

3 9 18 2 ク ○ ②－①灰 粕 陶器 3 998 3 1－50 2 ク ○ 打製 石斧

3 9 19 295 ク ○ 灰寒由陶器 3 999 353－1 〃 ○

3 920 296 ク ○ 灰牙由陶器 4 000 2 ク ○
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40 0 1 355 G 5 ○

40 02 356－1 ク ○

40 03 2 ク ○

40 04 357－1 ク ○

40 05 358－1 ク ○

40 06 2 ク ○

40 07 359 ク l ○

40 08 360－2 ケ ○ 灰粕 陶 器

40 09 3 ク ○ 灰粕 陶 器

4 0 10 4 ク ○

4 0 11 362 ク ○

4 0 12 363－1 ク ○ 黒 曜石

4 0 13 2 ケ ○ 黒 曜石

4 0 14 3 ク ○ 打 製石斧

4 0 15 3ト48 364 ク ○ 打製 石斧

4 0 16 365 ケ ○

4 0 17 366－1 ク ○

4 0 18 367－1 ク ○

4 0 19 2 ク ○

4 020 368 ク ○

4 02 1 36年1 ク ○ 打 製 石斧

4 02 2 2 ケ ○ 打 製 石斧

4 023 3 ク ○ 横 刃 型石 器

4 024 6 ク ○ 打 製 石斧

4 025 7 ク ○ 黒曜 石

4 026 8 ク ○ 黒曜 石

4 027 370－1 ク ○

4 028 2 ク ○

40 29 3 ク ○

40 30 4 ケ ○

40 3 1 5 ク ○

4 0 32 30－35 371－1 ク ○ 打 製石 斧

4 0 33 2 ク ○

4 0 34 372 〃 ○ 横 刃型 石器

4 03 5 373 ク ○ 灰 粕陶 器

4 03 6 374－1 ク ○

4 03 7 2 〃 ○

4 03 8 375－1 ク ○

4 03 9 2 ク ○

4 04 0 376 ク ○ 灰粕 陶 器

4 04 1 377－2 ク ○

4 04 2 3 ク ○

4 043 378 ク ○ 土 師器

4 044 379 〃 ○

4 045 380 ク ○

40 46 381 ク ○

40 47 28－4 13 382 ク ○ 灰 粕 陶器 、碗

4 0 48 383－1 ケ ○

4 04 9 3 ク ○

4 0 50 384－2 ク ○ 黒曜 石

4 0 5 1 3 ・ク ○

4 0 52 385－1 ク ○ 灰 粕 陶器

4 0 53 2 ク ○

4 05 4 3 ク ○

4 05 5 387 ク ○

4 05 6 388－1 ク ○ 灰 粕 陶器

4 05 7 31－47 2 ケ ○ 打 製 石斧

4 05 8 389 ク ○ 横 刃型 石 器

4 05 9 390 ク ○

4 06 0 391－1 ク ○

4 06 1 2 ク ○

40 62 392－1 ク ○ 灰粕 陶 器

40 63 2 ク ○ 灰粕 陶 器

40 64 3 ク ○ 横刃 型 石器

40 65 393 ク ○

40 66 394 ク ○

40 67 396 ク　ー ○

4 0 68 397 ク ○

4 0 69 398 ・ ク ○ 天 目茶碗

4 0 70 399 ク ○

4 07 1 400 ． ク ○ 黒曜 石

4 07 2 401 ク ○ 黒曜 石

4 07 3 402－1 ク ○ 敲　 石

4 074 2 ク ○

4 07 5 403－2 ク ○

40 7 6 404 ク ○

40 7 7 405 ク ○

40 78 406 ク ○

40 79 407 ク ○

40 80 408 ク ○

整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

甲0 ・

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中帽 後 晩 前 中後 前 中 後

4 08 1 409－1 G 5 ○ 黒曜 石

4 08 2 2 ケ ○

4 08 3 410 ク ○ 横刃 型 石器

4 084 411 　ク ○

4 08 5 412 ク ○ 石　 錘

4 08 6 413 ク ○

4 08 7 414 ク ○

4 088 415－1 ク ○

4 08 9 2 ク ○

4 090 416－1 ．ケ ○ 灰 粕 陶器

4 09 1 2 〃 ○ 黒曜 石

4 09 2 417－1 ク ○ 黒曜 石

4 093 2 ク ○

4 094 419－1 ク ○ 灰 牙由陶器

40 95 2 ク ○ 灰 牙由陶器

40 96 3 ク ○ 灰 粕 陶器

40 97 28－9 4 ク ○ 灰 粕 陶器 、碗

40 98 5 ク ○ 青　 磁

40 99 420－1 ク ○ 灰 釆由陶器

4 100 2 ク ○ 土 師器

4 10 1 421－1 ク ○ 土 師器

4 102 2 ク ○ 土 師器

4 103 422 ク ○ 土 師器

4 104 423－1 ク ○

4 105 2 ケ ○

4 106 3 ク ○ 内 黒土 師器

4 107 424 ク ○

4 108 425－1 ‘ク ○

4 109 2 ク ○

4 110 3 ク ○

4 111 4 ク ○

4 112 5 ク ○

4 113 6 ク ○

4 1．14 7 ケ ○

4 1 15 8 ク ○

4 1 16 426 〃 ○

4 1 17 427－2 ク ○ 灰粕 陶器

4 1 18 428 ク ○ 灰粕 陶轟

4 1 19 429－1 ク ○ 灰粕 陶器

4 120 2 ク ○ 灰粕 陶器

4 12 1 3 ク ○

4 12 2 430 ク ○

4 123 431－1 ク ○ 灰 粕 陶器

4 124 2 ケ ○ 灰 粕 陶器

4 125 432 ク ○ 土師 器

4 126 433－1 ケ ○ 灰 粕 陶器

4 127 2 ク ○ 灰 粕 陶器

4 128 434 ク ○ 灰 粕 陶器

4 129 435－1 ク ○ 灰 粕 陶器

4 130 28－10 12 2 ク ○ 灰 粕陶 器 、碗

4 13 1 28－18 12 3 ク ○ 灰 粕陶 器 、碗

4 132 4 ク ○ 灰 粕陶 器

4 13 3 436 ク ○ 灰 粕陶 器

4 134 437 ク ○ 灰 粕陶 器

4 13 5 438－1 ク ○ 灰 粕陶 器

4 13 6 2 ケ ○ 灰粕 陶 器

4 13 7 3 ク ○ 灰粕 陶 器

4 13 8 28－19 12 4 ケ ○ 灰粕 陶 器

4 13 9 439 ケ ○ 灰粕 陶 器

4 14 0 亜0－1 ク ○ 灰粕 陶 器

4 14 1 2 ク ○ 灰粕 陶器

4 14 2 441 ク ○ 灰粕 陶器

4 14 3 442－1 ク ○ 灰 粕 陶器

4 144 2 ク ○ 灰粕 陶器

4 14 5 3 ケ ○ 灰 牙由陶器

4 14 6 魂4－2 ク ○ 灰 粕 陶器

4 147 朝5－2 ク ○ 灰 粕 陶器

4 148 朝6－1 ク ○ 土師 器

4 149 2 ケ ○ 土師 器

4 150 3 ク ○ 土 師 器

4 15 1 4 ク ○ 土師 器

4 152 28－20 12 胡 7－1 ク ○ 灰 牙由陶器 、皿

4 153 2 ク ○ 灰 粕 陶器

4 154 448 ク ○ 灰 粕 陶器

4 155 朝 9－1 ク ○ 灰 ．粕 陶器

4 156 2 ク ○ 灰 粕陶 器

4 157 3 ク ○ 灰 粕陶 器

4 158 29－60 450‾ ケ ○ 押 し型 紋

4 159 452 ク ○

4 16 0 453 ク ○

－89－



整理

番号

挿 図

N o J

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 ．文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 欄 輌 幡 後 晩 前 中 後 前 中 後

4 16 1 454 G 5 ○

4 162 455－1 ク ○

4 163 2 ク ○

4 164 456 ク ○

4 165 457－1 ケ ○

4 166 2 ク ○

4 167 458－2 ク ○

4 168 3 ク ○

4 169 459－1 ク ○

4 170 2 ク ○

4 17 1 460－1 ク ○

4 172 2 ク ○

4 173 4 ク ○

4 174 5 ク ○

4 175 461 ク ○

4 176 462 ク ○

4 177 463 ク ○

4 178 464－1 ク ○

4 179 2 ク ○

4 180 3 ク ○

4‾18 1 464－4 ク ○

4 182 5 ク ○

4 183 6 ク ○

4 184 465 ク ○

4 185 467 ク ○

4 186 469 ク ○

4 187 470－1 ク ○

4 188 2 ク ○

4 189 471 ク ○ 黒 曜石

4 190 472－1 ク ○ 黒 曜石

4 19 1 2 ク ○

4 192 473 ． ク ○

4 193 474 ク ○

4 194 476 ク ○

4 195 477－1 ク ○

4 196 2 ク ○

4 197 478－1 ク ○

4 198 2 ク ○

4 199 3ト 58 3 ク ○ 黒 曜石 、石 鍍

42 00 4 ク ○ 黒 曜石

42 0 1 5 ク ○ 黒 曜石

42 02 47年1 ク ○

42 03 2 ケ ○ 土 師器

42 04 480－1 ク ○

42 05 2 ク ○

42 06 481－1 ク ○

42 07 2 ク ○

420 8 3 ク ○

420 9 4 〃 ○

42 10 胡 2 ク ○

42 11 483－1 ク ○

42 12 30－34 2 ク ○ 打 製石斧

42 13 3 ク ○ 灰粕 陶器

42 14 485－1 ク ○

42 15 2 ク ○

42 16 486－1 ク ○

42 17 30140 19 2 ク ○ 打 製石斧

4 2 18 亜 7 ク ○

42 19 488－1 ク ○

4 22 0 2 ク ○

4 22 1 3 ク ○

4 22 2 489 ク ○

4 223 30－39 19 490－1 〃 ○ 打製 石斧

4 224 2 ク ○

4 22 5 3 ク ○

4 226 491－1 ク ○

4 227 2 ク ○

4 228 492－1 ク ○

4 229 2 〃 ○

4 230 3 クr ○

4 23 1 493－1 ク ○

4 232 2 ク ○

4 233 3 〃 ○ 灰 粕 陶器

4 234 494－1 ク ○

4 235 2 ク ○

4 236 3 1－53 19 495－1 ク ○ 蔽　 石

4 237 2 ク ○

4 238 30－36 3 ケ ○ 打 製 石斧

4 239 496－1 ク ○ 灰 粕 陶器

4 240 2 一ケ ○

整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 中中中後後 晩 前 中後 前 中 後

4 24 1 497－2 G 5 ○

4 24 2 498－1 ク ○

4 24 3 3ト57 2 〃 ○ 横 刃 塑石 器

4 244 499 ク ○

4 24 5 500－1 ク ○

4 24 6 2 ク ○

4 24 7 3 ク ○

4 24 8 502－1 ク ○

4 24 9 2 ケ ○

4 25 0 503－1 ク ○ 土師 器

4 25 1 2 〃 ○

4 25 2 3 ク ○

4 25 3 504－1 ク ○ 土師 器

4 25 4 2 ク ○

4 25 5 505－1 ク ○ 土師 器

4 25 6 2 ク ○

4 25 7 506－1 ク ○

4 25 8 3 ク ○

4 25 9 507 〃 ○

4 26 0 508 ク ○

4 26 1 509 〃 ○

4 26 2 510 ク ○ 灰 粕 陶器

4 26 3 30－38 19 51ト 1 ク ○ 打 製 石斧

4 264 2 ク ○

4 26 5 512－1 ク ○

4 26 6 2 ク ○

4 26 7 3ト56 19 513－1 ク ○ 石　 錘

4 26 8 2 ク ○

4 26 9 30－44 514 ク ○ 打 製 石斧

4 27 0 515 ク ○

4 27 1 516 〃 ○

4 27 2 627－1 ク ○

4 273 2 ク ○

4 274 3 ク ○

4 27 5 628－1 ク ○

4 27 6 2 ク ○

4 27 7 3 ク ○

4 278 4 ク ○

4 27 9 3ト55 19 5 ク ○ 石　 匙

4 280 1 A 3 ○

4 28 1 38－36 2－1 〃 ○ 石　 錘

4 28 2 3 ク ○

4 283 4 ク ○

4 284 3－1 ク ○

4 28 5 2 〃 ○

4 28 6 4 ク ○

4 287 「∂ イ′ ○

4 288 6 ク ○

4 289 7 ケ ○

4 290 8－1 ク ○

4 29 1 2 ク ○

4 292 3 〃 ○

4 293 4 ク ○

4 294 9－1 ク ○

4 295 2 ク ○

4 296 38－21 3 ク ○ 打 製石 斧

4 297 4 〃 ○

4 298 5 ク ○

4 299 10 〃 ○

43 00 1ト1 ク ○

43 0 1 2 ク ○

43 02 12 ク ○

43 03 13 ノケ ○

43 04 14－1 ク ○

43 05 2 ケ ○

43 06 15 〃 ○

43 07 18 ク ○

43 08 19－1 〃 ○

43 09 2 ク ○

4－3 10 3 ク ○

43 11 4 ク ○

43 12 rD ク ○

43 13 20－1 ク ○

43 14 2 ク ○

43 15 3 ク ○

43 16 4 ク ○

43 17 b ク ○ ⑤－（票田 ）

43 18 6 ク ○

4 3 19 21－1 ク 0 ．

4 32 0 2 ク ○

－90－



整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地点
列ッド

縄 文 時 代 石

ロ

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中噌 後 晩 前 中後 前 申 後

43 2 1 2ト3 A 3 ○ ③－⑦

43 22 4 ク ○

43 23 6 ク ○

43 24 7 ク ○ ⑦－（診

43 25 8 ク ○ ⑧－①

43 26 9 ク‘ ○

4 3 27 10 ク ○

4 3 28 11 ク ○

4 3 29 12 ク ○

433 0 13 ク ○

4 33 1 14 ク ○ ⑭ －㊨

4 33 2 15 ケ ○

4 33 3 16 ク ○

4 33 4 17 ク ○

4 33 5 18 ク ○

4 33 6 19 ．ケ ○

4 33 7 20 ク ○

4 33 8 21 ク ○ ⑧

4 33 9 22 ク ○

4 34 0 23 ク ○

4 34 1 24 ク ○

4 34 2 25 ク ○ ⑳ －②

4 34 3 26 ク ○

4 344 27 ク ○ ⑰ －⑮

4 34 5 22－1 ク ○ ① －⑧

4 34 6 2 ク ○

4 34 7 3 ク ○

4 348 ．4 ク ○

43 49 5 ク ○

43 50 6 ケ ○

43 5 1 7 ク ○

43 52 8 ク ○ ⑧ －①

43 53 9 ク ○

43 54 10 ク ○

43 55 11 ク ○

43 56 12 ク P

43 57 13 ケ ○

43 58 14 ク ○

4 3 59 15 ク ○

4 3 60 16 ク ○

4 3 6 1 17 ク ○

4 3 62 18 〃 ○

4 3 63 19 ク ○

4 3 64 20 ク ○

4 36 5 ．21 ク ○

4 36 6 22 ク ○

4 36 7 23 ク ○

4 36 8 24 ク ○

4 36 9 25 ク ○

4 37 0 ・26 ク ○

4 37 1 27 ク ○

4 37 2 28 ク ○

4 37 3 29 ク ○

4 374 30 ク ○

4 37 5 23－1 ク ○

4 37 6 2 ク ○

4 377 3 ク ○

4 378 4 ク ○

4 379 5 ク ○

4 380 37－2 15 7 ク ○ 深鉢形土器、口縁部

4 38 1 8 ク ○

4 382 9 ク ○

43 83 10 ク ○ ⑳ －⑪

4 3 84 11 ク ○ ⑪ －⑲

4 3 85 12 ク ○

4 3 86 13 ケ ○

4 3 87 24 ク ○

4 3 88 25－1 ク ○

4 3 89 2 ク ○

4 3 90 3 ク ○

4 3 91 4 ク ○

4 39 2 5 ク ○

4 39 3 6 ク ○

4 39 4 7 ク ○

4 39 5 8 〃 ○

4 39 6 9 ク ○

4 39 7 10 ク ○

4 398 11 ク ○

4 39 9 12 ク ○

44 00 13 ク ○

整理

番号

挿 図

N 0 ．

図版

N 0 ．

遺物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中碩 後 晩 前 中 後 前 中 後

44 0 1 25－14 A 3 ○

44 02 26 ク ○

44 03 43－4 16 27－1 ク ○ 底　 部

44 04 2 ク ○

44 05 3 ク ○

44 06 28 ク ○

44 07 29－1 ク ○

44 08 2 ケ ○

44 09 30－1 ク ○

44 10 2 ク ○

44 1 1 3 ク ○

44 12 3ト1 ク ○

44 13 2 ク ○

44 14 3 ク ○

44 15 ．4 ク ○

44 16 32－1 ク ○

44 17 2 ク ○

44 18 3 ク ○

44 19 4 ク ○

44 20 5 ク ○

44 21 6 ク ○

44 22 7 ク ○

44 23 8 ク ○

44 24 33－1 ク ○

4 4 25 2 ク ○

4 4 26 3 ク ○

4 42 7 34－1 ケ ○

4 42 8 2 ク ○

4 42 9 3 ク ○

4 43 0 4 ク ○

4 43 1 5 ク ○

4 43 2 6 ク ○

4 43 3 7 ク ○

4 43 4 8 〃 ○

4 43 5 9 ク ○

4 43 6 10 ケ ○

4 43 7 11 ケ ○

4 43 8 12 ク ○

44 3 9 13 ケ ○

44 4 0 14 ク ○

4 44 1 15 ク ○

4 44 2 16 〃 ○ ⑯ －（笠沙

44 43 17 ク ○

44 44 18 イ′ ○

44 4 5 19 ケ ○

44 46 20 ク ○

44 47 39－3 18 35－1 ク ○ 土　 偶

44 48 2 ク ○

44 49 3 ク ○

44 50 4 ク ○

44 5 1 5 ク ○

44 52 6 ク ○

44 53 7 ク ○

44 54 8 ク ○

44 55 11 ク ○ ⑪ －◎

44 56 12 ク ○

44 57 13 ク ○

44 58 14 ク ○

44 59 36－1 ク ○

44 60 2 ク ○

44 6 1 3 ク ○

44 62 4 ク ○

44 63 5 ク ○

44 64 6 ケ ○

44 65 7 ク ○

44 66 8 ク ○

4 4 67 9 ク ○

4 4 68 1．0 ク ○

4 46 9 11 ク ○

4 47 0 12 ク ○

4 47 1 13 ク ○

4 47 2 14 ク ○

4 47 3 15 ク ○

4 474 16 ク ○

44 7 5 17 ケ ○

44 7 6 18 ク 0

44 77 19 ク ○

44 78 20 ケ ○

44 79 21 ク ○

44 80 22 ク ○

－91－



整理

番号

挿図

N o ．

図 版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地 点
列 ッド

縄 文 時 代 石

ロ

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 中中職 後 晩 前 中後 前 中 後

44 8 1 36－23 A 3 ○

44 82 24 ク ○

44 83 25 ク ○

44 84 26 ク ○

44 85 27 ク ○

44 86 28 ク ○

44 87 29 ク ○

44 88 30 ク ○

44 89 31 ク ○

44 90 32 ク ○

44 9 1 33 ク ○

4 492 34 ク ○

44 93 35 〃 ○

44 94 36 ク
b

44 95 37 ク ○

44 96 38 ク ○

44 97 39 ク ○

44 98 40 ク ○

44 99 41 ク ○

450 0 42 ク ○

450 1 37－3 ク ○

450 2 4 ク ○

450 3 5 ク ○

4 504 6 ク ○

4 50 5 7 ク ○

4 50 6 8 ク ○

4 50 7 38 ク ○

4 508 3針1 ク ○

4 50 9 2 ク ○

4 5 10 40－1 ク ○

4 5 11 2 ク ○

4 512 3 ク ○

4 513 4 ク ○

4 514 5 ク ○

4 515 6 〃 ○

4 516 7 ク ○

4 517 8 ク ○

4 518 41 ．ケ ○

4 519 42－1 ク ○

4 520 2 ク ○

45 21 3 〃 ○

45 22 4 ク ○

45 23 43－1 ク ○

．45 24 2 ク ○

45 25 ．3 ク ○

45 26 4 ク ○

45 27 5 ク ○

45 28 6 ク ○ ⑥ －⑮

45 29 7 ク ○

453 0 8 ク ○

4 53 1 9 ク ○

4 53 2 10 ク ○

4 533 11 ク ○

4 534 12 ケ ○

4 53 5 13 ク ○

4 536 14 ク ○

4 537 15 ク ○ ⑮ －（針

4 538 16 ク ○

4 539 17 ク ○

4 540 18 〃 ○

4 54 1 19 ク ○

4 542 20 ク ○

45 43 21 ク ○

45 44 44－1 ク ○

45 45 4 ク ○

454 6 5 ク ○

454 7 6 ク ○

454 8 7 ク ○

454 9 8 ク ○

4 5 50 9 ク ○

4 55 1 10 ク ○

4 55 2 11 ク ○

4 55 3 12 ク ○

4 554 13 ク ○

4 55 5 14 ク ○

4 556 15 ク ○

4 557 16 ク ○

4 558 17 ク ○

4 559 43－14 22 45－1 ク ○ 打製 石斧

4 560 2 ク ○

整理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N 0 ．

遺 物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中帽 後 晩 前 中 後 前 中 後

45 61 46－1 A 3 ○

45 62 2 ク ○ ② －③

4 5 63 3 〃 ○ ③ －②

4 5 64 4 ク ○

4 5 65 5 ク ○

4 5 66 6 ケ ○

4 56 7 7 ク ○

4 56 8 8 ク ○

4 56 9 9 ク ○ ⑨ －⑲

4 57 0 10 ク ○ ⑳ －（9

4 57 1 11 ク ○ ⑪ －⑫

4 57 2 12 ク ○ ⑫ －⑪

4 57 3 13 ク ○

4 574 14 ク ○

4 57 5 15 ク ○ ⑮－⑱

4 57 6 16 ク ○ ⑱－⑮

4 57 7 17 ク ○

4 578 47－1 ク ○ ① －③

4 57 9 ‘2 ケ ○

4 580 3 ク ○ ③－（∋

4 58 1 5 ク ○ 石　 錘

4 582 16 6 ク ○

4 583 48－1 ク ○

4 584 2 ク ○

4 585 4 ク ○

45 86 16 5 ク ○

45 87 43－12 2 2 49－1 ク ○ 打製 石斧

45 88 43－15 2 2 3 ク ○ 打製 石斧

45 89 4 ケ ○

45 90 5 ク ○

45 9 1 6 ク ○

45 92 7 ク ○

45 93 43－10 8 ク ○

45 94 9 ク ○

4 5 95 50－3 ク ○

4 5 96 4 ク ○

4 5 97 51－1 ク ○

4 5 98 2 〃 ○ 黒曜 石

4 59 9 43－18 3 ク ○ 灰 粕 陶器

4 60 0 37－4 15 52－1 ク ○ ① －②

4 60 1 37－4 15 2 一ケ ○ ② －（∋

4 60 2 43－11 16 53－2 ク ○ ⑳ く歪 む

4 60 3 43－16 3 ク ○ 土師器 口縁 部

4 604 4 ク ○ ④ －⑤

4 60 5 5 ク ○ ⑤ －④ －

4 60 6 54 ク ○

4 60 7 55－1 ク ○

4 608 2 ク ○

4 60 9 43－11 16 3 ク ○ ③ －⑫

4 6 10 4 ク ○

4 6 11 5 ク ○

4 6 12 6 ク ○

4 613 7 ク ○

46 14 8 ク ○

46 15 9 ク ○

46 16 10 ク ○

46 17 11 ク ○

46 18 12 ク ○

46 19 56－1 ク ○

46 20 2 ケ ○

46 21 3 ク ○

46 22 4 ク ○

46 23 5 ク ○

46 24 6 ク ○

462 5 1‘ウ／ ク ○

462 6 8 〃
’1 ○

4 62 7 9 ク ○

4 62 8 57 一ケ ○

4 62 9 39－2 16 58－1 ク ○

4 63 0 2 ク ○

4 63 1 3 ク ○

4 63 2 4 ケ ○

4 633 5 ク ○

4 634 6 ク ○

4 63 5 7 ク ○

4 636 8 ク ○

4 637 9 ク ○

4 638 10 ク ○

4 639 11 ク ○

4 640 12 ク ○

－92－



整理

番 号

挿 図

N 0 ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地 点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 榊 噸 後 晩 前 中 後 前 中 後

4 64 1 5針1 A 3 ○

4 642 2 ク ○

4 643 3 〃 ○

4 644 4 ク ○

4 645 5 ク ○

4 646 6 ク ○

46 47 7 ク ○

46 48 8 ク ○

46 49 60－1 ク ○

46 50 2 ク ○

46 51 3 ク ○

46 52 4 ク ○

46 53 5 ク ○

4 6 54 7 ク ○

4 6 55 8 ク ○

4 6 56 37－18 11 ク ○ 打 製石斧

4 65 7 12 ク ○

4 65 8 13 ク ○

4 65 9 14 ク ○

4 66 0 16 ク ○

4 66 1 17 ク ○

4 66 2 19 ク ○

4 663 61－1 ク ○

4 664 2 ク ○

4 66 5 3 ク ○

4 666 4 ク ○

4 667 5 ク ○

4 668 6 ク ○

4 669 7 ク ○

4 670 62 ク ○ 黒 曜石

46 7 1 63－1 ク ○

46 72 2 ク ○

46 73 3 ク ○

46 74 4 ク ○

46 75 5 ク ○

46 76 6 ク ○

46 77 8 ク ○

46 78 9 ク ○

46 79 11 ク ○

468 0 43－6 16 12 ク ○

468 1 13 ク ○

4 68 2 14
ク ○

4 68 3 糾 ク ○

4 684 65－1 ク ○

4 68 5 2 〃 ○

4 68 6 3 ク ○

4 68 7 4 ク ○

4 688 66 ク ○ 黒曜 石

4 689 67 ク ○

4 690 68 ク ○

4 69 1 69 ク ○

4 692 70－1 ク ○

4 693 2 ク ○

4 694 3 ケ ○

46 95 71－1 ク ○

46 96 2 ク ○

46 97 3 ク． ○

46 98 4 ク ○

46 99 5 ケ ○

47 00 6 ク ○

47 01 7 ク ○

470 2 8 〃 ○

4 70 3 9 ク ○

4 70 4 10 ク ○

4 70 5 11 ク ○

4 70 6 12 ク ○

4 70 7 13 ケ ○

4 70 8 72－1 ク ○

4 70 9 2 ク ○

4 7 10 3 ク ○

4 7 11 4 ク ○

47 12 73 ク ○

47 13 7小 1 ク ○

47 14 2 ク ○

4 7 15 3 ケ ○

4 7 16 4 ク ○

4 7 17 5 ク ○

4 7 18 6 ク ○

4 7 19 7 ク ○

4 72 0 8 ク ○

整理

番 号

挿 図

N 0 ．

図版

N 0 ．

遺 物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 右

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 中中中後後 晩 前 中後 前 中 後

472 1 74－9 A 3 ○

472 2 10 ク ○

472 3 11 ク ○

472 4 43－9 16 12 ク ○ ⑫ －⑬

472 5 43－9 16 13 ク． ○ ⑬ －⑫

4 72 6 14 ク ○

4 72 7 15 ク ○

4 72 8 43－1 16 75－1 ク ○

4 72 9 2 ク ○ ．② －⑥

4 730 3 ク ○

4 73 1 4 ク ○

4 732 5 ク ○

4 733 6 ク ○ ⑥ －②

4 734 7 ク ○

4 735 8 ク ○ ⑧ －⑨ －⑲

4 736 ‘9 ク ○ ⑨ －⑧ －⑲

4 737 10 一ケ ○ ⑲ －⑧ －⑨

4 738 11 〃 ○

4 739 12 ク ○

4 740 13 ク ○

4 74 1 76－1 ク ○

47 42 43－8 16 2 〃 ○

47 43 3 ク ○

47 44 4 ク ○

47 45 D 〃 ○

474 6 6 ク ○

474 7 7 ク ○

474 8 8 　ク ○

474 9 9 ク ○

47 50 10 ．ケ ○

47 51 77－1 ク ○

4 7 52 43－5 16 2 ク ○

4 7 53 3 ク ○

4 7 54 4 〃 ○

4 7 55 5 ク ○

4 75 6 6 ク ○

4 75 7 7 ク ○

4 75 8 8 ク ○

4 75 9 9 ク ○

4 76 0 10 ク ○

4 76 1 78－1 ク ○ ① －③

4 76 2 2 ク ○ ② －⑤

4 763 3 ク ○ ③ －（》

4 764 4 ク ○

4 765 5 ク ○ ⑤ －（か

4 766 6 ク ○

47 67 7 ク ○

47 68 79－1 〃 ○

47 69 2 ク ○

47 70 3 ク ○

47 7 1 4 ク ○

47 72 5 ク ○

47 73 6 ク ○

47 74 7 ク ○

47 75 8 〃 ○

4 7 76 9 ク ○

4 7 77 10 ク ○

4 7 78 11＿ ク ○

4 77 9 12 ク ○

4 78 0 16 80 ク ○ 土器 、弥 生

4 78 1 81r－1 ク ○

4 78 2 2 ク ○ ②－③

4 78 3 3 〃 ○ ③－②

4 784 4 ク ○

4 7由 b ク ○

4 7由6 82－1 ク ○

4°787 2 ク ○

4 788 3 ク ○

4 789 4 ク ○

47 90 5 ク ○

47 9 1 6 ク ○

47 92 83－1 ク ○

47 93 4 3－7 16 2 ク ○

47 94 3 ク ○

47 95 4 ク ○

47 96 5 ク ○

479 7 6 ク ○

4 79 8 84－1 〃 ○

4 79 9 2 ク ○

4 80 0 3 ク ○

－93－



整理

番号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 中中幡 後 晩 前 中 後 前 中 後

48 0 1 84－4 A 3 ○

48 02 5 ク ○

48 03 6 ク ○

48 04 7 ク ○

48 05 8 ク ○

48 06 9 ク ○

48 07 10 ク ○

48 08 ・11 〃 ○

48 09 85－1 ク ○

48 10 2 ク ○

48 1 1 3 ク ○

48 12 4 ク ○

48 13 5 ク ○

48 14 86－1 ク ○

48 15 2 ク ○

48 16 3 ク ○

48 17 4 ク ○

48 18 5 ク ○

48 19 87－1 ク ○ 横 刃型 石器

48 20 88－1 ク ○

48 21 88－2 ク ○

48 22 3 ク ○

48 23 4 ク ○

48 24 5 ク ○

48 25 6 ク ○

48 26 7 ク ○

482 7 8㌢1 ク ○

482 8 37－16 20 2 ク ○ 打 製石斧

482 9 3 ク ○

483 0 4 ク ○

483 1 90－1 ク ○

483 2 2 ク ○

483 3 3 ク ○

4834 4 ク ○

483 5 9ト1 ク ○

4 83 6 2 ク ○

483 7 3 ク ○

4 838 4 ク ○

4 83 9 5 ク ○

4 840 6 ク ○

4 84 1 7 ク ○

4 84 2 8 ク ○

4 843 9 ク ○

4 844 10 ク ○

4 845 11 ク ○

4 846 12 ク ○

4 847 13 ク ○

4 848 37－1 15 14 ク ○ 深鉢 形土 器

4 849 15 ク ○

4 850 92－1 ク ○

4 85 1 2 ク ○

4 852 38－29 3 ク ○ 石　 錘

4 853 4 ク ○

4 854 5 〃 ○

4 855 18 6 ク 木　 柵

48 56 93－1 ク ○

48 57 2 ケ ○

48 58 4 ク ○

48 59 6 ク ○

48 60 7 ク ○

48 61 8 ク
木　 柵

48 62 9 ク ○

48 63 94－1 ケ ○

48 64 2 ク ○

48 65 3 ク ○

48 66 4 ク ○

48 67 5 ク ○

48 68 6 ク ○

48 69 7 ク ○

48 70 8 ケ ○

48 71 9 ケ ○

4 87 2 10 ク ○

4 87 3 11 ク ○

4 874 12 ク ○

4 87 5 13 ク． ○

4 87 6 14 ク ○

4 87 7 15 ク ○

4 878 16 ク ○

4 87 9 17 ク ○

4 880 18 ク ○

整 理

番号

挿図

N 0 ．

図版

N 0 ．

遺物

N 0 ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 中中嘩 後 晩 前 中 後 前 中 後

4 88 1 舛一19 A 3 ○

4 88 2 20 ク ○

4 88 3 21 ク ○

4 884 22 ク ○

4 88 5 23 ク ○

4 88 6 38－31 24 ク ○ 石　 錘

4 88 7 95－1 〃 ○

4 888 4 ク ○

4 88 9 5 ク ○

4 890 6 ク ○

4 89 1 7 ク ○

4 89 2 38－19 8 ク ○ 打 製石 斧

4 893 96－1 〃 ○

4 894 2 ク ○

4 895 3 ク ○

4 89 6 4 ク ○

4 897 5 ケ ○

4 898 6 〃 ○

4 899 7 ク ○

4 900 8 ク ○

4 90 1 9 ク ○

4 902 97－1 〃 ○

4 903 2 ク ○

4 904 3 ク ○

4 905 4 ク ○

4 906 98－1 ク ○

4 907 2 〃 ○

4 908 3 ク ○

4 909 4 ク ○

4 910 5 ク ○

4 91 1 6 ク ○

4 912 7 ・ク ○

4 913 8 ク ○

4 914 9 ク ○

4 915 10 ク ○

4 916 11 ク ○

4 917 12 ケ ○

4 918 13 〃 ○

4 919 14 ク ○

4 920 15 ク ○

4 92 1 16 ク ○

4 922 17 ク ○

49 23 18 ケ ○

49 24 19 ク ○

49 25 99－1 ク ○

49 26 2 ケ ○

49 27 3 〃 ○

49 28 4 ク ○

49 29 5 ク ○

49 30 6 〃 ‘ ○

49 3 1 43－13 2 2 7 ク ○ 打 製石斧

49 32 8 ク ○

49 33 9 ク ○

49 34 10 一ケ ○

49 35 11 ク ○

49 36 100－1 ク q

493 7 2 〃 ○

493 8 3 ク ○

493 9 4 ク ○

494 0 5 ケ ○

494 1 6 ク ○

494 2 7 ク ○

4 94 3 8 ク ○

494 4 9 〃 ○

4 94 5 10 ク ○

494 6 11 ク ○

4 94 7 12 ク ○

4 94 8 101 ク ○

4 94 9 102－1 ク ○ ①－（り

4 95 0 2 ク ○ ②－（り

4 95 1 3 ケ ○

4 95 2 4 イ′ ○ ④－（参

4 95 3 5 ク ○

4 954 6 ケ ○ ⑥ －①

4 95 5 7 ク ○

4 95 6 8 一ケ ○

4 95 7 9 ク ○

4 95 8 103－1 ク ○

4 95 9 2 ク ○

4 96 0 3 ク ○

－94－



整 理

番 号

挿 図

N o ．

図版

N 0 ．

遺物

N o ．

出土
地 点
列ツド

縄 文 時 代 石 弥 生 古 奈

良

、平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 哺 輌 幡 後 晩 前 中後 前 中 後

4 96 1 103－4 A 3 ○

4 96 2 104 ク ○

4 96 3 105－1 ク ○

4 964 2 ク ○

4 96 5 106－1 ク ○

4 96 6 2 ク ○

4 96 7 3 ク ○

4 968 4 ク ○

4 96 9 5 ク ○

4 970 6 ク ○

4 97 1 ・7 ク ○

4 972 8 ク ○

4 973 9 ク ○

4 974 つ 0 ク ○

4 975 11 〃 ○

49 76 12 ク ○

49 77 13 ク ○

49 78 107－1 ク ○ ① －（参

49 79 2 ク ○

49 80 3 ク ○ ③－①

498 1 108－1 ク 木　 柵

498 2 2 ク ○ 横刃 型石 器

498 3 3 ク ○

498 4 5 ク ○

4 98 5 109－1 ク 木　 柵

4 98 6 2 ク ○

4 98 7 3 ク ○

4 98 8 4 ク ○

4 98 9 110－1 ク ○

4 990 2 ク ○

4 99 1 43－3 16 3 ク ○

4 992 4 ク ○ ④ －⑧

4 993 ・5 ク ○

4 994 6 ク ○

4 995 7 ク ○

4 996 8 ク ○ ⑧ －④

4 997 111－1 ク ○

4 998 2 ク ○

49 99 3 ケ ○

50 00 4 ク ○

50 01 5 ク ○

50 02 112－3 ク ○

500 3 4 ク ○

500 4 5 ク ○

5do 5 6 ク ○

500 6 7 〃 ○

500 7 8 ク ○

500 8 9 ク ○

500 9 10 ク ○

50 10 11 ク ○

50 11 12 ク ○

5 0 12 13 ク ○ ⑬ －⑭

5 013 14 ク ○ ⑭ －⑬

50 14 15 ク ○

50 15 16 ク ○

50 16 17 ク ○

50 17 18 ク ○

50 18 19 ク ○

50 19 20 〃 ○

50 20 113－1 ケ ○

50 21 2 ク ○

502 2 3 ク ○

502 3 ． 4 ク ○

5024 5 ク ○

502 5 6 ク ○

5 02 6 7 ク ○

5 02 7 8 ク ○

5 028 9 ク ○

5 029 114－1 ク ○

50 30 2 ク ○

50 3 1 3 ク ○

50 32 4 ク ○ ④ －⑦

50 33 5 〃 ○

50 34 6 ク 0 ．

503 5 7 ク ○ ⑦ －④

503 6 8 ク ○

503 7 9 ク ○

503 8 10 ク ○

5 03 9 11 ケ ○

5 040 12 ク ○

整理

番 号

挿 図

N 0 ．

図版

N 0 ．

遺 物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 中中中後後 晩 前 中 後 前 中 後

504 1 114－13 A 3 ○

504 2 14 ク ○

504 3 115－1 ク ○

504 4 2 ク ○

504 5 3 ク ○

504 6 4 ク ○

504 7 5 ク ○

504 8 6 ク ○

504 9 7 ク ○

505 0 116 ク ○

505 1 117 ク ○

505 2 118－1 ク ○

5053 2 ク ○

5 054 3 ク ○

5 055 4 ク ○

5 056 119－1 ク ○

5 057 2 ケ ○

5 058 3 ク ○

5 059 4 ク ○

50 60 5 ク ○

50 6 1 6 ク ○

50 62 7 ク ○

50 63 120－1 〃 ○

50 64 2 ク ○

50 65 3 ク ○

50 66 4 ク ○

50 67 5 ク ○

50 68 6 ク ○

50 69 7 ク ○

50 70 121－1 〃 ○

50 71 2 〃 ○

507 2 3 ク ○

507 3 122－1 ク ○ 磨製 石斧

5074 2 ク ○

507 5 123 ク ○

507 6 124－1 ク ○

507 7 2 ク ○

5 078 3 ケ ○

5 07 9 4 ク ○

5 080 125 ク ○ 磨 製石 斧

5 08 1 126－1 ク ○

5 082 2 一ケ　＿ ○

50 83 127－1 ク ○

50 84 2 ク ○

50 85 3 ク ○

50 86 128－1 ク ○

50 87 2 ク ○

50 88 3 ク ○

50 89 129－1 ク ○

50 90 2 ク ○

50 91 37－14 3 ク ○ 打 製石斧

50 92 130－1 ク ○

509 3 2 ク ○

5094 3 ・ケ ○

509 5 4 ク ○

509 6 5 ク ○

509 7 6 ク ○

5098 13ト 1 ク ○

509 9 2 ク ○

5 100 3 ケ ○

5 10 1 4 ク ○

5 102 132－1 ク ○

5 103 ’2 ク ○

5 104 3 ク ○

5 105 4 ク ○

5 106 5 ク ○

5 107 6 ク ○

5 108 9 ク ○

5 109 10 ク ○

5 110 133 ． ク 木　 柵

5 111 134－1 ケ 木　 柵

5 112 2 ク ○

5 113 3 ク ○

5 114 4 ク ○

51 15 b ク ○

51 16 135－1 ク ○

51 17 2 ク ○

5 1 18 3 ク ○

5 1 19 136－1 ケ ○

5 120 2 ケ ○

－95－



整理

番号

挿 図

N o ．

図版

N o ．

遺物

N o ．

出土
地 点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 帽 岬 幡 後 晩 前 中 後 前 中 後

5 12 1 136－3 A 3 ○

5 122 4 ク ○

5 123 5 ク ○

5 124 6 1ク ○

5 125 137－1 ク ○

5 126 ’2 ク ○

5 127 3 ク ○

5 128 4 ク ○

5 129 5 ク ○

5 130 6 ク ○

5 13 1 7 ク ○

5 132 8 ク ○

5 133 9 ク ○

5 134 10 ク ○

5 135 11 ケ ○

5 136 12 ク ○

5 137 138－3 ク ○

5 138 4 ク ○

5 139 5 ク ○

5 14 0 6 ク ○

5 14 1 7 ク ○

5 14 2 8 ク ○

5 14 3 9 ク ○

5 14 4 10 ク ○

5 14 5 11 ク ○

5 14 6 12 ク ○

5 14 7 13 ク ○

5 14 8 13針1 ク ○

5 14 9 2 ク ○

5 150 3 ク ○

5 15 1 4 ク ○

515 2 140－1 ク ○

515 3 2 ＿　ク ○

5154 3 ク ○

515 5 4 ク ○

515 6 5 ク ○

515 7 6 ク ○

5158 7 ク ○

5 15 9 8 ク ○

5 160 14ト1 ク ○

5 16 1 2 ク ○

5 162 3 ク ○

5 163 4 ケ ○

5 164 5 ク ○

5 165 6 ク ○

5 166 7 ク ○

5 167 39－1 18 142－1 ク ○ 土　 偶

5 168 2 ク ○

5 169 、3 ク ○

5 170 4 ク ○

5 17 1 －5 ケ ○

5 172 6 ク ○

5 173 7 ク ○

5 174 143－1・ ク ○

5 175 2 ク ○

5 176 3 ク ○

5 177 4 ク ○

5 178 5 ク ○

5 179 6 ク ○

5 180 144－1 ク ○

5 181 2 ケ ○

5 18 2 3 〃 ○

5 18 3 37－15 4 ク ○ 打 製石 斧

5 18 4 5 ク ○

518 5 145－1 ク ○

518 6 2 ク ○

518 7 3 ク ○

518 8 4 ク ○

518 9 5 ク ○

5190 6 ク ○

519 1 146－1 　ク ○

5192 2 ク ○

5 193 ノ ．3 ク ○

5 194 4 ク ○

5 195 5 ケ ○

5 196 147－1 〃 ○

5 197 2 ク ○

5 198 148－1 ク ○

5 199 2 ク ○

5 200 3 ク ○

整 理

番 号

挿 図

N 0 ．

図版

N o ．

遺 物

N o ．

出土
地点
グリッド

縄 文 時 代 石

器

弥 生 古 奈

良

平 安 中

世
備　　　　 考

早 前 輔 中中中後後 晩 前 中後 前 中 後

520 1 149－1 A 3 ○

520 2 3 ク ○

520 3 150－1 ク ○

5204 2 ク ○

520 5 1＿51－1 ク ○

520 6 2 ク ○

520 7 152－1 ク ○

520 8 4 ク ○

520 9 153「l ク ○

52 10 2 ク ○

52 11 154－2 ク ○

52 12 3 ク ○ ③ －④

52 13 4 ケ ○ ④ －③

5 2 14 5 ク ○

5 2 15 6 ク ○

5 2 16 7 ク ○

5 2 117 8 〃 ○

5 2 18 155－1 ク ○

5 219 3 ク ○

5 220 5 ク ○

5 22 1 6 ク ○

5 222 7 ク ○

5 223 8 ク ○ ⑧ －⑨

5 224 9 ク ○ ⑨ －⑧

5 225 10 ク ○

5 226 37－17 20 156 ．〃 ○ 打 製 石斧

5 227 157－1 ク ○

5 228 2 ク ○

5 229 3 ク ○

5 230 158－1 ク ○

5 23 1 2 ク ○

5 232 3 〃 ○

5 233 4 ク ○

5 234 5 ケ ○

5 235 6 ク ○

52 36 37－3 15 7 ク ○ ⑦ －⑨ 深鉢 形土 器

52 37 37－3 15 9 ケ ○ ⑨ －⑦

52 38 10 ク ○

52 39 11 ク ○ ⑪ －㊨

52 40 12 ク ○

524 1 13 ク ○

524 2 14 ク ○

524 3 15 ケ ○

524 4 16 ク ○

524 5 17 ク ○

524 6 18 ク ○

524 7 159－1 ク ○

524 8 2 ク ○

524 9 3 ク ○

52 50 4 ク ○

52 51 5 ク ○ ⑤ －㊨

52 52 6 〃 ○

52 53 7 ク ○

52 54 8 ク ○

525 5 9 ク ○

525 6 10 ク ○

525 7 11 ク ○

525 8 160－1 ク ○

525 9 2 ク ○

526 0 3 ク ○

526 1 4 ク ○

526 2 5 ク ○

526 3 6 ク ○

5264 7 ク ○

5 26 5 8 ク ○

5 26 6 9 ク ○

5 26 7 10 ケ ○

5 268 11 ク ○

5 269 12 ク ○

5 270 13 一ケ ○

5 27 1 14 ク ．0

5 272 15 ク ○ ○

5 273 18 ク ○

5 274 161－1 ク ○

5 275 2 ク ○

52 76 3 ．ケ ○

52 77 4 〃 ○ ④ －⑤

52 78 5 ク ○ ⑤ －④

52 79 162－1 ク ○

52 80 2 ク ○

－96－


